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序章





　明日は日曜日。

　夕食後、風ふ呂ろも入って、あとは眠くなるまでまったり夜更かしの時間。

　もうすっかり暖かくなってきて、夜でも窓を開けていると、やわらかく心地良い風が入り込んでくる。

　ジーッという単調で面白みのない晩春の虫の鳴き声を聞きながら、俺おれ――朝あさ倉くら優ゆう人とは自分の部屋の机で、この前からさっぱり解けないでいる円盤形のキャストパズルをいじっていた。

　このパズルは、俺の左手の手袋の下に埋め込まれた、魔女狩りウイツチハンターの武器ジギタリスを使いこなすための鍛錬の一種。

　だが、いまは上の空で意味もなくカチャカチャと動かしているだけ。

　意識はまったく別のほうを向いていた。

　その対象は、俺のベッドでうつぶせで寝転がっている同級生。

「ちっとも、スケジュール通りに進まないわねぇ」

　そんなことを呟つぶやきながら、阿あ瀬せ夏なつ花かは分厚いファイルをめくっている。

　彼女は俺おれが入部している男子魔法部の部長であり、同時に俺が所属するマクダフ機関が監視対象にしている強大な魔女でもある。

　とはいえ、見た目は普通の女の子と変わりは……いや、普通とはいえないか。

　たぶん十人に聞いて、九人は夏花のことを美少女と表現するだろう。そう答えなかった残りの一人は、ただのへそ曲がりだ。

　俺は黙って、ベッドの上で無防備な姿をさらしている夏花を横目で観察する。

　いまは部屋着姿。ロンＴシャツに七分丈のパンツという、これからヨガでも始められそうな軽快な格好だ。

　両りよう肘ひじをついてうつぶせになっているので、ややのけぞるようになった背中の曲線と、一番低くなったところから隆起するお尻しりの形が強調されている。小柄でスリムな夏花だが、痩やせすぎというわけではない。どちらかというとアスリート体形。引き締まるべきところはキュキュッとして、どこにも油断したぜい肉がない。

　いまのようにタイトな服装をしていると、それがよくわかる。

　無意識のうちなのだろうが、まるで見せつけるように裸足の足をパタパタと動かしている。どうもそんな夏花のくるぶしが気になってしょうがない。

　別にフェチな趣味があるわけではないが、カモシカを彷ほう彿ふつとさせる見事な脚線の中にコツンと隆起する固そうな骨が、なんというか……どういったらいいのか……

　いかん、これではまるっきり足フェチの言動じゃないか。

　俺は自分の中で膨れあがる妙な感情を打ち消すように、あえてそっけなく応える。

「焦ったってしょうがないだろ？」

　夏花の手にあるのは、男子魔法部における魔法の特訓メニューが綴つづられた『続・男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・どすこ～い』である。それにしても、相変わらず長いタイトルだ。

「そうはいかないのよ」

　男は魔法が使えないという世の常識を覆すために、夏花が独自にまとめた超力作のファイルだったが、さっきから不満げな夏花の様子を見るに、なかなかそこに書かれているような成果が出ていないらしい。

　魔法についてマクダフ機関で学んできた俺からすれば、そんなに簡単に男が魔法を使えるとは思えない。

　だいたい、まだ特訓を始めてから一ヶ月も経っていないのである。夏花はなにを急いでいるのやら。

「こっちにだっていろいろ予定があるんだからね」

　そういって夏なつ花かはパタンとファイルを閉じると、俺おれの布団ふとんをつかんでバフッと頭から被った。

　こいつめ、人の部屋でリラックスしやがって。

　そもそも、ここは男の部屋だぞ。

　あんまり女ばかりと暮らしてきたから、男への警戒心が薄いんじゃないのか？

　いや、だからって、俺から手を出すようなことはしないけどな。

　なにしろ、ここは御み津つ門かど学園の女子寮。

　男子である俺のほうがイレギュラーであり、異分子なのである。

　さらにいえば、この寮の住人はすべて魔女。

　その逆げき鱗りんに触れれば、いったいどんな恐ろしい目に遭わされることやら。

「おい、寝るなら自分の部屋に戻れよ」

　相変わらず解けないキャストパズルを机において、俺はイスをくるりと夏花のほうに回転させる。

「ん？」

　すると、夏花はまるで亀かめのように布団から顔だけを出してこちらを見た。

　せっかくの流れるような美しい黒髪はくしゃくしゃ。

　見つめられただけで身体からだが熱くなるような情熱的な瞳ひとみも、なぜかとろんとして、まぶたがやけに重そうだ。

　性格面はいざ知らず、外見は素晴らしい美少女だというのに、これではすっかり台無しである。

　それとも自宅で身だしなみに油断をしている女子というのは、みんなこんなものなのだろうか……って、じゃあ、俺は油断しても構わない相手ってことか？

「おーい、夏花？」

　少しばかりプライドを傷つけられながら、俺は前まえ屈かがみになって夏花の顔をのぞき込んだ。

「む？」

　ぷにっとしたピンク色の唇を突き出して、なにか不満そうな顔つき。

「うわっ」

　俺はその唇を間近に見て、慌てて顔を上げた。

　この軟らかそうな唇と、俺は二度ほど接触したことがある。

　それも唇同士で。

　その感触を思い出した途端、俺は急に夏花のことを意識してしまった。

「なんか寒い。きみきみ、暖めて」

　うつぶせの姿勢でマクラにあごを乗せ、夏花はもごもごと呟つぶやいた。

「あっ、暖めてって……暖房をつければいいのか？」

　もうじき夏。

　今晩だって窓を開けてもよいぐらいの気温だというのに、夏なつ花かはなにをいっているのか。

　もう一度、その顔を見ると、心なしか青ざめているようでもある。

「おい、大丈夫か？」

「暖めてよぉ。刻とき代よにはしてあげてるのにぃ～」

　布団ふとんにくるまったまま、夏花は駄々をこねるようにゴロゴロと転がった。

　そりゃあ、いつも朝食のときは、低体温の刻代が目を覚ますまで、膝ひざの上に乗せてやってはいるが……

「ちょっとおまえ変だぞ。どうかしたんじゃないのか……って、おい、なんだよ？　どうしたんだよ!?」

　俺おれは夏花の顔を見てギョッとした。

　いつも強気で活いき活いきしている瞳ひとみが、涙で潤んでいるように見えたからだ。

「う～、もういいっ！　ここでずっと寝てる。布団に挟まれたまま化石になってやる」

　わけのわからないことをいいながら、夏花はスポッと布団の中に頭をひっこめてしまった。

「化石になるって、どんだけ寝るつもりだ」

　俺は夏花の奇妙な言動に戸惑いながら、丸くなった布団を眺める。

　どうもおかしい。

　いや、いつも夏花はおかしいのだが、今晩は特別におかしい。

「おい、夏花？」

　心配になって俺が声をかけると、突然、がばっと布団がひっくり返って、中から赤い顔をした夏花が顔を出した。

「暑い……」

　ベッドの上にペタンとだらしなく腰を下ろして、やや息を荒げている。

「寒いっていったと思ったら、今度は暑いかよ」

「ふが……」

「んっ？」

「ふが……が……」

　夏花はなにかいいたそうな顔をして、口をパクパクしているがはっきりしない。

「どうした、なんだってんだ？」

　俺がしゃがみ込んで、そんな夏花の前に腰を下ろしたとき――

「ふぁ～くしょん！」

　いきなり、人の顔の前でくしゃみをしやがった。

　しかも、口から炎を吹きながら！

「うわっち、アチッ、アチッ！」

　一瞬、顔面が大火事になるかと思ったが、炎は一瞬で消え去ってくれた。

　くしゃみをしながら火を吹くなんて、いったいどんな魔法だ。

「な、なにするんだ！」

　俺おれの抗議に、夏なつ花かはまぶたを半分閉じて、ぼんやりとした顔をするだけ。

「おい、夏花……？」

　なんだか妙な胸騒ぎがしたので、俺は心眼サード・アイで夏花の様子を見てみた。

　俺には意識を集中することで、魔力の動きを見ることのできる特別な目がある。

　左手に埋め込まれたジギタリスと合わせて、俺の数少ない魔女狩りウイツチハンターの武器だった。

「んんっ、おかしいな？」

　案あんの定じよう、夏花の身体からだからは、妙な魔力が溢あふれている。

　最初、なにかの付与魔法エンチヤントがかかっているのかと思ったが、どうも違うらしい。

　夏花の身体にあるゲヘナの鍵かぎが、不安定になっているのだ。

「おい、しっかりしろ」

「んにゃ～、頭がぼーっとする」

　ぼんやりと座り込んでいる夏花の肩に触れると、やけに熱かった。

　魔力の影響だろうか。

　ゲヘナの鍵とは、魔女の魔力の根源たるもの。

　それが不安定になれば、魔法も不安定になる。

　さっきの炎のくしゃみも、体温の上昇も、不安定になったゲヘナの鍵の影響だろうか？

「……どうしたもんかな」

　俺は少し迷った末、夏花に隠すようにして左手の手袋を外した。

　光を浴びたジギタリスが、魔力の根を俺の左手に伸ばす。

　これで魔女ではない俺でも、魔力を操作することができるようになった。

　心眼で夏花のゲヘナの鍵を観察。

　不安定になっている原因を探して、ジギタリスで修正してやろうと思ったのだが……

「やめておけ、余計悪くなるぞ」

　ぽてんと、俺の頭になにかが乗っかった。

「トース、なにか知ってるのか？」

　俺は視線だけ上に向けて、頭上のモノに尋ねる。

　すると、それはふわりと飛び上がり、今度は俺の眼前に現れた。

　手のひらサイズの小さな女の子。

　褐かつ色しよくの肌に、アラビア風の衣装。胸には鍵穴が開いている。

　この珍妙な生き物は、異界であるゲヘナから召喚された魔人のトースである。こんな小さななりでも、魔法に関する知識は侮あなどれない。

　いろいろあって、なぜか俺おれの部屋に居い候そうろうしている。

　といっても、なにかを食べるわけでもなく、ただ俺のノートパソコンで美少女ゲームを遊んでいれば満足らしいので、手間はかからなかったが。

「小娘がおかしくなったのは、おまえが二度もゲヘナの鍵かぎに触れたからだ」

「そうなのか？」

　トースのいうとおり、俺は夏なつ花かのゲヘナの鍵を過去に二度ほどジギタリスで触れたことがあった。

「ゲヘナの鍵とは本来デリケートなものだ。不用意に触れれば、持ち主ぬしにも影響を与える。おまえたちが【血の沈黙エターナル・サイレンス】と呼ぶ、忌いま々いましい魔法もそうであろう？」

　血の沈黙とは、魔女を無力化させるマクダフ機関の切り札ともいえる魔法。

　確かに血の沈黙によってゲヘナの鍵を強引に奪われた魔女は、魂が砕かれるともいう。

　かつて、ロンドンのカルト集団【星ほしの智ち慧え派は】の教祖である魔女も、血の沈黙によって廃人と化した。あまり思い出したくもない記憶であるが、俺もその現場には立ち会ったので、その危険性はよく理解している。

　ならば、俺がゲヘナの鍵に触れることで、似たようなことが起きても不思議ではあるまい。それが夏花がおかしくなった原因だというのか？

「おいっ、どうしたら治るんだ!?」

　俺は空中に浮かぶトースを両手でつかんだ。

「かっ、風か邪ぜみたいなものだ。魔法を使わずに大人おとなしくしていれば、すぐに治る……」

「本当だろうな!?」

「だから、嘘うそなどつかん。くっ、苦しい……放せ！　中身が出る！」

「あっ、すまん……つい」

　我を忘れて力ちから一いつ杯ぱい握りしめてしまったことに気づいて、俺は慌ててトースを放してやった。

「この痴しれ者ものが。取り乱しおって」

　腹を立てたトースは、俺の頭の上に乗ってゲシゲシと踏みつけているが、そんなことはどうでもよかった。

「おい、夏花……俺のいっていることがわかるか？」

「ん～、なぁ～にぃ～？」

　ぽわーんとした虚うつろな目つきで、夏花は頭をゆらゆらさせている。

　どうもわかっていないっぽい。

「いいから、とにかく部屋で休め……なっ？」

「ん～、わかった～」

　そういうと、夏なつ花かはシャツのボタンをおぼつかない手でポチポチと外し始めた。

「なっ、なにしてるんだよ!?」

　俺おれは驚いてその手を止めようとする。

「寝るから着替えるんだけど～？」

「自分の部屋で着替えろって！」

「でも、暖めてくれるって～？」

「いや、いってないから！」

　俺が全身全霊をもって否定すると、夏花はまた目をじわ～っと潤ませた。

「毎朝、刻とき代よにはしてるのに、してるのにっ！」

「こ、こらっ、大人おとなしくしろ！」

「ずるい、ずるい、ずるい！」

　症状が悪化したら大変なので、俺はなんとか夏花を落ち着かせようとするのだが――夜更けにこんな大騒ぎをしていれば、そりゃあ結果は決まっている。

「どうかしたんですか!?」

　部屋のドアを開けたのは、よりによって俺が苦手とするハンナであった。

　シャツの前をはだけさせた夏花。

　それにのしかかっている俺。

　驚きの表情のまま硬直するハンナ。

　なんかこういうパターンは、これで二度目のような……

「落ち着け、話せばわかる。これは緊急事態なんだ」

「それは見ればわかります」

「よかった、さすがはハンナ」

「この件については、しかるべきところに報告をさせてもらいますので」

　ハンナは俺と同じマクダフ機関に所属する公認魔女ハウンドウイツチ。

　その彼女がいう『しかるべきところ』というのは、俺にとっては非常にまずいところのことである。

「いや、ハンナ？　なにか誤解してませんか？　あのぉ、ハンナさん？」

　夏花の手前、マクダフ機関のことは口に出せずオロオロしている俺を、ハンナは凍いてつくような目で見つめていた。

　そして、俺の前を無言で通り過ぎ、夏花の手を取って立ち上がらせようとした。

「阿あ瀬せさん、お部屋に戻りますよ」

　そんな呼びかけに、夏花はトンチンカンな反応を示す。

「ん～、じゃあハンナが暖めてくれるの～？」

「えっ、ええっ!?　あっ、阿瀬さん？」

　いきなり夏なつ花かに抱きつかれて、ハンナは床に倒れ込んだ。

　さらに夏花の足にひっかかっていた布団ふとんまで巻き込み、二人はもみくちゃになっている。

　女の子二人が抱き合って床を転げ回っている光景は、なんだか見てはいけないモノのような気がして、俺おれはじりじりと廊下へと後ずさりをする。

「ハンナ、夏花は病気みたいなんだ。安静にさせてくれ、頼んだぞ！」

「ちょっ、朝あさ倉くらさん！　なんとかしてください！」

「そうしてやりたいのは山々だが……いま俺が手を出したら大おお事ごとになりそうだから」

「すでに大事ですから！」

「いや、ここは用心してハンナに任せる。俺のベッドを使ってもいいからな」

　そう言い残して俺は部屋を出ると、ドアを後ろ手に閉めた。

　予想通り、廊下には好奇心旺おう盛せいな寮生たちが、首を揃そろえてこちらの様子をうかがっている。あのまま三みつ巴どもえで争っていたら、誤解はさらに広がるところであった。

「えーと、いま部屋の中では、夏花とハンナが友情を確かめ合っているところなので――今晩、俺は一階のソファーで寝ることにします」

　機き先せんを制して、俺はテキパキと状況説明をすると、手をパンパンと叩たたいた。

「はい、今日きようはこれにて解散！」



    

  
    
      



    

  
    
      　

第一章　綾あや音ねとのマンドラゴラ狩り





　翌朝、窓から朝日が差し込み始めた頃ころ。

「んんっ……？」

　俺おれはただならぬ気配を察して、居間のソファーから起き上がる。

「うわっ、ハンナ!?」

　俺のすぐそばに、ハンナが音もなく立っていた。

　いつもは絹糸のように細く美しい金髪はぼさぼさ。

　淡いブルーの瞳ひとみの目の下には無残なくまができており、服装は昨晩のままで、しかもヨレヨレ。

　どんなときでもきちんとした身なりをしているハンナなので、その姿は余計にひどく感じられた。

「お、おはよう……」

「それ以外に、私にいうことはありませんか？」

　ハンナはぎろっと俺をにらむ。

「お、お疲れ様……」

　俺がねぎらいの言葉をかけると、ハンナはこれ見よがしに大きなため息をつく。

「いま阿あ瀬せさんは、あなたの部屋で眠っています。目が覚めたら、自分の部屋に移ってもらいましょう」

　そういって、ハンナは力尽きたとばかりにソファーに座り込んだ。

　なんかどっと老け込んだといった感じだ。

「それで夏なつ花かの具合は？」

「ただの魔法風か邪ぜでしょう」

「へっ、魔法風邪ってなんだ？」

「知りませんか？　魔法に慣れていない子が、たくさんの魔力を使うとかかる風邪みたいなものです」

「いや、初耳だけど……それって、ゲヘナの鍵かぎが不安定になる病気なのか？」

「詳しくは知りませんが、そのようですね」

　昨晩、トースがいったことは本当だったようだ。

　きっと、俺が夏花のゲヘナの鍵に触れたのが原因なのだろう。

「それで治るんだろうな!?」

「そんなに大おお袈げ裟さに考えなくても、魔法を使わずに大人おとなしくしていれば、じきに治ります。魔女の子供なら誰だれでもかかるような病気ですから」

「そ、そうなのか……」

　とはいえ、やはり責任を感じずにはいられなかった。

「風か邪ぜのように熱が出ると同時に、意識が朦もう朧ろうとして、言動が妙になるのが特徴です。感染はしませんが、いまは近づかないほうがいいでしょう」

「なんで？」

「あなたが行くと、問題を起こすからです！」

　また、ぎろっとにらまれた。

　寝不足のせいで目つきが悪くなっているので、かなり迫力がある。

「もしかして、あれからずっとあんな調子だったのか？」

「三十分おきに起こされて、私の――って、そんなことはどうでもいいじゃないですか。いやらしいっ！」

「い、いやらしい……って」

　いったい、昨晩、俺おれのベッドの中でどんなことが起きていたというのだろうか？

　いやいや、考えるのはよそう。

　妙な想像をすると、気になって、今晩、そのベッドで眠れなくなってしまいそうだ。
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「今け朝さのハンナは、珍しく寝不足って顔ね」

　朝食の席、ハンナは眠気がじわじわと襲ってきているらしい。

　いまにもまぶたが閉じそうになっているハンナの顔を、薬やく師し綾あや音ねが不思議そうに見つめている。いつもは誰よりもきちんとした格好で、眠そうな素そ振ぶりなど見せることなく朝食の席についているハンナなので、余計にその様子は目立つ。

「夏なつ花かの看病をしてくれていたんだよ」

　俺は焼きたてのトーストをテーブルに置きながら説明してやる。

　ちなみに、朝食を作るのは俺の当番。

　夕食も、掃除も洗濯も俺の当番である。

「えっ、夏花ったら病気なの？」

　この綾音は、魔法医ウイツチドクターを目指す魔法医術部の部員である。

　背は俺と同じぐらいの高さで、スタイルのほうは高校生離れしたモデル体形。

　医者というよりはレースクイーンのほうが似合いそう。

　それでも、綾音の作る薬は、怪しげな実験薬をのぞけば非常に効果の高いものである。

　魔法特区のセイラムの外で手に入れようとしたら目が飛び出るような高価な魔法薬を、いとも簡単に調合する実力の持ち主ぬしだ。

　そういえば、綾あや音ねなら夏なつ花かの病気を治す手立てを知っているかもしれない。

「ああ、魔法風か邪ぜなんだってさ」

　俺おれがそう答えると、なぜか綾音は頬ほおを膨らませ、吹き出すのを堪こらえた顔で問い返してきた。

「ぷぷっ……まっ、魔法風邪ですって!?」

「ハンナはそうだといってるけど？」

「あの夏花がっ、高校生にもなってっ、魔法風邪を!?」

　綾音はテーブルをパンパンと叩たたいて笑いを堪えている。

「いったい、どうしたってんだよ？」

「おい、男……魔法風邪は子供の病気だ」

　そういって、いつも一番最後に起きてくる壺つぼ井い刻とき代よがふらふらとやってきて、定番の席である俺の膝ひざの上に座った。

　相変わらず暖かそうな猫の着ぐるみ風の寝間着を着込んでいるが、身体からだはひんやりしている。俺が暖めてやらないと、完全には目が覚めないそうな。

「子供の病気？」

　刻代が膝に座ってくるのにはもう慣れたので、俺は座り心地がよくなるように姿勢を少し変えながら尋ねた。

「そうだ……高校生になってかかるやつはいない」

　俺に背中を預けるようにして見上げながら、刻代が説明をしてくれた。

「ふーん、そういうものなのか？」

「それに魔法風邪にかかると……いつも寝ぼけているようになって馬ば鹿かなことをしてしまう。魔女なら誰だれでも……子供の頃ころに、魔法風邪にかかって恥ずかしい思いをしたことがあるものだ」

「へえ、刻代もあるのか？」

「私は………………教えてやらない」

　そういって、刻代はネコ耳のついたフードを深く被り直して、俺から顔を隠す。

　その頬が少しだけ赤みを帯びているところからして、どうやらいつもクールな刻代ですら、そんな恥ずかしい記憶があるらしい。

　確かに、昨晩の夏花の様子はかなりおかしかったが……

「よーし、朝ごはんを食べ終わったら、夏花を見舞いに行ってあげなきゃね」

　綾音は揉もみ手でをしながら、にんまりと笑う。

　見舞いと称して、夏花をからかいに行くつもりに違いない。

　普段から、夏なつ花かとはライバル関係にあり――どちらかというと、痛い目に遭わされることが多い綾あや音ねである。この機会に仕返しをしてやろうという魂こん胆たんであろう。

「おいっ、おまえは魔法医ウイツチドクターなんだろ。喜んでないで、なんとかしてやれよ」

「大丈夫、魔法風か邪ぜなんて放ほうっておいても治るわよ。それより、いまのうち夏花の恥ずかしい姿をビデオに――」

「そんなことをしたら、今け朝さのデザートは抜きだ！」

　俺おれはテーブルをぴしゃりと叩たたく。

「うっ……ちなみに、今朝のデザートは？」

　俺の剣幕に押されたのか、綾音は少し身体からだをすくめて尋ねてきた。

「イチゴだよ。今年はこれで最後かもしれないな」

「……コンデンスミルクはつくの？」

「魔法薬を用意してくれればな」

「チューブのは駄だ目めよ。缶入りのじゃなきゃあ」

　綾音にはこだわりがあり、イチゴにかけるコンデンスミルクは缶入り以外は認めないという。確かに練り歯磨きのチューブみたいなものに入ったコンデンスミルクよりも、缶入りのほうが美お味いしそうではあるが。

「ああ、大丈夫。たっぷり好きなだけかけてくれ」

「うっ、わかったわよ。その代わり、あなたも材料探しを手伝いなさいよね」
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　学園へ続く坂道の下にあるバス停の前。

　鉄道のないセイラムでは、バスが主要交通機関である。イギリス風の赤い二階建てバスが採用されており、ちょっとお洒落しやれな感じだ。

　そんなバスを数台やり過ごしながら、俺は綾音を待ち続ける。

　待ち合わせなどせずに一緒に家を出ればいいのに、なぜか綾音はここで落ち合おうといって聞かなかった。

「しかし、遅いな……」

　さらに数台のバスが通り過ぎ、もうトータルで一時間以上も待たされた頃ころ――いきなり後ろから誰だれかに両目を押さえられた。

「なんだっ!?」

　俺は反射的に自分の手をクロスさせてから、その手をつかんで上に持ち上げると、そのまま身体を一回転させる。

　当然、俺の手は元に戻り、今度は相手の手がクロスすることになる。

　そこで、その腕を互いにこすり合わせるようにねじり上げれば、完全に相手の両手を封じることができる。マクダフ機関で身体からだに染みつくまで仕込まれた、背後から不意打ちをされたときの対処方法のひとつだったのだが――

「いたっ、痛いっ、痛いってば！」

「ええっ、綾あや音ね!?」

　俺おれは不意打ちをしてきた相手を見て驚いた。

「なんなのよ、その反応。せっかく『だ～れだ』ってやろうかと思ったのに！」

「ご、ごめん！　ちょっと驚いたもんだから」

　慌てて手を離してやると、綾音はねじられた腕を痛そうにさすっている。

「驚いたからって、女の子の腕をねじり上げる人がいる？」

　その文句には、まったく反論しようがない。確かにちょっと神経質になりすぎているようだ。

　それというのも、この前、星ほし名な柚ゆ月づきから聞いた驚くべき証言のせいだった。

　これまでセイラムに二度も災いを引き起こしてきた『エイボンの書』に、夏なつ花かの親友であり、俺のクラスの委員長でもある若わか宮みやつばきが関わっているというのだ。

　とりあえず、俺はそのことをハンナに報告せずに、自分の胸にしまっておいた。もしも、マクダフ機関に知られれば、委員長の身になにが起きるかわかったものではない。最悪の場合、即逮捕のうえ、厳しい尋問が待っていることだろう。

　俺はマクダフ機関とワルプルギスの夜の関係にきな臭くさいモノを感じている。

　そんな連中に、おいそれと委員長の身柄を預けることはできない。少なくとも、俺自身で委員長の真意を確認してからでなければ気が済まなかった。

「ホントにごめん。悪かった」

「まあいいや。こっちも待たせちゃったかもしれないしね」

「で、これだけ待たせて、なにをしてたんだ？」

　見ると、大きめの紙の手提げ袋を手に持っている。その中身が、俺を一時間も待たせた理由なのだろうか？

　なにが入っているのだろうと手提げ袋を見つめていると、なぜか綾音は苛いら立だたしげな声で尋ねてきた。

「そんなことより、なにか感想はないの？」

「感想……って？」

　大きいだけで、なんの変哲もない紙袋である。

「うーん、中身を見せてくれれば感想も出てくるけど」

「なっ、中身ってなに考えてるのよ。このスケベ！」

　いきなり綾音は、その気になる紙袋で俺の側頭部を殴りつけた。

　ガンッと殴られた感想は――固いモノが入っているらしくて、とても痛いということ。

「いってえな！　なんで殴るんだよ!?」

「服を見なさいよ。なによ、いきなり中身だなんて……どんだけスケベなの!?」

「服……服って……」

　そういわれて、ようやく俺おれは綾あや音ねの服装に目が行った。

　学園の制服と、寮内での部屋着しか見たことなかったが、今日きようの服装はそれとはかなり雰囲気が違っている。

　薄いピンクのノースリーブＶネックニットに、黒のレース上着。大きなハートのついたシルバーネックレスが胸のワンポイントになっている。

　下はニットと同じ色で、丈の短いペチコートスカート。

　そして、踵かかとの高いピンクのミュールはきっと新品なのだろう。傷ひとつない。

　スカートとミュールのおかげで、綾音の足はいつも以上にすらりと長く感じられた。

　なんだか私服の綾音はとても大人おとなびていて、知らない人ならきっと高校生だとは思わないだろう。並んで歩いていたら、俺なんか弟とかに間違われそう。

　俺がその服装を何度も上から下まで見直していると、綾音はちょっと眉まゆをしかめる。

「そんなにジロジロ見ないでよ……」

　いや、服を見ろといったのはそっちだろう――という文句は口にせず、とりあえず俺は率直な感想をいってみた。

「なんだか大人っぽいな」

「そうかな……でも、セイラムの外ではこういうのが流は行やってるんでしょ？」

「いや、ごめん。俺はそういうのはよくわからなくて」

　セイラムの外でも、訓練に明け暮れていた俺に、流行とかを問われても困る。

「じゃあ、あなたの好みとしてはどうなの？」

「うーん、似合ってると思うけど」

　スタイルがいいから、こういった大人っぽい服装でも背伸びした感じがしない。しっかりと着こなしている気がする。

「ホントに？　ありがとっ！」

　綾音は両手を叩たたいて、嬉うれしそうにした。俺なんかが誉めたぐらいで、そんなに喜ぶなんて大おお袈げ裟さな。

「さっきもいったけど、俺には服のセンスなんかないから、あまり鵜う呑のみにされても困るんだけど」

「そんなのはいいのよ。誉められればなんだって嬉しいの」

　無邪気な笑顔を浮かべる綾音。

　その表情は大人びた服装であっても、やっぱり年相応にも見える。よくわからないが、こんなに嬉うれしそうにしている綾あや音ねに水を差すこともないだろう。

「それで、これからどこに行くんだ？」

「学園の裏山よ」

「ええっ、だったら寮から直接行ったほうが近かったんじゃないのか？」

「いいのっ！　一度、こういう待ち合わせってのをしたかったのよ」

「なんでまた、そんな面倒なことを……」

「ほら、女の荷物は、黙っていても男が持つものよ」

　俺おれの文句など無視して、綾音は手提げ袋を押しつける。

　そして、代わりに俺の腕に手を回してきた。いままで感じたことのないボリュームの胸の感触が肘ひじに感じられ、一瞬、思考が飛びそうになる。

　背丈が同じぐらいなので、真横には綾音の顔があった。

　元気いっぱいの夏なつ花かとは違って、どこか妖よう艶えんな雰囲気を漂わせる瞳ひとみ。

　その奥をのぞき込んで真意を探ろうとしても、長いまつげが邪魔をして、なかなかその底を見せてくれはしない。それどころか、あまり見つめていると、逆にこちらの心のほうが見透かされてしまいそうな気持ちになる。

「さあ、行くわよ」

　結局、俺は綾音と腕を組んだまま、誘われるがままに一緒に歩くことしかできなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　さっきから心臓がバクバクいっているんだが……もしかして、なにか妙な媚び薬やくでも嗅かがされていたのだろうか？
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　以前、ハンナと一緒に登って、バシリスクと遭そう遇ぐうした湖へと続く遊歩道。

　夏を間近に迎えて、この前来たときよりもさらに緑は濃くなっている気がする。

　今日きようは天気もよいので、坂道を登っているとすぐに汗ばむぐらいだ。

　この森はセイラムの魔女が共同で管理をしており、貴重な薬草などが採取できるという。

「こんなところに、あのマンドラゴラがあるなんてなぁ」

　俺おれは綾あや音ねにもらったマンドラゴラの写真を眺めながら、遊歩道の周囲を見回す。

　写真には、五弁の花びらを持つ紫色の星形の花が写っている。サイズはかなり小さいが、見た目はナスの花によく似ている。

　魔法薬の原料として高い効用を持つ、その筋では有名な植物だが、猛毒であるため扱いは非常に難しいという話だ。俺も現物は見たことがない。

　綾音によると、このマンドラゴラの根が、魔法風か邪ぜにはよく効くのだという。

「元々は地中海沿岸の植物なんだけど、私たちのずっと前の先輩がセイラムでの栽培に挑戦したらしいわ。土壌管理とかがすっごく難しくて、栽培は失敗だったそうだけど、たまたま野生化したものが、この森にほんのわずかに残っているって話なの」

「先輩って、魔法医術部の？」

「そうよ、学園ができたときからある由緒正しい部活なんだから」

「綾音はなんで魔法医ウイツチドクターになろうって？」

「そりゃあ、魔女の才能が活かせる仕事だし」

「ふーん、ちゃんと将来のことを考えているんだな」

　セイラムの外では、魔法は社会を混乱させるものとして法律で厳しく規制されているが、魔法医による魔法薬と、錬金術による魔具の一部だけは、特例として流通が許されている。

　そのため、職業としてそれらの魔法を研究する魔女たちもいる。

「まあ、将来のことっていうより、魔法薬を作っていると、魔女でも外の世界につながっているって実感できるからかもね。私たちの魔法が、みんなの役に立っているみたいな？」

　綾音はうつむき加減に、少しずつ言葉を探しながら話してくれた。

「うん、なんかいいと思うぞ。そういうのって」

「そっ、そうかな？　はははっ、ちょっと照れくさいかも」

「いや、本気でいいと思うぞ」

　夏なつ花かは男にも魔法が使えることを証明して、魔法が魔女だけの特別なものではないと証明しようとしている。それはあまりに険しい道のりだ。

　一方、綾あや音ねは役立つ魔法を広めることで、外とのつながりを強めようとしている。夏なつ花かとは別のやりかたではあるが、きっと目指すところは同じ。

　それはセイラムと、外との垣根を取り払うこと。

　みんなが望めば、いずれそれは現実のものとなるだろう。

　そうなれば、俺おれのような魔女狩りウイツチハンターが必要なくなるときが来るかもしれない。

「ふふっ、なんであんたがそんなに嬉うれしそうな顔をするのよ」

「さあ、なんでだろうな？」

　俺はその日のことを想像すると、自然と笑顔が浮かんでくる。

　いつか夏花や綾音の夢が実現すればいいのにと、俺は心からそう思っていた。
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「――しかし、ちっとも見つからないな」

　俺は藪やぶをかき分け、斜面を下り、泥まみれになって探し続けた。

　こうしていると、マクダフ機関の山中サバイバル訓練でしごかれた嫌な記憶を思い出す。

「だから、さっきもいったように、マンドラゴラはこの森でもそんなに生えてはいないのよ。焦らないで、ゆっくり探しましょう」

　そういう綾音は、さっきから森の中にはあまり入らずに、その場でキョロキョロと首を動かしているだけだ。

「俺にばかり探させないで、ちょっとは手伝ってくれよ」

「けど、ミュールが汚れるし……」

　そういいながら綾音は、ミュールについた泥を神経質そうに指で払い落としている。

「山道を登るってわかっているんだから、そんな靴を履いてこなけりゃいいのに」

「だって、このニットには、この色のミュールしか合わないんだもの」

　薬草探しに、服装なんて関係ないだろうに。

　はき慣れた靴と、動きやすい服装だったらなんでもいいぐらいだ。

「そんなの、どうだっていいじゃないか」

　俺が不満げに呟つぶやくと、なにが気に障ったのか、突然、綾音は声を荒立てた。

「どうだっていいわけないでしょ!?」

「なんだよ、いきなり」

「どうしてそんなこというわけ？　さっきは似合ってるって誉めてくれたのに！」

「いや、似合ってはいるけどさぁ……」

　綾音がいきなり怒り出した理由がわからず、俺は戸惑った。

「ならいいじゃない。せっかくのデートなのよ。一番の服を着てきて、なにが悪いのよ？」

「デート？」

「デートでしょ？　二人きりで外出してるんだから」

「いや、これは違うだろ？」

　今日きようは薬草探しの手伝いをしに来たのであって、デートだなんて考えてもいなかった。

「なんで、違うのよ？」

　綾あや音ねは不思議そうに、眉まゆを寄せていった。

　最初、いつものように俺おれをからかっているのだと思ったが、その表情は本気で尋ねているように見えた。

「その……あれだ。デートってのは好きな男とするもんだろ？」

「えっ、デートをしてから好きになるものじゃないの？」

「うっ、う～んと……」

　そういわれてみると、俺にもよくわからなくなってきた。

　卵が先か、ニワトリが先か……いや、そんな哲学的な問題でもないはずだが。

「だいたい、デートとかなら、おまえのほうが詳しいだろ？」

　少なくとも俺はそういった方面に関しては、まったく無知である自信がある。まことに情けない話ではあるが。

「なんでそう思うわけ？」

「いや、おまえだったら、デートする相手ぐらいいると思ったから」

　それを聞いた綾音は、ため息交じりに少しだけ肩をすくめる。

「……それって、きっと誉めてくれてるつもりなんでしょうね。ありがと」

「あ、ああ……」

　なにかひっかかるいいかただと思っていると、綾音はさらに言葉を続けた。

「けどね、男子と二人きりで出かけるのは、これが初めてなのよ」

「えっ、そうなのか？」

　いつもやけに積極的に俺に絡んでくる普段の態度からは、ちょっと信じられない。てっきり、男を手玉に取るのは朝飯前というタイプかと思っていたのだが。

「いつもあなたのことをからかっているのは……私のキャラってやつ？」

「よくわからないんだけど」

「見た目がこうで、みんなに大人おとなっぽいっていわれ続けているとね、そういうふうにならなきゃって思って、無理をしちゃうものなの」

　そういわれてみると、俺自身もそのような目で綾音を見ていたことに気づかされる。

　いまさっきもそうであった。

「けど、本当は男の子とデートなんかしたことないの。きっと、学園の子のほとんどがそうなんじゃないかな」

「そりゃあ、男がほとんどいないセイラムじゃあしょうがないか」

「だから、いろいろ外の雑誌とか読んで勉強してきたつもりだったんだけどね……馬ば鹿かだったみたいね。ひとりでデートだとか、はしゃいじゃってさ」

　これでようやくわかった。

　わざわざバス停で待ち合わせしたのも、山登りに相応ふさわしくないお洒落しやれをしてきたのも、綾あや音ねは自分が知っているデートを再現しようとしていたからなのだ。

「いや、そんなことはないけど……」

　俺おれは我ながら情けなくなるぐらいの小さな声で、ボソボソと呟つぶやくだけだった。

　魔法への対処法や、山中でのサバイバル術は知っていても、こういうとき女の子にどのようなフォローをしてやればいいのかは学んでいない。

「いいのよ、私の勘違いだったみたいだし。早くマンドラゴラを探しましょう。夏なつ花かを治してあげたいんでしょ!?」

　綾音は俺から顔を背けると、半ばヤケになったように下草の茂みを大おお股またでまたごうとした。

「おいっ、そんな靴で――」

　と、俺がいっているそばから、案あんの定じよう、綾音はバランスを崩して転んでしまう。

「きゃあっ!?」

「おい、大丈夫か？」

「だっ、大丈夫じゃな～い」

　綾音を追って茂みに飛び込んだ俺が見たものは、白い三角形。

　一瞬、なにかと思ったら、綾音は顔面から地面に突っ込むように派は手でに転んでおり、スカートがめくれ上がっていて……つまりあれだ。

　スカートの中身が丸見えということで――

「うわわっ!?」

　俺は慌てて回れ右をする。

　それにしても、純白とは意外であった。てっきりもっと大人おとなっぽいやつかと想像していた。

「ちょ、ちょっとぉ、助けてよ～！」

「そ、その前にスカートを直せ！」

　そのままでは、とても直視できる光景ではない。

「えっ……あれ、ちょっと見て、見てっ!?」

「馬鹿、見られるか。そんなもの！」

「なによそんなものって!?」

「いや、そんなものじゃないけど、それはあまり人に見せるもんじゃないだろ」

　見たくないといわれれば嘘うそとなるが、だからといってじっくり見られるほど、俺おれの心臓は強くない。

「なによ怖いの？　情けないわね」

　綾あや音ねが鼻で笑っている声が聞こえた。

　そこまで馬ば鹿かにされては男が廃すたる。

　俺は覚悟を決めて、首だけで振り返ると――

「なにやってるんだ、おまえ？」

　綾音はその場に座り込んで、地面を見つめている。

　例の白いアレは、ちゃんとスカートで隠されている。

　では、いったいなにを見ろというのか？

「ほら、これがマンドラゴラよ。見たぐらいじゃあ呪のろわれないから安心しなさい」

「へっ？」

　俺は間抜けな声を上げながら、綾音の膝ひざのあたりに生えている花を見た。

　確かに写真にあったマンドラゴラと同じ形の花である。

「なによ、私が転んでまで見つけてあげたっていうのに。もっと喜びなさいよ。すごい貴重なんだから。私たちラッキーよ!?」

「あ……ああ、やった、やったな！」

「なんか白しら々じらしいわねぇ」

　まさか別のモノを見せてくれると勘違いしていたなどといえるはずがない。

「いやいや、そんなことないぞ。よし、じゃあ、さっさと抜いて帰ろう」

　妙な勘ぐりをされる前に、俺はマンドラゴラに手をかけようとした。

「こらっ、抜いちゃ駄だ目めよっ！」

　伸ばした俺の手を、綾音はぴしゃりと叩たたいた。

「な、なんだよいきなり？」

「知らないの？　マンドラゴラは抜いた者に死の呪いをかけるのよ」

「あっ、そういえば……どこかで聞いたような……」

「マンドラゴラは魔力を持った植物でね、抜いた途端、大きな悲鳴を上げて、その相手を呪い殺すのよ」

「じゃあ、どうやって抜くんだ？」

「昔は犬を使っていたんだって」

「犬を？　どうやって」

「マンドラゴラと犬を紐ひもで結んでね……遠くから犬を呼び寄せるの。そうしてマンドラゴラを引き抜いた犬は死ぬけど、その代わりにマンドラゴラは手に入るって寸法よ」

　綾あや音ねは声を潜めて、やけに不気味な口調で説明する。

「残酷な方法だなぁ」

　動物愛護家というわけではないが、その方法はさすがにどうかと思う。

「さて、ここには犬はいません。では、どうするでしょう？」

「ちょっと待て！　まさか、俺おれに引き抜かせるつもりじゃないだろうな？」

「馬ば鹿かねぇ……だったら、さっき止めていないわよ」

「そうか、よかった」

　俺はホッと胸をなで下ろす。

「安心しなさい、現代を生きる魔女には便利な秘密兵器があるのよ」

　そういうと、綾音はさきほどの袋を上げて見せるのだった。
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　綾音が用意してきた秘密兵器とはラジコンの車。

　大きなタイヤのついたオフロードジープで、本格的なやつだ。

「これでマンドラゴラを引き抜くのよ」

「なるほど、ラジコンなら死ぬこともないってわけか」

「そういうこと。じゃあ、マンドラゴラに紐ひもを巻き付けておいてね。私はラジコンの準備をするから」

「わかった」

　綾音から受け取った紐を、俺はマンドラゴラの根本に結びつける。

　葉を持ち上げると、地面に白っぽく太い根が、大根のように少しだけ顔を出していた。この根に魔法薬に必要な成分が含まれているらしい。

　俺はあまり根が露出しないように慎重に紐を巻き付けると、そそくさと綾音のところに戻る。

「俺のほうは準備オッケーだ」

「じゃあ、こっちに来て」

　紐の反対側をラジコンに結び終えた綾音は、すでに遊歩道のほうまで下がっている。

　俺も下草をジャンプで飛び越えながら、そちらへ避難した。

「念のため、耳に栓をして」

「あ、ああ……」

　いわれたとおり、指で耳に栓をする。ラジコンの操縦機を両手に持っている綾音は、用意周到にも市販の耳栓をつめていた。

「…………」

　綾あや音ねはマンドラゴラの生えている方向を指差して、口をパクパクさせている。耳栓のせいでなにをいっているのか聞こえないが、たぶんこれから引っ張るということなのだろう。

　案あんの定じよう、綾音が操縦機を操作すると、ジープのタイヤが土を巻き上げながら動き出した。

　しかし、マンドラゴラはなかなか抜けない。

　綾音は慣れた操作でバックをさせては、再び勢いをつけてジープを走らせる。

　綾音はまた口をパクパクさせてから、唇をペロリと舐なめて、さらに操縦機を動かすのに集中をした。

　あの顔つきからして「しぶといわね」とでもいっているのだろう。

　六度目のトライのとき、いままである程度まで走ると動きを止めていたジープが、そのまま一気に走り抜けた。

　その直後、俺おれは全身にビビビッという細かな空気の振動を感じ取った。

　同時に森の奥から突風が吹き抜けるように、あたりの草木が細かく震え出す。

　おそらくは、引き抜かれたマンドラゴラが悲鳴を上げたのだろう。

　耳栓をしているというのに、その圧力には身震いせずにはいられない。もしも耳栓をせずに直接その叫びを聞いていたら、どうなっていたことやら。

「これがマンドラゴラの悲鳴ってやつか」

　痺しびれが治まったところで、俺は恐る恐る耳から指を抜いた。

「どうやら、上う手まくいったみたいね」

　綾音も耳栓を外しながら、ラジコンを俺たちの足あし下もとまで走らせる。

　紐ひもの先には青々としたマンドラゴラの葉っぱ。そして、その下にはニンジンぐらいの大きさの人型の根がついている。

　いや、人型というより、人そのものであった。

　しかも、若い女性の姿で、のろのろとした動きだが、紐で引かれることを嫌がるように身もだえしている。実に哀あわれみを誘う姿だった。

「いっ、生きてるぞ、こいつ!?」

「あらら、メスのマンドラゴラなのね」

「ちょっと待てっ！　マンドラゴラってこんなやつだったか？」

「そうだけど？」

「いや、俺が知っているのは、もっと大根っぽくて……そうだ、朝鮮人参みたいなやつじゃなかったか？」

　マクダフ機関の資料でちらりと見たのは、なんとなく人といわれればそう見えないでもないようなぐらいの、ちょっと変わった大根か朝鮮人参といったところであった。こんな露骨に人間の姿をしていて、しかも自分で動くようなものではない。

「それはオスのマンドラゴラ。外に魔法薬として流通しているのは、ほとんどがオスだから知らなくてもしょうがないと思うけど」

「マンドラゴラって、オスとかメスとかあるのか……？」

「オスメスのある植物って多いのよ。イチョウとかもそうよ」

「でも、なんでオスばかり出回っているんだ？」

「それには理由があるんだけど、今日きようはあなたがいるから平気ね。ラッキー」

「なにがラッキーなんだよ？」

　綾あや音ねの嬉うれしそうな表情に、俺おれはどうも嫌な予感がする。

「さあさあ、ここからは男の仕事よ。マンドラゴラの根を取って」

「えっ!?」

「首のところからポキッと折るのよ。根の部分しか使わないんだから」

　俺は目を大きく見開き、マンドラゴラを見つめた。

　人間でいえば目の部分がこちらを見つめ、蚊の鳴くような声で「ぴぃぴぃ」と鳴いている。

「……こいつの首を折れっていうのか？」

「そうよ、当たり前でしょ？」

「いや、それはさすがに……残酷すぎるんじゃないのか？」

「オスなら私がやるわよ。でも、メスのマンドラゴラは男がやらないと嫌がるの」

「なるほど、それがオスばかり流通する理由か」

　魔女にはメスのマンドラゴラが取り扱えないのなら、当然、流通するのはオスのマンドラゴラしかなくなるというわけだ。思わぬ豆知識を仕入れさせてもらった。

「あんたを連れてきたのは、そのためでもあるんだからね。ぐずぐずいわないで早くやりなさい」

　綾音に急せかされて、俺は恐る恐る地面のマンドラゴラを持ち上げる。

「うわぁ、本当にこれが植物かよ」

　見れば見るほど人間そっくりである。

　不思議なことに、俺が手に持つと、いままで嫌がっているようだったマンドラゴラは身動きをやめ、両手を祈るように組んだ。目を閉じて大人おとなしくしているその姿は、まるで覚悟を決めた殉教者のよう。

「ほら、大人しくなったでしょ？　じゃあ、首のところに指をかけて、コキッと軽くやっちゃってちょうだい」

　そういって、綾音は親指と人差し指で細いものをつまんで、九十度ほど横にひねるような動作をして見せた――しかも、とってもよい笑顔で。

「でっ、できるか～っ！」

　俺の叫びに、マンドラゴラは驚いたように目を開いて「ぴいっ」と声を上げる。

「うわっ、こいつ表情まであるぞ！」

「なによ、あんただって大根やニンジンを食べるでしょ。それと同じことよ」

「いやいやいやいやっ！　それとは違うから。全然、違うから！」

「つべこべいわずに、さっさとやりなさい。鮮度が落ちるでしょ！」

　しびれを切らした綾あや音ねは、俺おれの手を持って強引にマンドラゴラの首を折らせようとする。

「うわっ、やめろ！　そんなに乱暴にしたら――」

　ただでさえ人形のように細いマンドラゴラの首である。

「ぴっ!?」

　俺と綾音がもみ合った結果、まるでキュウリのようにポッキリと折れてしまった。

「うわああっ！」

　ぽてりと地面に落下する、マンドラゴラの生なま首くび。

　そして、俺の手には、マンドラゴラの首なし死体が残った……

「や、やっちまった……」

「まったく、なにを騒いでいるのよ」

　綾音がそういってマンドラゴラの首を持ち上げると、驚いたことにまだ「ぴぃぴぃ」と元気に鳴いていた。

「い、生きてる……？」

「当たり前でしょ。植物なんだから、根を少し取られたからってどうってことないわよ」

「うおおおおっ、すげえ……」

　俺はニンジンから小さなカブのようになってしまったマンドラゴラの生首を怖々と眺めた。正直、こういうスプラッター系は苦手である。

「さてと、これは日当たりのよいところに植え直して、また来年も採りに来ましょうね」

　綾音は遊歩道からさほど離れていない場所の下草を抜いて、マンドラゴラを植えるスペースを作っている。鼻歌交じりで、ずいぶんと上機嫌だ。

「植え直すって？」

「ジャガイモとかと同じよ。こうやって根の一部を植え直しておけば、何度でも収穫できるというわけ。土壌の管理が難しいから、自分で栽培するより、こうやって生えていた場所に植え戻すほうが手間もかからなくていいのよ」

　そんな綾音の言葉を肯定するかのように、マンドラゴラの首は心なしか嬉うれしそうな声で「ぴぃぴぃ」と鳴いている。

「なんという生命の神秘……」

「まったく、このぐらいのことで大きな悲鳴を上げて情けないわね」

　そういって、綾音は俺の手からマンドラゴラを取り上げた。身動きひとつしなくなったそれは、もはや肌色をしたちょっと変わった形のニンジンにしか見えない。

　その姿は俺おれが資料で見たマンドラゴラの写真に似ていた。

「ほら、戻るわよ。夏なつ花かの薬を作るんでしょ？」

　いろいろ驚くことばかりであったが、とにかく魔法薬の原料は手に入った。

　これであのやっかいな魔法風か邪ぜを治すこともできるはず。

「ああ……そうだな。今日きようはありがとう」

「ふふん、お礼は言葉だけ？」

「というと？」

「鈍いわね……今度、お礼に私を本物のデートに誘いなさい」

　綾あや音ねはぴしっと人差し指を突きつけて、命令口調でいった。

　なぜかその偉そうな態度も、綾音がすると妙にさまになっている気がする。

「はぁ？」

「よく考えたら、デートっていうのは男から誘うものよね」

「そ、そうかなぁ」

「私みたいなイイ女は、決して自分から誘ったりはしないの」

　少し着崩れた上着を直しながら、綾音はツンとあごを上げて背を向ける。

「じゃあ……今度、なにかおごるよ」

　俺はどう返してよいかわからず、ちょっと考えてからぼそりと呟つぶやいた。

　我ながら冴さえない返事だったが、綾音のほうは黒髪をなびかせながらくるりと振り向くと、俺が服装を誉めたときのように嬉うれしそうな顔をしていった。

「うん、楽しみにしてるから！」

　いや……だからさ、俺の言葉に、そんな大おお袈げ裟さな期待をされても困るんだけどな。

　ただ、そのときの綾音の表情は、いつもよりも子供っぽく晴れやかだったので、俺はそこに水を差すことはできず笑みを返すだけだった。

　まあ、せいぜい奮発させてもらうさ。

　イイ女が満足してくれるようにな。



    

  
    
      　

第二章　夏なつ花かの魔法風か邪ぜ





　昼過ぎ、俺おれと綾あや音ねが寮に戻ると、柚ゆ月づきが玄関まで迎えに来てくれた。

「おい、大変だぞ。ちょっとこっちに！」

　俺が靴を脱ぐのも待ちきれないといった勢いで、柚月が手を引っ張る。

「なんだよ、いきなり？」

「いいからちょっと来いってば」

　あまり柚月が急せかすものだから、綾音にマンドラゴラのことは頼んで手を引かれるままについていく。

　柚月は洗面所の戸を開けて、誰だれもいないことを確認すると、蹴けるようにして俺を中に押し込んだ。

　ちょっと地黒で中性的な顔立ちをしているうえ、白い開襟シャツにジーパンという男みたいな格好をしているが、これでも柚月は女の子だ。そんな彼女にいきなり手を引っ張られ、わざわざ誰もいない場所に連れ込まれたら、さすがに俺も動揺せざるを得ない。

「ど、どうかしたのか？」

「しーっ！」

　柚月は俺の口を手で押さえて、上の階のほうを気にする素そ振ぶりをした。

　密着する柚月の開襟シャツから、ちらりと見える鎖骨が心臓に悪い。地黒の肌と白いシャツのコントラストが目に眩まぶしい。

　そんな俺の心境を無視して、柚月はさらに顔を近づけると耳元で囁ささやいた。

「……いま、寮に来てるんだよ」

「来てるって、誰が？」

「委員長だよ。若わか宮みやつばきが寮に来てるんだ」

「……なんだって？」

　ようやく事情が飲み込めたので、俺も声を潜めて問い返した。

「なっちんに会いに来たっていってたけど」

　この前、柚月が魔道書『エイボンの書』の魔力に魅入られるという事件が起きた。

　その原因ともなった『エイボンの書』を柚月に授けたのが、若宮つばき――俺のクラスの委員長である。しかも、委員長は柚月に俺の正体が魔女狩りウイツチハンターであることを伝えたという。

　なぜ委員長はそのことを知っているのか。

　いまこのセイラムで、もっとも警戒すべき人物といえた。

「それで、ハンナはいるのか？」

「えっ、ハンナは出かけてるけど……なんで？」

「いや、別に。ちょっとな」

　公認魔女ハウンドウイツチのハンナが不在なのは、幸か不幸かわからない。

　だが、どちらにせよ委員長と夏なつ花かを二人きりにさせておくのは心配である。

「夏花の部屋にいるんだな。よし、俺おれが見てくる」

「ちょ、ちょっと待って！」

　洗面所から出ようとした俺の袖そでを柚ゆ月づきがつかむ。

「どうした？」

　振り向くと柚月は表情を曇らせながら、俺に訴えかけた。

「委員長は悪い子じゃないんだ。ひどいことはしないで欲しい……」

「ああ、わかった。大丈夫だよ」

　俺は袖をつかむ柚月の手を上から握る。

　すると柚月ははにかむように笑みを浮かべた。

「あはは、信じてるからな」

「ありがと」

　そういって、俺は柚月から手を離した。

　もしも、委員長が『エイボンの書』に関わっているのならば、夏花がワルプルギスの夜を引き起こす鍵かぎであることを知っている可能性も高い。

　ゲヘナから魔力を無む尽じん蔵ぞうに流入させて、世界そのものを異界へと変質させてしまう恐るべき魔法、ワルプルギスの夜――それだけは絶対に起こしてはならない。

　あの巨大なゲヘナの門を間近で見て、圧倒的な魔力に身を晒さらした俺だけが、そのことを知っている。あれは人が触れるべき力ではないのだ。
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「夏花、入っていいか？」

　二階に上がって夏花の部屋のドアをノックすると、小さく「いいよー」という声が聞こえてきた。

　よく考えたら、夏花の部屋に入るのは、これが初めてである。

「入るぞ」

　ちょっとだけ緊張しつつ、俺はドアを開ける。

　夏花の部屋は、思ったより整せい理り整せい頓とんされており、俺が勝手に想像してたものとはだいぶ違っていた。

　女の子の部屋というのは、もっと華やかで、ほんわかしたものだとばかり思っていたのだが……暗色系の家具と、実用的な勉強机。ベッドも白で統一されて、まるでビジネスホテルのような雰囲気。本棚には夏なつ花かの力作『初心者にもよくわかる魔法のススメ』シリーズのファイルがきれいに並べられていた。

　フローリングの床にはイス代わりにもなるような大きなクッションが置かれてあり、そのひとつに委員長が腰を下ろしていた。

「こんにちは、朝あさ倉くらさん」

　座ったまま、委員長は軽く会え釈しやくをしてきた。

「あっ、ああ……委員長、いらっしゃい」

　柚ゆ月づきの証言を聞いてから、委員長とまともに会話をするのはこれが初めてだった。

　どのような対処をしてよいかわからず、しばらくは様子を見るため、俺おれのほうから距離を置いていたからである。

　日曜日なので、今日きようの委員長は私服姿。

　オレンジのシャツに、丈の短いクリーム色のジャケット。膝ひざ下したまであるプリーツスカート。綾あや音ねに比べると、ちょっと地味な気もしたが、そこがまた委員長のおっとりとした雰囲気によく合っている。

　いつものように骨こつ董とう品ひんの片眼鏡モノクルをかけて、その眉まゆ毛げは別に困っているというわけではないのにハの字になっている。これはもはや委員長のトレードマークのようなものだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「夏なつ花か、もう大丈夫なのか？」

　まずは気になっていた夏花の調子を聞いてみる。

「うん、だいぶ平気だよ～」

　ベッドの上に座ったまま、夏花は答える。

　平気とはいいながらも、目は少しとろんとしている。体調が悪いというよりは、身体からだから力が抜けてぼんやりしているといった様子。いつもハキハキしている夏花がふんにゃりとしている姿は、俺おれにはどうも違和感があって心配だった。

「どれどれ……まだちょっと熱があるみたいね」

　委員長がおでこをくっつけて熱を測ると、夏花はベッドの上で足をジタバタさせる。

「ひや～っ、つばきのおでこ冷た～い！」

「ほら、大人おとなしくしなさい」

「大人しくさせたかったら、一緒に布団ふとんに入るのだ～！」

「ちょっと引っ張らないで」

「ひとりじゃあ、寂しいんだもん。一緒、一緒～！」

「馬ば鹿かなこといってないで、静かにしてなさい！」

　駄々をこねる夏花に、委員長は頭から布団を被せる。

　どうも、さっきから夏花の言動は少し子供っぽい。

　風か邪ぜになると気弱になって、誰だれかに甘えたくなる人がいるそうだが、夏花もそういうタイプなのか？

　それとも、これが魔法風邪の症状なんだろうか。

　ともあれ、思ったより夏花は元気そうで安心したので、俺は委員長に注意を向けた。

「今日きようは夏花の見舞いに来てくれたのか？」

「ううん、別の用で来たんだけど……まさか夏花が魔法風邪なんてね……小学校以来じゃないかしら」

　ようやく夏花を大人しくさせた委員長は、少し肩で息をしながら答える。

「別の用事って？」

「もうすぐクラス対抗の魔法演武があるのよ。その打ち合わせをね」

「魔法演武って？」

　聞き慣れない言葉だ。そんな授業があるとは聞いていないが。

「毎年、夏が来る前にある、学園の恒例イベントよ。クラス対抗で魔法の技術を競い合うの」

「なんでまた、そんなことを……」

　魔女の通う御み津つ門かど学園であったが、授業で魔法を学ぶ時間はほとんどなかった。

　それは学園の姿勢が、魔法の腕を伸ばすというよりは、魔女であっても外の社会に適応できるように教育するというものだからだろう。

　もっと深く魔法を学びたい者は、部活動で自主的な学習をする。

　魔法薬や錬金術などの役に立つ魔法を研究する部には、学園も援助は惜しまない。

　だから、いま委員長がいったような学園主導で魔法を使わせるようなイベントがあるとは、ちょっと意外であった。

「セイラムに来たばかりの新米魔女たちに、魔法の可能性を示すというのが目的なの」

「新入生の歓迎会みたいなものか？」

「そうね、学期の途中から転校してくる子も多いけど、やっぱり新学期に入学してくる子のほうが多いから」

　すると、委員長は片眼鏡モノクルを指で直してから、やや低い声で話を続けた。

「セイラムに連れてこられたばかりの子は、どうしたって自分の魔法を嫌っているものなの。だから、魔法も使い方次第では素敵なものだと教えてあげるのよ」

「そうか……」

　魔法が使えるというだけで、肉親や友人から引き離されて、セイラムに強制的に移住をさせられる若き魔女たち。

　自分の魔法を嫌っても当然だろう。

「そんなことで、みんながみんな魔法を好きになってくれるとは思っていないけど……でも、魔法も与えられた才能のひとつなんだと、ちょっとでも思ってくれれば」

「な～にいってるのよ。私の演武を見れば、みんな魔法が好きになるに決まってるじゃな～い！」

　ベッドに座っていた夏なつ花かはそうわめきながら、委員長にガバッと抱きついた。

「わっ、夏花っ!?」

「セイラムの先輩として、みんなの憧あこがれとなることをここに誓いま～す」

　夏花は片手をあげて宣誓すると、委員長を抱き寄せて頬ほおと頬をくっつける。

「ああん、つばきのほっぺ、冷たくて気持ちぃ～い」

「駄だ目めよ、そんな調子で出られるわけないでしょう？」

「夏花も出る予定だったのか？」

「ええ、夏花はクラスのエースだし、なにより本人が一番楽しみにしている行事だし」

「そりゃあそうか」

　ベッドでむにゃむにゃしている姿からは想像できないが、その強大な魔力には学園の魔女たちも一目置いている。

　それに、誰だれでも魔法が使える世界を目指している夏花のことだ。新入り魔女たちに魔法の素晴らしさを伝えるこの魔法演武は大切な行事なのだろう。

「大丈夫、ウチには優ゆう人とがいるんだから。即戦力よ。ドラフト一位よ」

　委員長に抱きついてぐんにゃりしている夏なつ花かは、ブツブツと寝言のように呟つぶやく。

　それを聞いた委員長は、小首を傾かしげながら俺おれに問いかけた。

「――と、夏花はいってるけど、そうなの？」

「まだなんの魔法も使えていないんだけどな」

　そんな俺が、みんなの前で魔法の演武なんて問題外だろう。

　ところが、委員長は妙なことをいい出した。

「でも、男子が参加するというのは、確かにインパクトがあるかも」

「いやいやいやっ、だから魔法が使えないやつが出ても、なんにもならないだろ」

　なにをいっているのだと、俺はパタパタと手を横に振った。

「そうでもないわよ。体力さえあれば」

「体力と魔法演武にどういう関係が？」

「だって、今年の演武種目はドッジボールですもの」

「えーと、ドッジボールって……ボールをぶつけ合う、あのドッジボール？」

　それと魔法がなんの関係があるのか――って、なにか嫌な予感がしてきたぞ。

　そんな俺の微妙な顔つきを読み取ったのか、委員長は補足をしてくれた。

「当然、魔法を使ってもいい、特別ルールのドッジボールですけどね」

「だから、俺は魔法が使えないって――」

「それでもボールを避よけることはできるでしょう？」

「そりゃまあ」

「だったら大丈夫ね。相手がいくら魔法を使ってきても、こっちはボールに当たらなければいいだけなんだから簡単でしょ？」

「そうそう、簡単、簡単」

　夏花は委員長の言こと葉ば尻じりに乗って、上機嫌で俺の頭をぺしぺしと平手で叩たたく。

「ほら、変なものを叩かないの。また熱が出ちゃうから、大人おとなしく寝てなさい」

　なんかさりげなくひどいことをいわれた気もするが、夏花を寝かしつけるのには賛成だった。

「さっきから、二人でばっかり話をしててずるいよ～！」

「わかりました。私ももう帰るから、夏花も少し寝なさいね」

「ええ～っ、帰っちゃうの～」

「私がいると、夏花が落ち着かないでしょう？」

「う～っ、だったら静かにしてるから、もうちょっとここにいて……」

「はいはい、わかりましたよ」

　委員長はさっきから甘えん坊な夏花を上う手まくなだめて、ベッドに寝かしつけることに成功した。

「慣れたもんだな」

　俺おれはあの夏なつ花かをいとも簡単に静かにさせる委員長の手際に、素直に感心した。

「小さい頃ころ、夏花はよく魔法風か邪ぜにかかっていたから」

「そうなのか？」

「セイラムから逃げ出そうとして、子供なのに無茶な魔法を使って」

「ああ、なるほど……」

　子供のときから大人おとな勝りの魔法を使えた夏花が、セイラムから脱走するために何度も街と外部を隔てる結界魔法に挑んだという話は聞いたことがある。

　そのせいで、よくも悪くも夏花の名はセイラムに広まって、とうとう【衝動の紅炎インパルス・ルージユ】という異い名みようまで与えられた。

　異名とは一流の魔女である証と同時に、その強大な魔力の危険性から、セイラムの外に出ることを禁じられた者への烙らく印いんでもある。だから、夏花はその名で呼ばれることを嫌っている。

「私は遊び相手は夏花しかいなかったから、この子が魔法風邪のときは、こうして枕まくら元もとでずっと看病していたの……といっても、ただ一緒にいるだけで、私はなにもできなかったんだけど」

　そういいながら、委員長は夏花の布団ふとんを直してあげる。

　いつの間にか、夏花はかすかな寝息を立て始めた。

　その表情はすっかりリラックスしており、まるで幼い子供のよう。

　きっと、委員長がそばにいてくれることで安心しているのだろう。

　子供の頃からずっと続いているそんな二人の関係をうらやましく思うと同時に、幼稚園のときに別れた夏花が、セイラムでも大切な友達ができていたことが嬉うれしかった。

「委員長が魔法風邪になったときも、夏花は看病してくれたのか？」

「いいえ、私は……魔法風邪にはかかったことないから」

「そうなんだ？」

　今け朝さ、刻とき代よは魔女なら誰だれでも魔法風邪にかかったことがあるといっていたが、さすがは委員長である。夏花とは違い、昔から節度をわきまえて魔法を使っている証拠だろう。

　ところが、そう答えた委員長の表情には、明らかな陰りが見えた。

　なにか辛つらそうな……もしくは、憤りを押さえつけたような苦悶に近いものが読み取れる。

　その不自然な委員長の態度に、俺はあのことを思い出す。

　あまりに夏花と委員長が仲良くしているので、俺としたことが、いままで無意識のうちに後回しにしていた。

　俺は横目で夏花が眠っていることを確認すると、左手を持ち上げて委員長に見せる。

「ところで、こいつの正体を知っているのか？」

　すると、委員長は落ち着いた態度で片眼鏡モノクルを直しながら答えた。

「ええ、知っているわ。それはジギタリス――ずっと昔、魔女から奪われたとされる魔具」

　淡々と語る委員長の言葉に、俺おれはじわっと背筋に汗がにじむのを感じた。

　予想していたこととはいえ、こうして実際に委員長の口から語られると、冷静さを保つことだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「なんでそれを？」

「そんな手袋では、私の片眼鏡からジギタリスの魔力を隠すことはできません」

「なるほど……そういうことか」

　これは確かに俺が迂う闊かつだった。

　俺の心眼サード・アイ同様に、委員長の片眼鏡には魔力を見る能力があるらしい。

　錬金術部で魔具にかけられた付与魔法エンチヤントのチェックを任されているほどの委員長ならば、このジギタリスの正体を見破っても不思議ではあるまい。

　魔女狩りウイツチハンターの武器として悪名高いジギタリスの装着者となれば、当然、その人物も魔女狩りウイツチハンターと推測できる。

「でも、私以外には、ちさ先生も含めて、誰だれもあなたの正体には気づいていないと思います」

　その言葉に、俺は少しだけホッとした。

「なんでそのことを、みんなに教えないんだ？」

「変なことをして、あなたに目をつけられたくないからかしら」

「意外と打算的なんだな」

「だってそうでしょう。私だって怖いですもの」

「でも、柚ゆ月づきには教えたらしいじゃないか」

「私だって口がすべることもあります」

　委員長はしれっと答える。

　あまりに当然のことのようにいうので、思わず信じてしまいそうだ。

　しかし、そんな言い逃れが通じるわけがない。

　俺はもう一度、夏なつ花かの寝顔を確認してから、小声で囁ささやいた。

「じゃあ、なぜ『エイボンの書』を柚月に渡した？」

「あれは偶然見つけたものです。星ほし名なさんの魔力の助けになってくれればと思って、彼女にあげたのです。上う手まく魔法が使えないことを悩んでいたみたいですから」

「あんな危険な魔道書をか!?」

　思わず俺は声を荒立てたが、すると夏花が寝返りを打つ。

「うーん、うるさい～」

「ほら、そんな大声を出すと、夏なつ花かが目を覚ましちゃう」

「あっ……ごめん」

　反射的に謝ってしまった俺おれだが、委員長への疑惑は消えていなかった。

　どうも怪しい。

　無茶苦茶怪しいのだが、俺はいま一歩踏み込めなかった。

　やはり、ここで問い詰めようとしたのは間違いだった。隣で寝ている夏花のことが気になって、強く委員長を追究することもできない。

　それに委員長は俺の疑惑から言い逃れようという素そ振ぶりも見せず、嘘うそか本当かはわからないが、すべて素直に答えている。

　こういう相手への尋問はやりづらい。

　相手の嘘を見破らねばならないからだ。

　正直、証言の矛盾をついたり、相手の顔色を読むといったことは得意ではない。俺の任務とは分野が違う。

　勝手な想像だが、ハンナとかはそういうのが得意そうなのだが……

「もちろん、あなたがアヽレヽであることは、なるべく口外しないようには心がけますが」

　委員長は「アレ」という部分を少し強めていった。

　なんだかいつのまにか立場が逆転しているような……

　これではまるで俺のほうが脅されているみたいではないか。

「いっておきますが、これは脅しですよ」

　うわっ、やっぱり。

　堂々といいやがった。

　――ていうか、本人に補足されてどうする、俺。

「俺の正体を知ってて、よくいえるな。そんなことを」

　夏花がそばで寝ているので、俺たちは「魔女狩りウイツチハンター」という言葉を使わずに会話する。

　このセイラムでは、その言葉は最大のタブーである。

「正体を隠して転校してくるなんて、どうせワケありなのでしょう？」

　委員長はいつもハの字の眉まゆを、くいっと逆方向に上げてほくそ笑む。

「ううっ……」

　俺は図星をつかれて言葉を失い、忌いま々いましげに委員長の顔をにらみつける。

　まったく、あの委員長がこんな表情をするなんて初めて見た。

「図星のようね」

　図星であることを、さらに図星だとつかれて、もうなにがなにやら。

　状況はとにかく劣勢。

　それにしても、黒い……黒いぞ、委員長。

　あの親切で優しかった委員長はどこへ？

　ただ、いくらワケありの魔女狩りウイツチハンターであっても、俺おれにも引けない一線がある。

　これだけは確認しておかねばならない。

　俺は委員長に顔を近づけ、正面からその目を見据えて確認する。

「委員長は夏なつ花かの味方だよな？」

　腹の探り合いも、脅しも、すかしもなし。

　ただ、本心を知りたいだけ。

　こちらの真意を晒さらす代わりに、相手の真意を引き出す。ノーガード戦法だった。

「当たり前でしょう？」

　委員長は動じることなく、はっきりと答えた。

　その目には一片の陰りもなく、逆に俺が射すくめられそう。

　そして、きっと委員長ならば、俺も同じ気持ちであることをわかってくれただろう。

「よし、わかった」

　そこさえ互いに確認できれば、あとの問題は些さ細さいなこと――とは、さすがにいいきれないが、それでもどんな面倒事でも片付ける覚悟はある。

　そんな俺に委員長は口をへの字にして呟つぶやいた。

「噂うわさに聞くジギタリスとは、ちょっと違った印象なんですね」

「そういわれたのは二度目だよ」

　俺はあまり見くびられるのも癪しやくだったので、居心地は悪かったが意地を張って顔を近づけたまま不敵に笑う。

　すると、委員長は眉まゆをいつものハの字にして肩をすくめた。

　これまでずっと押されっぱなしだったが、ようやく一本を取った気分だった。



「おお～い、できたよ～！」

　そんなとき、なんの前触れもなく部屋にやってきたのは、鍋つかみをした手で土ど鍋なべを持った綾あや音ねであった。

「うわわっ!?」

　両手が塞ふさがっている綾音がドアを閉めるのに四苦八苦している隙すきに、俺と委員長は反対方向に飛び退のいた。

「んっ、あんたらなにしてんの？」

　部屋に入った綾音は、きょとんとした顔をして俺たちを見つめている。

　マンドラゴラを採りに行ったときのお洒落しやれな服装のままで、その上に白いフリルのエプロンをつけているという、かなりアンバランスな格好であった。

「な、夏花がようやく寝付いてくれたから、二人で静かにしていただけよ」

　委員長は顔を伏せながら、片眼鏡モノクルを直している。

　どうやら綾あや音ねは信じてくれたらしく、土ど鍋なべを持ったまま夏なつ花かの寝顔をのぞき込む。

「あらら、寝ちゃったの。せっかく薬草がゆができたのに」

「それって今け朝さ採ってきた……？」

「そうよ、これを食べたら、熱なんてすぐに下がっちゃうんだから」

　綾音は勉強机に土鍋を置いて、蓋ふたを開けてみせる。

「あれ、なんだか普通だな？」

「なによ、普通って。どんなものを想像してたのよ！」

「正直、緑色っぽいドロドロしたものが、グツグツ泡立っているかと思ったんだけど……」

　ところが、綾音の運んできた土鍋の中身は、ほんのり黄こ金がね色いろをしたスープに、さらっと軽く米が浮かぶ中華がゆのようなものであった。細かく刻んだ香味野菜と、ほんのりピンク色に染まったさいの目切りの根こん菜さいが入っている。きっとこれがマンドラゴラなのだろう。

「だから、薬草がゆだっていったでしょう。それって、いつの時代の魔女の鍋よ」

　綾音は少し怒った顔をして、鍋つかみをした手で俺おれの頭をぽふっとチョップした。

「ごめん、あやまる」

「風か邪ぜには薬を飲むよりも、薬やく膳ぜん料理を食べてゆっくり寝るのが一番なのよ」

　そういえば、初めて寮に来たときも、綾音の薬膳スープを飲んだ気がする。あれも効用はともかく、味のほうはとてもよかった。

　もしかして、綾音には料理の才能があるのかも。いままでずっと俺が料理当番だったから、その腕前を披露してもらったことはないのだが。

「うう～ん、いい匂においが……」

　俺たちが騒々しかったのか、それとも綾音の薬草がゆの香りのせいか、夏花がむっくりと身体からだを起こした。

「ちょうどよかった。夏花、おかゆを作ってあげたから食べなさい」

「おお～、それはごっつぁんです……って、これニンジンじゃないよね？」

「なにいってるの、貴重なマンドラゴラの薬草がゆよ。感謝して食べなさい」

「マンドラゴラって、ニンジンの仲間じゃないの～？」

　ニンジンが大の苦手の夏花は、かゆに混ざっているマンドラゴラに警戒している。

　まあ、マンドラゴラはニンジンというよりは、ニンゲンに似た薬草だったけどな。

「マンドラゴラって……あの魔法植物の？」

　委員長が少し驚いた顔をして、土鍋の中をのぞいた。

「そうよ、私と優ゆう人とで一緒に採りに行ったの。マンドラゴラには下ごしらえのまじないもしっかりしてあるから、美お味いしく煮えているわよ」

「そうなの。薬やく師しさんの魔法と、マンドラゴラが合わされば効き目は抜群ね」

「と～ぜん、と～ぜん」

　綾あや音ねは大きな胸をさらに張って、とても自慢げだ。

　委員長の様子を見ると、どうやらマンドラゴラがセイラムでも貴重な魔法薬というのは本当らしい。俺おれたちが割と簡単に見つけられたのはラッキーだったんだな。

「じゃあ、きみきみっ、食べさせ――」

「な～んて、イベントは私の目が黒いうちは許さないんだから」

　そういって、綾音は熱アツ々アツのかゆをすくったスプーンを夏なつ花かの口に突っ込んだ。

「あふっ、あふっ！」

「なに騒いでるんだよ？」

「いや、夏花がお約束の抜け駆けをしようとするもんだから、ちょっとね」

「わけがわからん」

「あふいっ、れも、おひひいっ！」

　一方、夏花のほうは薬草がゆが気に入ったのか、綾音からスプーンを受け取って、今度は自分で食べている。

　すると、そんな騒ぎに紛れて、委員長が立ち上がった。

「うん……綾音さんの魔法薬があれば、もう大丈夫よね。じゃあ、私は帰るから」

「はれっ、もうはひるの？」

　口から湯気をはふはふ吹きながら、夏花が声をかける。

「うん、お大だい事じに」

「じゃあ、委員長……またな」

「ええ、また……」

　そういって部屋を出て行った委員長の後ろ姿に、俺は少しひっかかるものを感じた。

　その姿が、なぜかとても寂しそうに見えたからだ。
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　その日の夕食の席は静かだった。

　一番賑にぎやかな夏花がいないのが最大の理由であるが、なぜかハンナまでもが夕食に現れなかった。柚ゆ月づきたちの話によると、大事な仕事があるからといって、呼んでも部屋から出てこないのだという。

　いったいなにをしているのやら。

　ハンナがそこまで優先することといえば、マクダフ機関の任務が真っ先に考えられるが、俺はなにも聞いていない。

　昼間もひとりで出かけていたようだし、なんだか嫌な予感のした俺おれは、ちょっと抵抗はあったが夕食後にハンナの部屋を訪ねることにした。

「ハンナ、いるのか？」

　まわりに誰だれもいないことを確認してから、俺はノックする。

　こんな夜更けに、俺のほうからハンナの部屋を訪ねているところを見られたら、またよからぬ噂うわさが広まることだろう。

「……いないのか？」

　しばらく待ったが返事はない。

　俺はもう一度、今度はちょっと強めにノックをした。

　すると、だいぶ待たされてから返事が――というか、かすかに声が聞こえた。

「はひ～」

　空気の抜けるような、弱々しいハンナの声。

「どうかしたのか？」

「はひ」

　こちらの声は聞こえているようなのだが、どうも反応がおかしい。

「おい、入るぞ？」

　俺は少し迷ってからドアを開けてみた。

　ハンナの部屋は、ちょっと予想外で思わず足を踏み入れるのを躊躇ためらうほどであった。

　色彩はピンク系が多く、あちこちに大小様々のクマのぬいぐるみがきちんと並んでいる。勉強机はなく、中央に白い丸テーブルがあるだけで、その上にも小さなクマたちが背中合わせになって座っていた。

　機能性重視の夏なつ花かの部屋とは対照的で、実に女の子らしい。

　普段の生き真面目まじめで几き帳ちよう面めんなハンナからは、想像のつかない部屋である。

　そして、肝心のハンナは毛足の長いクリーム色の敷物の上で四よつん這ばいになり、奇妙なポーズを取っていた。

　無理に表現するならば、両足を伸ばして、毛を逆立てながら威い嚇かくをする猫のポーズ？

　もしくは、ひとりでエア・ツイスターゲームか？

　ただ、よく見ると、ハンナは腹の下に木の枝を組んだカゴのようなものを抱えていた。

「えーと、それはなにかの儀式か？」

「ほひは、はひはひの――」

　ハンナはなにかを伝えようとしているのだが、カゴから飛び出した木の枝を口にくわえたままなので「ほひはひ」ばかりでさっぱり意味がわからない。

　外出着から着替えていないのか、ハンナはベージュのシャツに、クリームのカーディガンを羽織った姿。

　ユニオンジャック調の柄物のスカートは、現状、まったく本来の役目を果たしていなかった。

　両足を伸ばして四よつん這ばいになっているため、すっかりスカートはめくれ上がって、背中まで見えていた。当然ながら、その下にある薄手のショーツだって丸見えである。

　水色で両りよう脇わき部分にはレースをあしらった、ちょっと高級そうな代しろ物もの。

　白人独特の透き通るほどに白い肌には、そんな繊細なデザインのショーツがよく似合っている。このショーツをここまで履きこなせる高校生はあまりいないだろう。

　そんな刺激的な光景であったが、いまのハンナの姿が色気をまったく感じさせないポーズであったせいで、なんとか俺おれは平静を保つことができた。

「あの～、たぶん大だい事じな仕事の最中だと思うんだけど……その格好だと、スカートの中が丸見えだぞ？」

　俺は天井のほうを見上げながら忠告してやる。

「ひあっ!?」

　ハンナが驚いて悲鳴を上げた途端、口にくわえていた枝がビヨヨ～ンとバネのように跳ねて、俺の鼻に飛んできた。

「いてっ！」

　そして、いままで微妙なバランスで組まれていたカゴが、その枝を失ったせいかバラバラと一気に崩れていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「あらら……」

　俺おれはハンナの腹の下でバラバラになった木の枝を眺めた。

　すると、ハンナは無言のまま立ち上がり、めくれていたスカートを直してから、俺のほうを涙をにじませた怒りの形相でにらみつけた。

「せっかくここまで作ったのに、壊れちゃったじゃないですかぁ～っ！」

「ええっ、それって俺のせいなのか？」

「うるさい、うるさ～い。もうっ、いいから謝って～っ！」

　ハンナは顔を真まっ赤かにさせて、駄々っ子のように俺の胸をポカポカと叩たたく。

「ごめん、ごめん、俺が悪かったって」

「もっと気持ちを込めて謝れ～っ！」

「すみません、ごめんなさい、堪かん忍にんしてください――」

　なんだかそんなハンナは、とても可哀かわい相そうな気がしてきたので、とりあえずわけもわからぬまま謝っておく俺であった。
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　俺に八つ当たりをしたおかげで、ようやく落ち着いたハンナは、いろいろ恥ずかしくなったのか、部屋の隅で正座をしていた――ドイツ人なのに。

「自分の部屋なんだから、足を崩したらどうなんだ？」

「結構です。姿勢の乱れは、心の乱れにつながります」

「まあ……そうかもしれないな」

　ハンナのいうとおり、さっきの姿勢には俺もかなり心を乱された。

　俺はさきほどバラバラになったカゴを組み立てながら、さっきのハンナの姿態を思い起こす。

　うん、あれは薄い水色だったな。

「なにやら、よからぬことを考えていませんか？」

　ハンナの冷ややかな声に、俺はピンと背筋を伸ばした。

「いえいえ、別になにもっ！」

「ちゃんと作業に集中してください。油断するとすぐに崩れてしまうんですから」

「そうかぁ、割と簡単だぞ？」

　俺は八割方完成したカゴをポンポンと叩いた。

　ハンナのように全身全霊をかけて押さえつけていなくても、しっかり組まれたカゴはびくともしない。

「そっ、そこからが難しいんです。私が何度失敗したことかっ！」

　むきになってハンナは床をパンパンと叩たたくが、どう考えても、ここからさっきのハンナのような姿勢になるとは思えない。

「もしかして……ハンナって不器用？」

「なにかいいましたか!?」

　また、ハンナが床を叩く。

「いえ、なんでもありません！」

　どうもパンツを見られたうえに、苦労して組み立てたカゴが壊れたことで、すっかりご立腹のようである。

　しかも、そんなカゴを俺おれがいとも簡単に組んでいるのが、ハンナとしてはまた気に入らないらしい。

「ところで、これはなんなんだ？」

　見たところ、俺が組み立てているものは、中ぐらいの鳥カゴのようなものだった。

　すべてが細い木の枝をザルのように組み込んでできているところが、ちょっと変わっているぐらいで、他ほかに珍しいところはない。

　ただ、ハンナから渡された新聞紙ぐらいの大きさの組み立てマニュアルには、マクダフ機関の名が記されている。

　このことからして、これがただの鳥カゴでないことは間違いないだろう。何気なく心眼サード・アイで観察してみると、やはり結界魔法のような魔力を感じ取ることができた。

「ハシバミの鳥カゴです」

「ハシバミ？」

「魔ま除よけに使われる木です。知りませんか？」

「いや……勉強不足でね」

　床に広げているマニュアルを見ても、それに関する説明はなかった。

「それだから、あなたは不ふ真面目まじめだというのです」

「は、はあ……」

「いいでしょう、教えて差し上げます。昔から、ハシバミは雷神トールの木とも呼ばれ雷が家に落ちないようにするといわれてきました。また、イギリスでは火事を避けるためのおまじないにも使用されているそうです」

「ふ～ん」

　ハンナはさきほどの汚名返上とばかりに、懇切丁寧にハシバミの木について教えてくれる。

「それから、セイヨウハシバミの実はヘーゼルナッツとして食用にされます。ヨーロッパではトルコ、イタリア、スペインなどで栽培されていますが、日本では食用として栽培されることはあまりないようで、そもそもハシバミの歴史は――」

「わかった、わかった！」

　放ほうっておいたら、いつまでもハシバミについて語りそうな勢いである。

「もう、いいんですか。まだまだ、あなたの知らないハシバミについての情報はあるのですが」

　自分が優位に立てたのがよほど嬉うれしいのか、ハンナは眼めを輝かせながら問いかけてくる。まったく、案外と子供っぽいところがあるんだな。

「それより、ちょっとここを押さえていてくれ。ひとりだと組みづらいんだ」

　俺おれが手伝いを求めると、ハンナは眉まゆをひょこっと上げてにんまりと笑った。

「ほら、ごらんなさい。やはりひとりで組むのは難しいでしょう？」

「はいはい、わかったから。ほら、ここだよ」

「わかればいいのです。私だって、ここまでならひとりで組めたんですから」

　そんな負け惜しみをいいながら、ハンナは鳥カゴの枝を押さえる。

「そこじゃない、こっちの枝だよ」

「えっ、ここですか？」

「その下、横になっている枝だってば」

「どこですか？　これじゃなくて？」

「違うってば！」

「口でいわれてもわかりません。指でさしてください」

「手が離せないから、手伝ってくれって頼んでるんだろ？」

　俺はそういって、なんとかあごでその枝をさし示そうとする。

「どこ……どこです？」

　ハンナは俺と視線の位置を合わせるべく、顔をすぐそばに近づけてきた。

「もしかして、ここですか？」

「そうそう、その枝が抜け落ちないように押さえててくれよ」

　俺はその間に、最後の難しい部分の枝を組んでしまう。

「ほら、もうちょっと曲げて、その隙すき間まに……」

　ハンナも一緒になって緊張した顔をして、俺の手元を見つめる。

「……よし、これでオーケーだっ！」

「やった、完成ですっ！」

　俺とハンナは完成した喜びで互いの顔を見合わせる。

「わっ!?」

「きゃっ!?」

　そして、二人の顔が近いことにギョッとして同時に後ろにのけぞった。

　ただ、互いの身体からだの位置は近いまま。

　太ももをくっつき合わせて座ったまま、上半身だけ離した状態で見つめ合う。

　ハンナの透き通るような白い肌がみるみる赤みを帯びていくが、それでも身動きひとつせずに、口を真ま一いち文もん字じにして、大きく見開いた目で俺おれのことを見つめ続ける。

　なんだか照れくさくて顔をそらしたかったが、どういうわけか俺の身体は動かない。

「…………」

　ハンナが口を小さく動かして、なにかを囁ささやいたような気がした。

　それはあまりに小さな声だったので俺は聞き取れず、眉まゆをしかめて問い返すゼスチャーをする。

　すると、ハンナはようやく目をそらして、なにか躊ちゆう躇ちよしたような素そ振ぶりを見せてから、もう一度、俺のほうを見た。

　そのハンナの瞳ひとみは潤んでいるようにも見え……俺の鼓動は自然と高鳴る。

「ハンナ……」

　もしかして……ハンナまで魔法風か邪ぜにかかってしまったのか？……

　そう思いながらも、ほとんど無意識のうちに、ハンナにゆっくりと顔を近づけたとき――



　バシン！



　突然、俺たちの目の前にあったハシバミの鳥カゴがはじけた。

　せっかく組んでいた木の枝が、バネが飛ぶように、あちこちに散らばった。

　その出来事にポカーンとしているハンナ。

「……あれ、どうして？」

　先に我に返った俺は、床に広げていた組み立てマニュアルを手に取る。

　そして、俺はマニュアルの下に驚くべきものを発見した。

「ごめん……まだ部品が残っていた」

　それは鳥カゴの要となる、すべての枝を固定するための部品。最後の仕上げにこれを取り付けなければならないのに、すっかり忘れていた。

　ハンナは俺の手にある部品をまじまじと眺めてから、膝ひざ元もとにあった枝を手に取ると、いきなり俺のことをピシピシと叩たたいてきた。

「やっ、やめっ！」

　ハシバミの枝はムチのようにしなるので、これがかなり痛い。

「誰だれが不器用ですか。あなたのほうが、よっぽど不器用じゃないですかっ！」

「痛い、痛い、悪かった、悪かったってば！」

「うるさいっ、なんでっ、ほんとにっ、あなたみたいな人がっ！」

　鳥カゴのことで怒っているのか、それとも別のことで腹を立てているのか、よくわからないが――とにかく、いくら謝っても、なかなかハンナは許してくれはしなかった。
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「どうした、顔中みみず腫ばれになっているぞ？」

「聞かないでくれ……」

　やっとのことで部屋に戻った俺おれを、いつものようにノートパソコンで遊んでいるトースが迎えてくれた。

　画面にはアニメ調の絵柄の女の子が表示されており、なにやらこちらに語りかけていたが、俺は無視して手に持っていたハシバミの枝を床に置いた。

「なんだそれは、鳥の巣でも作る気か？」

「まあ、近いかもな……いてて、思い切り叩たたきやがって」

　俺はクローゼットの鏡で自分の顔の傷を確認しながら、適当に相づちを打つ。

「相変わらず、貴様はくだらんことをしているのぉ。そんな暇があるのなら、もっとゲームでもしたほうがよいぞ。人生勉強になる」

　すぐにトースは興味を失ったらしく、タッチパッドにつま先立ちになって、ゲーム世界へと戻っていった。

　その様子を見ながら、俺はため息をつく。

「たくっ……人の気も知らないで」

　ハンナから預かってきたハシバミの鳥カゴ。

　これはマクダフ機関から支給された、結界魔法の魔具である。

　そして、その中に捕らえるよう指示されたのは、いま美少女ゲームを楽しんでいるトースだったのだ。

　この鳥カゴにはゲヘナの魔人の魔力を無効化する力があるらしい。

　空間を自由に飛躍するトースを捕らえることは不可能だと、いままでうやむやにしてきたが、どうやらマクダフ機関も本気になったということだろう。

「さて、どうしたものか……」

　このままマクダフ機関とワルプルギスの夜の関係に疑念を持ったまま、トースを差し出すことはできない。究極の門であるトースによって引き起こされるワルプルギスの夜は、膨大な魔力をこの世界に流入させ、セイラムすべてを覆い尽くすほどの巨大な血の沈黙エターナル・サイレンスを構築するための力となる。

　もしも、それがマクダフ機関による、セイラムの魔女たちを無力化するための秘密計画だとすれば――その結果は、ロンドンの魔女の再現である。

　ゲヘナの鍵かぎを失うことで魔女でなくなる代償に、廃人と化すだろう。

　それはもちろん、学園の生徒たち――夏なつ花かやハンナたちも例外ではない。

　幸いにも、いまのトースは魔力の大半を失って、自力でワルプルギスの夜を起こすことはできないようだが、だからといって安心はできない。

　先延ばしにするのも限度がある。

　このセイラムにトースを召喚してワルプルギスの夜を企んだ人物を、早急に捜し出さねばならないだろう。

　もしも、それがマクダフ機関の人間であった場合……

「まあ、覚悟はできているさ」

　俺おれは夏花の味方でさえあればいい。

　それが彼女をセイラムに閉じ込めてしまった魔女狩りウイツチハンターとしての――いや、俺自身の責任なのだから。



    

  
    
      　

第三章　もしかしてキスしたいの？





　月曜日の放課後、ホームルームの時間。

　いつもならば担任の杉すぎ原はらちさ先生が適当に連絡事項を告げて、さっさと解散になるのだが、今日きようはちょっと違っていた。

「今日のホームルームは、今度の魔法演武について話し合ってもらいます。えーと、今年も委員長に責任者をやってもらうので、あとの仕切りはよろしくぶー」

　そういって、ちさ先生は教壇のイスをズリズリと窓際に引きずっていって、ぽてっと腰を下ろす。

　ホームルームの話し合いに参加するつもりはゼロという態度。

　まあ、このクラスの雑務はすべて委員長が取り仕切っているといっても過言ではないので、ちさ先生が窓の外で舞っているチョウチョにパタパタと手を伸ばしていようが、あまり影響はない。それにしても、外見が小学生のようなちさ先生なので、その姿は本物の幼女のようである。

「では、引き継がせてもらいます」

　さて、そんなちさ先生に指名された委員長は、文句ひとついうことなく黙って黒板の前に立った。

　ちなみに、俺おれの教室での席は、一番前の中央。

　つまりは教壇の正面であり、委員長はすぐ目の前で魔法演武の内容についての説明をしている。俺の正体のことでやり合ったこともあって、非常に居心地が悪かった。

「まずは、今年の競技の説明を簡単に――」

　ところが、委員長のほうは平然としたもので、慣れた調子で話を進めていく。

　話の様子からすると、魔法演武は毎年恒例のものであるが、種目は球技や陸上競技などから選ばれ、ほぼ毎回変更されるらしい。

　基本的なルールは実際の競技に従い、そこに魔法の使用が可能という、学園独自のルールが付け加えられる。勝敗も大だい事じであるが、あくまで演武が目的なので、いかにして魔法を活用するかも重要視される。

　確かに勝つためには手段を選ばないというのでは、とても新入生たちの模範とはなれないだろう。なかなかに奥が深い。

　委員長はドッジボールの説明もしてくれたが、これはよくあるルールとほとんど同じだった。

　レギュラーメンバーは四人で、内野が三人、外野が一人。

　内野がボールを当てられたらアウトで、外野へ移動。

　ただし、外野がアウトを取っても、内野に戻ることはできない。このへんはいろいろローカルルールがあるようだが、今回は勝敗が早くつくほうを採用しているらしい。

　相手チームの内野をゼロにさせたら、その時点で勝利。

　もしくは、試合時間の二十分が経過した時点で、内野の数が多いほうが勝利となる。

「ねえねえ、レギュラーが四人って少なくない？」

　俺の後ろの席に座る夏なつ花かが手を挙げた。

　綾あや音ねの薬草がゆが効いたのか、今け朝さには熱はすっかり引いており、妙な言動もしなくなっていた。

「ボールをぶつけ合うドッジボールは危険もあるから、安全を考えて、クラスでも実力のある子を選ぶように指示が来ているの。だから、レギュラーは四人だけ」

「でも、そんなのつまらなくない？」

「その代わり、レギュラーへのサポート魔法はかけ放題だそうよ」

　その委員長の説明に生徒たちは色めきだった。

「事前に付与魔法エンチヤントで強化もオッケーなわけね」

「私たちが、選手を自由にカスタマイズさせて戦わせるゲームみたいな？」

「なんか面白そうね。だったら、私はサポート係がいいな。新しい付与魔法エンチヤントの実験をしたいし」

　わいわいと盛り上がる中には、聞き慣れた声も。

「ドーピングは魔法演武の醍だい醐ご味み。これは楽しくなりそうね」

「一度、死なせてから、私が操作をすれば人間を超えた動きも可能……」

　そんな物騒なことをいっているのは、綾あや音ねと刻とき代よである。

　しかも、二人はほくそ笑みながら、なぜかこちらをじっと見つめている。

「…………えっ？」

　俺おれは不吉なものを感じて、身体からだを左右に避けてみる。

　ところが、二人の視線は俺の動きに合わせて、右へ左へ……

　それどころか、クラスの女子たちの視線の大部分が俺のほうに集中しているような。

「あれっ、まさか……もしかして？」

　するとその呟つぶやきに応えるように、女子たちは一斉にコクリとうなずいた。

「とりあえず、レギュラーの一人は決定ね」

　夏なつ花かが俺の肩をポンと叩たたく。

「いや、だから俺は魔法は使えないって――」

「それは大丈夫。さっきもいったように、クラスみんなでサポートするから」

　教壇の向こうで、委員長はニッコリと笑いながら、俺の黒板になにやら書いていた。

　どうもそれは『レギュラーメンバー：‥朝あさ倉くら優ゆう人と』と読める気がするのだが……

「男子が出場したら、みんなの注目が集まるね」

「これはやりがいがあるわ～！」

　それを見た女子たちのテンションは一気に急上昇。

「演武なんだから、なにか面白いことをやらないと」

　その中でも一番嬉うれしそうな夏花は、後ろの席から身を乗り出し、俺の肩にあごを置いてニコニコしている。

　すぐそばにある夏花の横顔を、ちらりと見てから、俺はため息交じりに呟く。

「……わかったよ。やればいいんだろ？」

　ここまで期待されてしまっては、さすがに断りづらい。

　それに魔法演武のレギュラーとなれば、委員長との接点も増えそうである。まだ見えてこない委員長の裏側を探るにはちょうどよいかもしれない。

「つばき、つばき！　だったら、私もレギュラーに立候補する！」

　夏花は俺の肩にあごを乗せたままの姿勢で、ブンブンと手を振った。

「でも、体調のほうは大丈夫？」

「平気、平気」

「ホントに？」

「本当だって。ほら、このとおり！」

　委員長にアピールするために、夏なつ花かはラジオ体操のように両手を動かすが――

「もう、すっかひ……なほ……はくしょん！」

　ふがふがと鼻をひくつかせたかと思うと、夏花はくしゃみをした。

　その途端、ポンッと空中に小さな炎の槍やりが浮かび上がる。

　夏花の得意魔法である【紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユ】のように見えるが、その大きさは割わり箸ばしぐらいと極小サイズ。パチパチと火花を散らすその姿は、ロケット花火といったほうがしっくりくるかもしれない。

「お、おい……夏花？」

「ふぁ……ふぁ……くしゅん、くしゅん、くしゅん！」

　変なスイッチが入ってしまったのか、夏花は続けて何度もくしゃみを繰り返す。

　そのたびに、夏花の周囲には、小さな炎の槍が形成されていった。

　いつのまにか、その数は十本ほどに増えて、夏花を中心に放射状に並んでいる。

　しかも、その矛ほこ先さきを教室のみんなに向けて……

「危ないっ、逃げろっ！」

　俺おれがその危険性に気づいて声を上げたとき、夏花はひときわ大きなくしゃみをした。

「はっくしょ～ん！」

　それが起爆剤となったらしく、すべての炎の槍が発射された。

　ピ―――ッという甲かん高だかい噴射音と共に、凄すごいスピードで教室内を縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る。見た目通り、ロケット花火そのものであった。

　当然、教室は大パニック。

　そんな中、いち早く冷静に対処したのはハンナである。

「みなさん、こちらに！」

　教室の後ろのほうにいる生徒たちをかばうようにして、青白く輝くオーロラのような結界魔法を構築。炎の槍は結界に触れた途端、ジュッという音をたてて消火されていく。

　さすがは結界魔法を得意とするハンナだ。

「たくっ、熱は下がったからもう大丈夫だと思ったのに！」

　綾あや音ねは懐ふところから取り出した薬瓶びんを床に叩たたきつける。

　床に飛び散った魔法薬は、すぐに白い蒸気と変化してあたりに広がる。その蒸気は消火剤のような効力を持つようで、次々と炎の槍を消し去った。

　ただ、問題は前のほうにいる俺たちである。

　委員長は驚いて、教壇の下に頭を引っ込めている。

　他ほかの女子たちは、教室の外に飛び出したり、ハンナの結界のほうへと避難したりと大慌て。

　俺おれはこんなところでジギタリスを使うわけにもいかないので、机から机へと飛び移って、なんとかかわし続けていたのだが……運の悪いことに、天井にぶつかって落ちた炎の槍やりがスッポリと背中に入り込んだ。

「あちっ、あちちちちちっ!!」

　教室内の騒ぎが収まりつつある中で、俺だけ大声を上げて転げ回る。背中からは煙が立ち上り、カチカチ山状態だ。

　すると、こんな中でも意に介さずに窓の外のチョウチョと戯たわむれていたちさ先生が、すっくと立ち上がった。

「朝あさ倉くらくん、ホームルーム中にうるさいぶー」

　そういって、眉まゆをしかめながら指を一振り。

「羽ばたけ【混沌の羽根バタフライ・エフエクト】」

　ちさ先生が呪じゆ文もんを唱えると、俺の背中から立ち上った煙が、雨雲と変化して大量の雨が降ってきた。

「うわっ、冷たっ!?」

　熱かったり、冷たかったりと忙しいが、とにかくその雨はあっという間に炎を消火してくれた。その呪文から判断するに、魔力の干渉で局所的にカオスを生み出し、雨を降らせたのだろうが――とにかく魔法のすることなので、深くは考えないほうがよさそうだ。

「ぶー、どうも阿あ瀬せさんは、まだ本調子ではないみたいね」

「ご、ごめんなさい……みんな、大丈夫だった？」

　夏なつ花かはくしゃみをしないように口を押さえながら、教室を見回す。

「幸い、犠牲者は朝倉くんだけみたいぶー」

「いやいや、ちっとも幸いじゃないですから。俺としては十分に不幸ですから」

　ちさ先生がひどいことをいっているが、助けてくれたこともあるので控えめなツッコミにしておく。

「きみきみ……大丈夫？」

　頭から水を被ってずぶ濡ぬれになったの俺の姿を見て、夏花も申し訳なさそうにしている。

「まあ、なんとかな。事故みたいなもんだから、気にすんな」

「本当にごめんね……やっぱり、なんだか魔力の制せい御ぎよができてないみたい……」

　そんな夏花の様子に、ちさ先生は腕組みをして口をとがらせた。

「ぶー、先生としても阿瀬さんにはレギュラーになって欲しいけれど、これでは危険すぎるわね。当日までに魔法風か邪ぜが治らなければ、参加は認められません。あと、しばらくは魔法をつかわないこと……オーケー？」

　ちさ先生はぴしゃりと夏花に指示を出す。普段はあまり生徒のことに口出しをしない先生だけに、たまに出される指示には重みがある。

「はーい、わかりました……」

　さすがの夏なつ花かも、その言葉に素直にうなずいた。

　クラスの女子たちも、ちさ先生が真面目まじめな話をしているせいか、あんな騒ぎがあったというのに静かに自分たちの席に戻っていく。

　やがて教室に落ち着きが戻った頃ころ、教壇から顔を出した委員長が、みんなに問いかける。

「では、とりあえず夏花は仮レギュラーとするとして……他ほかに立候補するかたはいませんか？」

「あははー、私が立候補するよ～！」

　一番後ろの席で手を上げたのは柚ゆ月づきだった。

「えっ、星ほし名なさんが？」

　柚月の立候補に対して、みんなが意外そうな反応をする。

「魔法は苦手だけど、体力ならみんなに負けないよ？」

　席から立って、柚月はガッツポーズを取った。

　確かにボーイッシュな柚月は、見るからにスポーツは得意そうである。

「なるほどね、柚月は運動神経バツグンだもんね」

「ふふふ……サポートするなら、素材は元気なほうが……いろいろと好都合だ」

　綾あや音ねと刻とき代よが、柚月のレギュラー入りに賛成する。

　すると、他の女子たちも二人の意見にうなずいた。

「じゃあ、よろしく頼むよ。あははー」

　柚月は教室の前に来ると、俺おれと夏花の間に入って、三人で肩を組んだ。

「では、夏花がレギュラーで参加するとしても、あと一人必要ですが……」

　一瞬、クラス全体に緊張感が走る。

　立候補するか、それとも見送るか。

　どちらにするか、迷いがみんなの表情に浮かぶ。

　そして、その中で最初にその迷いを断ち切った人物が手を挙げた。

「えっ……？」

　クラス全員がその人物を見て、小さな驚きの声を上げる。

　それは一番意外な人物だったからだ。

「はい、私が立候補します」

　そういって、きちんと気をつけの姿勢で起立をしたのは、クラスでは誰だれよりも大人おとなしい子として認識されているハンナであった。

「ハンナさんが？」

　委員長もその意外な立候補に驚いたようで、目をパチクリしながら片眼鏡モノクルを直している。

「大丈夫なの、ハンナ？」

「ドッジボールって、ボールをぶつけ合うのよ」

「当たると痛いわよ？」

　ハンナのまわりの席の女子たちが心配そうな顔をして、口々に忠告する。

　公認魔女ハウンドウイツチのハンナは正体を隠すため、学園では無口で大人おとなしい女子として目立たないように努めてきたという。そんなハンナがドッジボールなんてものに立候補したのだから、クラスの女子たちも驚きなのだろう。

　ところが、ハンナはきゅっと口を引き締め、堅苦しい口調で自分をアピールした。

「さきほどの騒ぎでもおわかりいただけましたように、これでも私は結界魔法が得意です。ドッジボールには向いていると自負しています」

　そういって、ハンナは静かになった教室の中をスタスタと歩いて、俺おれたちのほうへやってくる。

　そして、俺と柚ゆ月づきの間にぎゅぎゅっと無理に入ってきて、またクラスメイト全員に問いかけた。

「いかがでしょう。この私にレギュラーを任せていただけませんでしょうか？」

　まるで選挙にでも立候補したような口調であったが、やがてクラスメイトたちの中から自然に拍手と歓声がわき起こる。

「さっきの結界魔法、凄すごかったよ！」

「頑張れ、ハンナ！」

「私たちもサポートするからね！」

　隣に立つハンナは、そんなクラスメイトの拍手に包まれてながら、嬉うれしそうに顔を紅潮させて、俺の顔を見た。

　俺もそんなハンナにうなずいて応える。

　どうしてハンナが魔法演武にやる気になったのかはわからない。だが、公認魔女であることを隠すために、クラスメイトから一歩引いた位置に立ち続けていたハンナが、こうしてみんなの輪に入ることは歓迎だった。

　柚月も夏なつ花かも同様だったようで、互いに肩を組んで、みんなの拍手に応えている。

「よ～しっ、みんな、『絶対勝つぞ～！』」

　クラスの団結にテンションの上がった夏花が音頭を取って、拳こぶしを上げる。

「おお～っ！」

　クラスのみんなもそれに応じて大歓声を上げる。

　そんな盛り上がりに水を差すのも気が引けたので、俺も恐る恐るハンナの肩に手を回そうとするのだが、どうも躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　すると、それに気づいたのか、ハンナのほうから肩を組んできた。

「……一緒に頑張りましょう」

　教室全体を包み込む騒ぎの中、ハンナがぽつりと呟つぶやく。

　やっぱりこういうノリは苦手なのか、その顔は真まっ赤かだったが、俺おれは見て見ぬ振りをして応える。

「ああ、楽しくやろうな」

　あまり気乗りしない魔法演武であったが、俺も少しだけやる気が出てきた。

　ハンナのためにも、ここはひと肌脱いでやるとしよう。



◆◇◆



　ホームルームでレギュラーメンバーに選ばれた翌日の放課後。

　俺たちのクラスは、さっそくグラウンドにて自主練習をすることにしたのだった。

　みんな学園指定の体操着に着替えて、やる気満々である。

　女子の体操着はえんじ色のラインが入った白のＶネックシャツに、ラインと同じ色のブルマー。このセイラムには、ブルマーの根絶運動の波もまだ押し寄せていないらしい。

　ちなみに男子の体操着はないそうで、上着はみんなと同じものだが、ズボンは市販のジャージを履いている。ブルマーを履けとかいわれずにホッとした。

「あははー、身体からだが軽～い！」

　まるでトランポリンを跳ねているようにグラウンドを駆け回っているのは、質量軽減の魔法をかけてもらった柚ゆ月づきである。

　自分からいうだけあって、柚月の運動神経はたいしたものだった。

　魔法の力もあるのだろうが、素晴らしいバランス感覚で体操選手のように地面の上でアクロバットな動きを披露している。

「どうだい、ボクの華麗な動き！」

　俺の頭上を後方宙返り一回ひねりムーンサルトを決めながら、すたっと柚月は着地を決める。

　それは十点満点の演技であったが――俺はちょっと気になった。

「おい、柚月。ちょっとこれを取ってみな？」

　持っていたボールを柚月に投げてみる。

「オッケー！」

　柚月は危なげなく真正面でキャッチ――したはずなのだが、そのまま後方にコロコロと転がっていった。

「うわあ？」

「やっぱりな」

「なんだ、いまのは？　魔球かっ？　魔球なのかっ!?」

　砂まみれになりながら立ち上がった柚ゆ月づきは、めげることなくスタタタッと駆け寄ってくると、俺おれを見上げながら目をキラキラさせていった。

「違う、ただボールを投げただけだ」

「だったら、なんでボクが飛ばされたんだよ～っ？」

　両手に持ったボールを頭上で振り回しながら、柚月は子供のように抗議してくる。

「おまえが軽くなったからだよ。ほれっ」

　俺は柚月のおでこを指でつつく。

「うはぁ！」

　柚月はまたコロリと後方に転げた。その身体からだはまるでビニール製のサンドバッグ人形みたいに軽い。

「ほら、これでわかったろう？」

「ありゃまあ……」

　両足を伸ばして地面に座り込んだまま、柚月はきょとんとしている。

「体重が軽くなったから、踏ん張りが利かないんだよ。それじゃあ、ボールのキャッチは無理だな」

「うむむむむ～っ！」

「それに風が吹いたらどうする――」

　とかいってるそばから、柚月を強い横風が襲った。

「ひゃあああ！」

　案あんの定じよう、まるで風に舞う紙袋のように吹き飛ばされる柚月。

　ところが、その悲鳴はだんだん笑い声に変わっていく。

「あああはっ、あははははっ！」

　どうやら飛ばされているのが、楽しくなってきたらしい。

　ともあれ、質量軽減の魔法は、どうもドッジボールには不向きのようだ。別の作戦を立てる必要があるだろう。



◆◇◆



　一方、地道な努力をしている者もいる。

　さきほどから結界魔法の精度を高めているハンナであった。

　普通の結界魔法は、害をなす対象を寄せ付けないだけのものである。

　確かにドッジボールでは有効な魔法であるが、それだけでは勝てない。相手を倒すには、こちらがボールを奪わねばならないのだ。

「お手数ですが、私にボールを投げてもらえますか？」

　いままで黙って自主練習をしていたハンナが、俺おれに呼びかけてきた。

「強く投げていいのか？」

「思い切りどうぞ」

　ハンナは片手を前に突き出したままコクリとうなずく。

　どうにも、それはドッジボールの構えには見えないが、俺は何気なくハンナを心眼サード・アイで見てみた。

　ハンナの周囲には、彼女独特の薄くて繊細なレースのように魔力を編み込んだ結界が構築されている。ハンナの結界は、魔獣バシリスクの【毒気の息吹ポイズン・ブレス】を防いだほどの力だ。ただのボールなど容易にはじき返すことができるだろう。

「じゃあ、行くぞ！」

　俺は安心して、ハンナの指示通りに、思い切り振りかぶってボールを投げつけた。

　これでも体力には自信はある。

　全力で投げたボールは、かなりのスピードでハンナに向けて飛んでいく。

　ところが、ここからハンナの職人芸が始まった。

　結界に俺の投げたボールが触れると同時に、魔力の操作をして強度を変化。

　ボールは結界の中にゆっくりとめり込むようにして、空中で完全に動きを止める。

「成功ですね」

　ハンナは空中のボールを難なくキャッチする。

「おおっ、器用なことをするなぁ～！」

　防ぼう御ぎよだけでなく、ボールも奪い取る、一石二鳥の戦術。

　物体の遠隔操作の魔法では、外野と内野が連携して四方八方から攻められると、ふとした隙すきや死角をつかれて防ぎきれないこともあるだろう。

　しかし、全身を結界で覆っているこの魔法ならば、どこから責められても隙はない。

　まさに完かん璧ぺき。

　俺は感心して、ハンナにパチパチと拍手を送った。

「いまのは普通に投げてもらっただけですから」

「いやいや、たいしたもんだよ」

「ほ、本番では相手も魔力を付与してくるはずです。それに上う手まく対処できるかどうかは……まだこれから練習です」

　謙けん遜そんなのか、それとも照れているのかよくわからないが、ハンナはさきほど魔法でキャッチしたボールをモジモジといじりながら、蚊の鳴くような声で応える。

　なるほど、確かに相手も魔女である。

　ただ普通にボールを投げてくるようなことはしないだろう。そこにいかなる魔力が付与されているかは、当日になってみなければわかるまい。

　と、そこまで考えて、俺おれは冷や汗が垂れた。

「……って、そんなボールを俺も受けるのか？」

「当然です。質量変化で鉄球並みの重さになったボールや、炎や雷を纏まとったボールが来るぐらいのことは想定しておいたほうがよいですよ」

「あ……そう……」

　とりあえず、俺は外野をやらせてもらえるように頼んでおいたほうがよさそうだ。

「ところで、昨日きのうのカゴは完成したんですか？」

　ハンナはハシバミの鳥カゴについて、ヒソヒソと尋ねてきた。

「ああ、ちゃんと最後の部品も組み込んだから大丈夫だ」

「それで、トースは捕まえたんですか？」

「いや……それは……なかなか上う手まく鳥カゴに入れる方法が思いつかなくて」

「あなたの左手なら捕まえられるでしょう？」

「いや、あいつもそれは警戒しているみたいで。なかなか隙すきがないんだよ」

「そうですか。確かに一度失敗すれば、どこかに行ってしまうかもしれませんものね。慎重にやらねば……」

　本当はマクダフ機関の真意がわかるまでは、トースを引き渡したくないだけなのだが、ハンナは俺の苦しいいいわけにひとまず納得してくれたようである。

「ま、そんなわけだから、上の連中には時間がかかるって――」

「なにが時間がかかるって？」

「うわっ!?」

　いきなり背後から声をかけられ、俺は慌てて両手で口を塞ふさいだ。

「二人でなに内緒話をしているの？」

　後ろにいたのは、綾あや音ねと刻とき代よの二人であった。

「いやっ、そのぉ……ハンナの魔法が完成するには、もうちょっと時間がかかりそうだなって」

　すると、やれやれと綾音は首を振った。

「ねえ、あんたに人の心配をしている暇があると思うの？」

「そうだ、男……練習の時間だ……」

　綾音と刻代はそういって、二人で俺の腕を片方ずつつかむ。

　綾音はサイズが合っていないのか、シャツがぴっちり身体からだにフィットしていて、下着のラインがくっきり浮き出ている。しかも、少し動くとヘソと背中が、チラチラと隙すき間まから見える。

　対照的に、寒がりの刻代は上下とも冬用のジャージ姿。かなりだぶだぶで、袖そでが余ってだらりとしている。

　で、そんな二人が、俺おれを連行しようとするのだが……

「いやいや、練習なら自分でやるから」

「なにをいっている……男。練習するのは私たちのほうだぞ？」

「あなたは黙って、私たちの魔法の実験台になっていればいいの」

「えっ、ちょ……待て」

　なにやら激しく嫌な予感がするのだが。

「ふふふ、死霊魔術部に入部させずとも、合法的に男をいじれるとは……魔法演武も悪くない」

「この前のマンドラゴラの残りを使って、いろいろと新薬を用意してるからね。たっぷりつきあってもらうわよ～！」

　そんな俺の予感を肯定するように、ほくそ笑む二人。

「や、やめてくれ。実験台にされるのはごめんだ！」

　俺は二人の手をふりほどこうとするが、なぜか腕が動かない。

　いつのまにかクラスの女子たちが大勢で群がり、俺の腕を押さえていた。

「綾あや音ねたちばかりずるいわよ」

「私たちも遊ばせ――じゃなくて、練習につきあわせてよ」

「魔法演武の勝利のためにはしかたないものね」



    

  
    
      



    

  
    
      「さて、男子の秘密を解き明かしちゃいますか？」

「嬉うれし恥ずかしですな」

「ですな、ですなっ」

　好奇に目を輝かせ、俺おれを見つめる女子たち。

「こ、これは罠わなだ！　レギュラーメンバーの再考を要請する！」

「だ～め、却きやつ下かで～す！」

　俺の叫びは誰だれにも受け入れられることなく、そのまま恐るべき魔法の実験台フルコースへと放ほうり込まれたのであった。



◆◇◆



「きみきみっ、どうしたの。もう、ギブアップ？」

　俺がグラウンドの隅で大の字になってへばっていると、上から夏なつ花かがのぞき込んできた。

　夏花の長い黒髪が垂れ下がり、頬ほおに触れてくすぐったい。

「ほらっ、『絶対勝つぞ～！』」

「おおっ」

　俺は寝転んだまま弱々しく手を上げる。

　いつのまにやら、ホームルームで夏花が取った音頭のかけ声は、クラス全体の合い言葉になってた。

「元気がない、もう一丁！」

「おおっ」

「もうっ、だらしないよねぇ」

「あれだけ無茶苦茶に魔法をかけられたら、誰だってこうなるさ」

「みんな、はりきってたものね～」

　まったくクラスの女子たちは容赦がなかった。

　反応速度を加速する薬をドーピングされたり、守護霊の加護で怪力を得たり、ネズミに変身させられたり、空を飛んだり、火を噴いたり、どこのサイボーグ戦士かといわんばかりだ。

　それに、クラスの女子たちは好き勝手に魔法を重ねてかけるものだから、俺のほうが自分の増えた能力に対応しきれない。

「あれじゃあ、逆に魔法に振り回されて、自滅するのがオチだよ」

　俺はゆっくりと起き上がるが、いろいろ付与魔法エンチヤントをかけられたせいで、どうも身体からだが自分のものではないような気がする。

「だから、付与魔法を乗りこなすにはコツがあるのよ……こうしてぶわ～んとしながら、ぎゅっぎゅ～んってね」

　夏なつ花かは手足を振り回しながら珍妙な動きで指導してくれるのだが、相変わらず抽象的すぎてさっぱりである。魔法の才能はずば抜けているが、指導者としての資質は皆無というのが夏花の欠点である。

「いや、ごめん。さっぱりわからん」

「うーん、この感じが伝わらないかなぁ。じゃあ、私がちょっと模範演技を――」

　と、夏花が舌なめずりをしながらグラウンドのほうを眺めたとき。

「駄だ目めよっ！」

　思わず背筋がピンとするような厳しい叱しつ咤たの声がした。

「つっ、つばき～、いたのぉ～？」

「いたわよ、ずっと監視していたんだから。魔法風か邪ぜが治るまで魔法は禁止って、ちさ先生にいわれているでしょう？」

　いつのまにか夏花の背後には、腰に手を当て、口をへの字にした委員長が立っている。

「ずっと監視……って、つばきったらぁ～、真面目まじめなんだからぁ～ん」

　すりすりと委員長の側に寄って、猫なで声を出す夏花。

「甘えても駄目よ」

「そうだぞ、夏花。小さい頃ころから委員長には心配させてばかりなんだろ？」

「む～っ、それはそうかもしれないけどさ」

　その一言が効いたのか、夏花は委員長にすり寄るのをやめて、ふてくされた顔をした。

「それに委員長だって、魔法演武の練習をしたいだろうし」

　それを聞いた委員長は、半歩下がって遠慮するように手を振る。

「いえ、私は……」

「でもほら、他ほかのクラスもなにか大がかりなことしているみたいだぞ？」

　グラウンドでは別のクラスも自主練習をしている。

　名前がどうしても思い出せないが、委員長と同じ錬金術部に所属している女子が先頭に立って、クラスメイトたちと一緒に魔法演武に向けての準備を進めていた。

　当日まで秘密にしたいのかブルーシートで目隠しがされているが、俺おれの心眼サード・アイでは強固な付与魔法エンチヤントが構築されているのが漏れ見えていた。

「あれって、錬金術で魔具を用意しているだろ」

「ええ、たぶんそうだと思いますけど」

「だったら、委員長もなにか作ってみたらどうだ。できたら、俺たちの身を守ってくれるようなやつ」

　いつもは縁の下の力持ちとして、付与魔法のチェックをしているようだが、こんなときぐらいは得意の錬金術で魔具の製作をしてみてもよいのではないだろうか。

「ダメダメ、つばきは委員長の仕事があるんだから」

　ところが、夏なつ花かがまるで委員長をかばうように割って入ってきた。

「そうなのか？」

「そうなのっ！」

　委員長の代わりに、なぜか夏花が答える。

　なんなんだ、こいつは。妙にムキになって。

　すると、委員長も夏花の言葉にコクコクとうなずいている。

「そうっ、そうなんですよっ！　これからすぐに行かないと。これでも、忙しくて、忙しくてっ！」

　委員長は慌ただしい口調でいった。

「あっ、そうなんだ？」

　そこまでいうのなら、俺おれも無理して魔具を作ってくれとは頼めなかった。

「じゃあ、私はこれで……」

　そう言い残して、委員長は去っていった――と思ったら、またすぐに戻ってくる。

「夏花っ、風か邪ぜが治るまでは、絶対に魔法を使っちゃ駄だ目めだからね！」

「わかってるってば～」

「朝あさ倉くらさん、夏花をしっかり見張っていてくださいよ」

「了解、了解」

　俺が適当に返事をすると、委員長は片眼鏡モノクルを直しながらずいっと詰め寄ってきた。

「し～っかりですからねっ！」

「はい、わかりました！」

　その迫力に押されて、俺はびしっと敬礼する。

「絶対、ぜ～ったいですからね！」

　委員長は何度も念を押しながら、校舎のほうへ去っていく。

　しかし、忙しいといっていた割には、ずっと夏花の監視なんかしていて――そんなに心配だったのだろうか？

　なんとなく様子が変だった気もするが、俺の秘密を知っている委員長にあそこまで念を押されたとあっては、夏花のことはしっかりと監視をしなければ……

「――って、さっそくどこに行こうとしてるっ!?」

「えっ、ちょっと練習を……」

「おまえの脳みそはニワトリ並みかっ！」

「だって、少しは練習しないと不安じゃない？」

「たぶんおまえに敵かなうやつなんていないから安心しろ」

　俺は魔女狩りウイツチハンターとして多くの魔女を見てきたが、夏花の魔力を超える魔女といったら――マクダフ機関が総力をあげて拘束した、あのロンドンの魔女しか思いつかない。

　この学園に、それ以上の魔女がいるとは思えなかった。

「そうかなぁ……まあ、きみは魔法に詳しいみたいだから信用はするけど」

「いや、そんなことはないんだけどな」

　夏なつ花かの言葉に、俺おれは曖あい昧まいな返事をする。

　確かに血の沈黙エターナル・サイレンスや【射手座の矢ラス・オブ・サジタリウス】に対処するために、俺は魔女狩りウイツチハンターとしての知識と技を披露してしまっている。

　幸いなことに夏花はそんな俺に不審を抱いている様子はないが、魔女でもない人間がそんなに魔法に詳しいのは不自然である。下へ手たをすれば、俺が魔女狩りウイツチハンターであることがばれてしまう可能性だってある。

　だから、俺としては緊急時以外には、魔法への知識は隠しておきたかった。

　そんなわけで俺が黙り込んでいると、夏花は「くすっ」と思い出し笑いをした。

「なんだよ……？」

　俺が問いかけると、夏花は小首を傾かしげて悪戯いたずらっぽく囁ささやいた。

「まあ、いざとなったら、またキスすれば強くなれるんだし？」

「ばっ、馬ば鹿かっ!!」

「冗談だってば、冗談……」

　自分でいっておきながら、夏花自身も恥ずかしそうに頬ほおを赤らめている。

　当然、俺だって平静ではいられない。

「冗談でも、そういうのはやめてくれないか……」

「そりゃあ、私だって冗談であんなことしたくないけど」

「そうだよ……あんなこと」

　俺は夏花を巻き込むだけでなく、キスまでしてその魔力を利用したことを思い出し、自分を責めた。

　いくら緊急事態だからといっても許されることではない。

　もう二度と夏花を危険な目に遭わせたくないし、利用だってしたくない。

　このワルプルギスの夜の件は、俺だけの力で片をつけるつもりである。

「あんなことは、もう二度としないから」

「……あんなこと？」

　すると夏花はなにやら沈んだ声でぽつりと呟つぶやいた。

　そんな夏花の様子に、俺は慌てて言葉を付け加える。

「悪かったと思ってるってば。だけど、あのときは、セイラムを守るためにしかたなかったんだよ」

「しかたなかったの？」

「そうなんだ！　だから、できれば夏なつ花かもすっぱりと忘れてくれると助かるんだけど……」

「へーっ、忘れろって？」

　なんだか俺おれが一言喋しやべるたびに、夏花の機嫌がどんどん悪くなっているような気が……

　もはや心眼サード・アイなど使わずとも、夏花の内部で魔力がビリビリと高まっているのがわかる。

「ど、どうしちゃったんだよ？」

「さ～て、どうしちゃったんでしょうねぇ？」

　夏花はギロッと燃え上がる瞳ひとみでにらみつけてきた。

　いまさら、俺にキスをされたことへの怒りがわき上がってきたというのか。

　この前は、許してくれたような素そ振ぶりを見せてくれたのに。

　俺は普段は使用しない頭脳の回路をフル回転させて、女心というやつを分析する。

　そうなのだ。

　このセイラムに来てから気づいたのだが、どうやら俺は女心というものがよくわかっていないらしい。だから、いろいろと無駄なトラブルを引き起こすのである。

　しかし、こうしてちゃんと考えれば、正しい答えは導き出せるはず。

　そうだ――人間の最高の武器は、失敗から学ぶ知恵なのだから！

「そうかっ、もしかして……？」

　そうして導き出したひとつの答え。

　俺は夏花のほうに向き直ると、そり両肩をガシッとつかんだ。

「なっ、なにっ？」

　いままでグツグツと怒りのマグマをたぎらせていた夏花の表情が、一瞬、和らいだ気がした。

「えーと、その……」

「なに、なんなの？」

　俺に両肩をつかまれながらも、夏花はなにかを期待するようにこちらを見つめている。

　俺が女心を推理して出した答えは、あまりに意外なものであったが、そんな夏花の様子を見ていたら勇気が出てきた。

「あのな……おまえ……」

　思い切って、その意外な解答を夏花にぶつけてみる。

「もしかして、俺とキスしたいのか？」

　その言葉を聞いた途端、夏花が硬直した。

　そして、みるみるうちにその顔を紅潮させ、瞳は灼しやく熱ねつの炎に燃え上がった。



「このっ、ぶぁかっ！」



　夏なつ花かの体内に溶鉱炉のように溜ため込まれていた炎が、ごおおおっと音をたてて口から吹き出され、俺おれの視界が紅ぐ蓮れんに染まる。

「な、なんで……？」

　やっぱり俺には女心の分析は荷が重かったか？

　だって、魔女狩りウイツチハンターの訓練カリキュラムにはなかったものな……そんなもの。

　プスプスと我が身から立ち上る煙に「けほっ」と軽くむせながら、俺はパタリとその場に倒れた。

「あら、ごめんなさいね！　まだ魔法風か邪ぜが治ってないみたいだから、先に寮に帰るっ！」

　夏花はそんな俺を見下ろして吐き捨てるようにいうと、そのまま大おお股またで去っていった。

「お、お大だい事じに……な」

　俺は地面に倒れたまま、最後の力を振り絞って、手を振った。



「たっ、大変よっ！　救護班！　救護班、来てちょうだい！」

　遠くに女子たちの声が聞こえる。

　魔法実技で万が一負傷者が出たときのためクラスの中で救護班が編成されていた。

　いまの俺なら、彼女らの練習台にちょうどよいだろう。
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　放課後の自主練習の後半は、救護班が大忙しであった。

　すっかり燃え尽きた俺を、様々な治癒魔法と魔法薬で新品同然に治してくれた。

　まったくバックアップとして、これほど心強い仲間はいないだろう。ブラックでジャックなあの人も驚きである。

　しかし、完治した俺を見て――

「これならどんなに壊しても安心ね」

　とか、女子たちが嬉うれしそうにいっていたのには、一いち抹まつの不安を感じていた。

　一度、みんなには「なんでも元に戻せばよい」わけじゃないことを、しっかりと理解してもらう必要がありそうだ。

　俺だって生きた人間なんだからな。



　と、まあそんなことがあったので、俺が学園を出たのは、他ほかの自主練習をしている女子たちの中でも、一番最後のほうだった。

「じゃあ、また明日」

「怪ケ我ガとか病気のときは、また呼んで」

「そうじゃなくても、呼んでくれていいからね～」

「『絶対勝つぞ～！』」

「おお～っ！」

　坂を下りたところの十字路で、救護班の魔法医ウイツチドクターである女子たちと別れて、俺おれは寮へと続く道を歩く。

　柚ゆ月づきと刻とき代よは、俺の代わりに夕食の買い出しに行ってくれた。

　ハンナは例によって用事があると、ひとりでどこかに行った。きっと、マクダフ機関の仕事かなにかだろう。

　よって帰り道は、救護班メンバーでもある綾あや音ねと二人きり。

　考えてみると、この組み合わせで帰るのは初めてであった。

「いくら魔法薬といっても万能じゃないんだから。怪我もほどほどにしなさいね？」

　俺の頬ほおに貼はられた魔法陣つき絆ばん創そう膏こうの具合を確認しながら、綾音は悪戯いたずらっ子こを諭さとすような口調でいった。

「できるだけ気をつけるよ」

　どの口がそれをいうのか、という気もしたが……とりあえず、俺は素直にうなずいた。

　なにしろ、綾音はいつも親切に俺の手当をしてくれている。

　いや、よく思い返せば、なにかと魔法薬の実験だとかいっている綾音であるが、それでも被験者――すなわち俺――の体調には、誰だれよりも気を配ってくれているようだった。

　もちろん、それは当たり前のことといえば当たり前なのだが、言動から受ける印象ほど綾音の研究は乱暴なものではない。きちんと手順を踏んで、真面目まじめに魔法薬を学ぼうとしているのだろう。

　魔法が禁止されているセイラムの外でも、魔法薬を調合する魔法医は例外的に認知された存在である。

　きっと、綾音は将来のことまで考えて、その道を目指そうとしているのだろう。

　そう考えると、寮の女子の中でも一番大人おとななのかもしれない――その外見も、もちろんのことだが。

「それでいつ誘ってくれるの？」

　寮がもうすぐそこに近づいてきた頃ころ、綾音は唐突に尋ねてきた。

「誘うって……ああ、デートのことな」

　ここでなんのことだと忘れていては、女心を知ることなどほど遠い。

　大丈夫、ちゃんと憶えているぞ。

「何度もいうけど、そういうのを女からいわせないの。わかる？」

　綾あや音ねは指で俺おれの脇わき腹ばらをつつきながら、不機嫌そうにいう。

　うーむ、ちゃんと憶えていたというのに、それでもまだ不満らしい。

　本当に女の子は大変だ。

「おまえはどこに行きたいんだ？」

　俺はまだセイラムに来たばかりなので、どんなところがあるのか全然知らない。

　だったら、この街に詳しい綾音に任せてしまったほうが間違いないだろうと思ったのだが――

「だから、そういうのは男が決めるものなの。女に聞かないの！」

　ああ、もうなにがなにやら。

　こっちは、少しでも綾音に楽しんでもらおうと思っての質問だったのに。

「どこに連れて行ってくれるんだろうな～って、ワクワクする気持ちも含めてデートでしょう？」

「いや、だからそんな大おお袈げ裟さに考えられるとプレッシャーが……」

「あんたこそ大袈裟に考え過ぎ。私は別にどこだっていいんだから」

　ワクワクするようなところとかいっておきながら、どこでもいいというのは矛盾してはいないだろうか？

　それとも女心というものは、そういうものなのだろうか。

　俺が心の中で「うーん」と唸うなっていると、綾音が小声で呟つぶやいた。

「二人きりで行くのなら、どこでもワクワクするし……そのデート次第では、好きになっちゃうかもよ」

「……ん？」

　考え事に集中していたので、俺はうっかり聞き逃してしまった。

　だが、ここで聞き返せば、きっとまた綾音の機嫌を損ねると思い、俺は適当に相づちを打つことにする。

「うん、そうかもな」

「えっ!?」

　すると、綾音は驚いたように俺の顔を見て、なにやら嬉うれしげにひとりで笑みを浮かべている。

「あっ、あなたもそう思ってるんだ……」

　なぜか、急に綾音の機嫌がよくなったような。

　なんでそうなったのかはよくわからないが、ここは結果オーライとしておこう。

　きっと、女心を急速に理解しつつある俺の言動が、ようやく実を結んだのだろうさ。



　しかし、さっき綾あや音ねはなんていったのか？

　きっと、いま綾音が機嫌よさそうにしているのと関係ある発言だと思うのだが……



◆◇◆



　機嫌を直してくれた綾音の後ろを歩いて寮へ着いたとき、なにか違和感を覚えた。

　日はもう山やま陰かげに隠れ、遠い空をオレンジに染めているだけ。

　薄暗い中に、ぽつりと浮かぶ寮の明かり。

　もう自然に「ただいま」といえるぐらい慣れたこの家だったが、俺おれは生け垣の門をくぐるのに躊ちゆう躇ちよをした。

「ちょっと待て」

　俺は先を歩く綾音の手を取った。

「どうしたの？」

「しーっ」

　不思議そうな顔をする綾音の口に指を立てて黙らせ、俺は耳を澄ました。

「なにか聞こえるの？」

「いや、なにも……やけに静かすぎる」

「なによそれ？」

　日中の暖かさの名残が夜にも残るようになる時期、このあたりはキリギリスの仲間のクビキリギスのジーンという鳴き声に包まれる。セイラムは山に囲まれた街なので、部屋の中にいても、その声が聞こえるぐらいであった。

　ところが、いまは鳴き声がまったく聞こえない。

　昆虫は人間とは異なる感覚器官を持っており、魔力に敏感な性質を持つ。

　猫なども同様である。だからこそ、周囲の魔力の動きに警戒する魔女たちに飼われることが多いのだ。

　そんな虫たちが息を潜めているということは、なにかこの寮周辺に異変が起きているのかもしれない。

　警戒して、俺は心眼サード・アイに意識を集中させる。

「こ、これは……ブラウン・ジェンキン……!?」

　寮のあちこちに魔力を感じた。

　その正体は、異界ゲヘナから召喚されるネズミ型の召喚獣。古くは使い魔とも呼ばれていた。

　ネズミといっても、大きさは子猫ぐらいあり、特徴は人間の手にも似た前足と、知性を感じさせる瞳ひとみ、そして触覚のように常に動かしている長いヒゲ。

　力のある魔女が、自分の目とし、耳としてきた、どこにでも忍び込むのぞき屋である。

　魔法特区のセイラムでは召喚獣を呼ぶことも合法ではあるが――この数は異常だった。

　寮全体が包囲されていた。

　それは比ひ喩ゆではない。

　すべての窓、玄関、屋根、庭のいたるところに、闇やみに溶け込みながらそれはいたのだ。

「綾あや音ね、この寮にブラウン・ジェンキンを使うやつはいるか？」

「それって、昔の魔女が使ったっていう、ネズミの召喚獣のこと？　あんな趣味の悪いもの、呼び出すやつはいないわ」

「だろうな……」

　そののぞき屋的な性質から、魔女の暗部を象徴する存在として忌いみ嫌われている使い魔である。

　魔法を肯定的に受け入れようとするセイラムには似つかわしくない。

　俺おれは状況を推測する。

　誰だれかが寮を監視している？

　いや、それにしては数が多すぎる。

　ならば、これは外の見張りだ。

　たったいま、寮の中でなにかが起きている。

「綾音はここにいろ。なにかおかしいぞ」

　不安に駆られて強い口調で綾音に告げると、俺は一気に玄関に駆け寄った。

　相手は獣以上の感覚を持ったブラウン・ジェンキン。

　俺のちょっとかじった程度の潜入術が通用する相手ではない。

　それに時間が惜しい。

　いま、寮には夏なつ花かしかいないはず。しかも、その夏花は魔法風か邪ぜのせいで、魔力の制せい御ぎよが効かないのである。

「くそっ、ひとりにするんじゃなかった！」

　いまさら後悔しても遅い。

　とにかく、一刻も早く夏花の安否を確認しなければならない。そのためなら相手に気づかれても構いはしない。

　むしろ、俺の気配に気づいて逃げ出してくれるのならありがたいぐらいだ。

　ところが、焦る俺の行く手を阻むがごとく、ブラウン・ジェンキンたちが集まってきた。

　やつらが足あし下もとにまとわりつくのも構わずに庭を突っ切ろうとした俺だったが、その数は予想以上に増えていく。

　ざわざわとあふれ出すように、寮の敷地全体からブラウン・ジェンキンが集合してきた。

　庭の芝生はブラウン・ジェンキンに覆い尽くされ、まるで絨じゆう毯たんのよう。

　さすがに俺おれも、そのおぞましい光景に戦せん慄りつした。

　一匹、一匹はさほど脅きよう威いでもないが、これだけ集まれば牛でも喰くらい尽くすことだろう。

　しかも、こいつらの目的は明確。

　寮への侵入者を始末することだ。

　それはすなわち、さきほどの俺の推論――寮の中でなにかが起きている――を証明することである。

　反射的に俺は左手の手袋に手をかけるが、途中でそれをやめた。

　光を浴びることで芽生え成長するジギタリスは、この暗さでは完全に発動することはできない。それに、こいつらをこの世界に定着させている魔力の要――クリティカルピースを操作して、一匹や二匹、ゲヘナに帰したとしても焼け石に水である。

　そうしている間にも、ブラウン・ジェンキンたちは俺の周囲を包囲して、何匹かは足を登ってきた。慌てて手で払うが、とてもきりがない。靴にかじりついたり、ズボンの裾すそから中に入ろうとするやつまでいる。

「こ、こいつら！」

　相手はネズミとたかをくくっていたが、それは誤りであった。

　この圧倒的な数と、恐れることなく一直線に迫ってくる勢いは、あの魔獣バシリスクとは別種ながら、同等の脅威ともいえる。

　進むことも戻ることもできず、俺がネズミの猛攻に防戦一方に追いやられていると、背後から甘い香りが漂ってきた。

　熟しすぎた果物とハチミツ、そしてアルコールが混ざったような、嗅かいでいると頭がぼんやりとしてきそうな、そんな強い芳香である。

「あ、あれ……？」

　気づくとあれほどうるさくまとわりついてきていたブラウン・ジェンキンたちは、一斉に首を持ち上げ、俺の背後を見つめていた。それは香りの出で所どころを探しているよう。

　俺もつられて、ネズミたちの視線の先を追うと、その方向から綾あや音ねの声が聞こえた。

「【魅惑の先導者ハーメルン・チヤーム】――さあ、ついてきなさい」

　いつも懐ふところに忍ばせている薬瓶びんの蓋ふたを開けて、空気に馴な染じませるように振りまいている。

　あれがブラウン・ジェンキンを引きつけている香りの元らしい。

「ほらほらっ、こいつらは私が引きつけておくから、あなたは早く夏なつ花かのところに！」

　もはやブラウン・ジェンキンたちは俺のことなど眼中にないように、綾音を目がけて走り出した。

「やめろ、危ない！」

「ふん、教えてあげる。昔から、魔女ってのは害獣駆除の専門家なのよ」

　そういって、綾音は懐からもう一本の薬瓶を抜き出すと、ブラウン・ジェンキンたちの群れの先頭に叩たたきつけた。

　瓶びんが割れて薬液が飛び散ると、青白い煙が立ち上り、ブラウン・ジェンキンたちはその場に丸くなって身動きしなくなる。

「かわいそうだから、眠り薬で勘弁してあげる」

　だが、まだまだブラウン・ジェンキンの群れは続く。

「はははっ、いくらでも来なさい！」

　綾あや音ねはもう一瓶、眠り薬を群れに投げつけた。

　そんな綾音の懐ふところには、ガンベルトのようなものに収められた小さな薬瓶がずらりと並んでいる。即興魔法アドリブが苦手な魔法医ウイツチドクターの綾音が、衝動の紅炎インパルス・ルージユとさえ呼ばれる夏なつ花かと対等に渡り合える秘密は、いつも常備しているこの大量の魔法薬にある。

「す、すまん！」

「いいって、これで貸しはふたつだからね」

　綾音は手をヒラヒラと振ってから、ブラウン・ジェンキンたちを引き連れて駆け出した。その姿、まさしくハーメルンの笛吹きのごとき。

　綾音のことは心配であったが、ここは彼女の好意を無駄にするほうが罪である。

　俺おれはネズミどものいなくなった庭を駆け抜け、寮の中へと飛び込んだ。

　すぐに心眼サード・アイに意識を集中させて、魔力の動きを探る。

　案あんの定じよう、二階から気配がする。

　どうせブラウン・ジェンキンから俺のことはばれているだろうから、足音など気にせずに階段を駆け上る。

「……あれ？」

　ところが漂う魔力の出で所どころは、夏花の部屋ではなかった。

「俺の部屋から？」

　やや予想外であったが、どちらにせよ侵入者には違いない。

　俺は左手の手袋を外す。

「芽生えろ、ジギタリス」

　廊下の明かりを受けて、手の甲に埋め込まれたジギタリスから魔力の根が伸びる。

　扉に身を隠しながらドアノブをつかむと、魔女狩りウイツチハンターの任務が思い出された。

　違法魔法を使う魔女のアジトへの突入の心得――相手に時間を与えてはならない。

　魔女が相手の場合、ゆっくり構えていれば、それだけ相手に魔法の準備をする余裕を与えることになる。だが、かといって慎重さを欠いても、魔女狩りウイツチハンターとして失格である。

　俺はきっかりひと呼吸半の深呼吸で自分を落ち着かせてから、ドアを一気に開いて、中に突入。

　部屋にいたのは黒ずくめの魔女がひとり。

　なぜ魔女とわかったかといえば、なにより目立つ帽子を被っていたからだ。

　見覚えのある、濃い紫色のつばの広い三角帽――それはマクダフ機関によって、魔法の使用を法的に許可された公認魔女ハウンドウイツチの証。

　魔女狩りウイツチハンターと同じ、マクダフ機関の飼い犬。

　帽子の影になった顔を確認しようとしたが、それは無駄なことであった。

　あの帽子には公認魔女の正体を隠すため、認識を鈍らせる目くらましの魔法がかけられている。その姿を見ようとしても、なぜか記憶には帽子のことしか残らない。

「公認魔女……ハンナか？」

　俺おれの知る限り、このセイラムにいる公認魔女はハンナだけだ。

　だが、その公認魔女は俺の問いかけを無視して、床に置かれた鳥カゴを手に取る。

「くそっ、ここから出せっ。この痴しれ者ものがっ！」

　鳥カゴの中にはトースが捕らえられていた。

　あれは昨晩、俺がようやく完成させたハシバミの鳥カゴ。トースの空間移動の能力を阻害する魔法がかけられた魔具である。

「待てっ、そいつをどうする気だ!?」

　公認魔女は答えの代わりに、右手を上げて人差し指と親指をこすり合わせた。

　どこかで見覚えがある仕し草ぐさと思ったが、すぐにそんなことを考えているときではないことを思い知らされる。



    

  
    
      



    

  
    
      　部屋の壁に、奇妙な角度で描かれた線が浮かび上がった。

　いままで見たこともない魔法陣。

「これは……なんだ？」

　壁と床の角度が歪ゆがみ、部屋全体がねじ曲がったような感覚。

　俺おれは強いめまいで立っているのがやっとだった。

「幻覚か、こんなものジギタリスで……」

　魔力の動きを見極めようと心眼サード・アイに意識を集中させるのだが、見えるのはぐるぐると渦巻き続ける雲のようなものだけ。この魔法は心眼にまで影響を与えるものらしい。

　なんとか魔法の効果から逃れようと後ずさりをしながら、俺は焦っていた。

「こいつ、ジギタリスの弱点を知ってるのか？」

　数多くの魔女を狩ってきた武器と恐れられるジギタリスも、心眼が使えなければその力を十分に発揮することはできない。

　弱点は意外と多い。

　そして、この相手はジギタリスの弱点を熟知している？

　もしかして、この公認魔女ハウンドウイツチはバシリスクを召喚した者と同一人物かもしれないという考えが浮かぶ。

　毒気を身に纏まとった魔獣も、ジギタリスにとっての天敵であった。

　あのときはハンナがいたおかげで助かったが――

「情けない、人に頼るなっ！」

　俺は自分を叱しつ咤たすると、あえて天井の明かりにジギタリスを向ける。

　光を浴びて根を張りだしたジギタリスが、俺の左腕に激痛を与えた。

「くうっ……おかげで目が覚めた」

　ふらついていた足をしっかりと踏みしめ、左手を前に伸ばして、ジギタリスを真正面に構える。

　そして、手のひらで照準を合わせるようにして、一点の魔力の動きのみに集中。これならば視界のねじれの影響は少ない。

「――っとぉ!?」

　こっちは精せい一いつ杯ぱい、状況に対処しようとしているというのに、相手はまったく容赦がなかった。

　まともになった視界の中に、こちらに目がけて飛んでくる魔力の塊かたまりが見えた。

　ジギタリスで操作する暇はない。

　反射神経だけを頼りに、上体をひねって、なんとかかわす。

　すると、俺の背後の壁に、鋭いガラス片のようなものが突き刺さる。

　それは水晶のように美しい氷の刃。

　その凍いてついた凶器に、俺おれの背筋も寒くなる。

「本気かよ……」

　足止めをして、とどめを刺す。

　単純ながら確実な攻撃方法。

　俺は久々に本物の殺意を向けられ、全身の毛が逆立つ。

　こればかりは、何度経験しても慣れることはできない。

　しかも、これまでのマクダフ機関の突入作戦とは違い、こちらは丸腰で、バックアップもなし。攻めたつもりが、逆に追い詰められる立場に。油断をしていたつもりはないが、まさかこれほど手て練だれの魔女が相手とは予想できなかった。

　魔力だけの比較ならいざ知らず、戦いに慣れているという点では夏なつ花か以上だろう。

　さすがは魔女を狩る猟犬ハウンド――公認魔女ハウンドウイツチといったところか。

　こうなっては背に腹は代えられない。

　情けないが、同じ組織の一員として話し合いをしたほうが身のためのようだ。

「待て、おまえは公認魔女だろう。俺はジギタリスの魔女狩りウイツチハンター――」

　俺は本名よりも通りのよい、ジギタリスの名前を出したが、その途端、例の氷の刃が飛んできた。

「うわっ!?」

　一瞬、反応が遅れたせいで、俺は後先考えずに床に転がることで、ギリギリそれをかわす。

「だから、ちょっと待てってば！　おまえもマクダフ機関の人間だろう!?」

　あの妙な魔法のせいで平衡感覚がおかしい俺は、ベッドと壁の間に座り込んで、立ち上がることもできない。

　もはや逃げ場はなし。

　しかも、あの公認魔女は俺の言葉などまったく意に介する様子はない。

　むしろ、殺意が増したような気さえする。

　打つ手がなくなり、奇跡にでもなんでもすがりたくなったとき――

「きみきみっ、帰ってるの？」

　救いの女神がやってきてくれた。

「あれ、あなた誰だれ――」

　部屋に入った夏花が、謎なぞの公認魔女にそう問いかけるのとほぼ同時に、俺は思い切りベッドを叩たたいた。

　すると、ぼふんとホコリが巻き上がる。

「ん……ふぁ、ふぁくしょ～ん!!」

　案あんの定じよう、ホコリを吸い込んだ夏なつ花かは大きなくしゃみをした。

　それはドラゴンの息吹ブレスのごとき、炎のくしゃみである。

　何度も俺おれを焼き尽くした紅ぐ蓮れんの炎が、今度は公認魔女ハウンドウイツチを包み込んだ。

「よし、やった！」

　その隙すきに、俺は跳ねるようにして立ち上がる。例の魔法によるめまいも消えていた。

「ご、ごめん、大丈夫!?」

　夏花が自分のくしゃみに巻き込まれた公認魔女に駆け寄ろうとしたが、その場で立ち止まった。

　なぜならそこにはもう誰だれもいなかったからだ。

「あ、あれ……いまここに誰かいたよね？」

　夏花は目をパチクリさせながら問いかけてきたが、俺は無言のまま、公認魔女の行方ゆくえを探っていた。

　窓は閉めきられたまま。

　さして広くもない部屋である。どこにも隠れられるような場所はない。

　姿を消す魔法を使っている可能性があるので心眼サード・アイで確認すると、部屋の角すみからかすかな魔力の気配が感じられた。

　あまり見たことのない魔力の構造であるが、あえていうならばトースの空間移動に似たものである。

「逃げたか。それにしても、この魔力は……」

　俺はその魔力の特徴をどこかで見たような気がして、なんとか思い出そうとしたが、すぐに別のことに気持ちを奪われた。

「しまった、トースまで!?」

　よく見ると、部屋にあったハシバミの鳥カゴまで一緒に消え失せている。

　もちろん、中にいたトースも一緒にだ。

　夏花の炎に包まれながらだというのに、なんという見事な撤退。

「くそっ、やられたっ！」

　この勝負――どう考えても俺の完敗であった。



    

  
    
      　

第五章　委員長からの告白





　謎なぞの魔女にトースをさらわれたことは、委員長のこと以上に俺おれの頭を悩ませた。

　あの魔女は、俺の部屋にトースがいて、しかも神出鬼没の魔人を捕らえることができる魔具があることを知ったうえで進入をしたのだ。

　俺とハンナをのぞけば、そのことを知っているのはマクダフ機関のみ。

　ハンナにハシバミの鳥カゴを支給したときから、すべてはマクダフ機関に仕組まれていたと考えてよいだろう。

　俺はあの公認魔女ハウンドウイツチがハンナではないかとも疑った。

　しかし、桁けた外はずれの数のブラウン・ジェンキンを使し役えきし、空間を操作する魔法に長たけ、そして冷徹な殺意を俺に向けてきた恐るべき魔女――どう考えても、あのハンナとは符合しない。

　とはいっても、同じ公認魔女であるハンナに、このことを相談する気にもなれない。

　俺とハンナの任務は夏なつ花かの監視と護衛という共通点はあるが、微妙なところで異なっている。

　ハンナは夏花を、ワルプルギスの夜を為すための鍵かぎとして守り。

　俺は夏花を――夏花だから守りたいと考えているのだ。



◆◇◆



「いよいよ、演武の日まで一週間ね」

　グラウンドの片隅にあるベンチで、俺は夏花と一緒に腰を下ろしていた。

　向こうでは魔法演武に向けて、放課後の自主練習の真っ最中である。

　柚ゆ月づきは質量軽減の魔法にこだわり、身軽な動作で外野を飛び回り、四方八方から内野を狙ねらい撃ちするという作戦を立てたようだ。内野の頭上を飛び越え、反対側の外野に着地するというアクロバティックな技を披露している。あとは当日、強風が吹かないことを祈るだけだ。

　一方、内野の防ぼう御ぎよの要は、ハンナである。

　常に中心に立って、結界魔法の応用でこちらの陣地に投げられたボールをすべてキャッチする。ほとんど反則のような魔法であったが、最大の問題はその持続時間。

　ハンナの集中力の継続時間は、せいぜい三分が限度であった。

　その間に、どれだけ相手を倒せるかが勝負の鍵かぎである。

　柚ゆ月づきが外野になってしまったので、結局、俺おれの希望は受け入れられなかった。

　ハンナが防ぼう御ぎよ担当ならば、攻撃担当は俺と夏なつ花かであるが――さっきから練習には参加せずに、二人でずっとベンチに腰をかけている。

「魔法演武までに、きみが魔法を使えるようになればいいのになぁ」

「あと一週間だぞ。間に合うわけないだろ？」

「『続・男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・どすこ～い』のスケジュール通りなら、魔法演武がきみのデビュー戦になっていたはずなの」

　膝ひざの上に開いたファイルを、夏花は手のひらでパンパンと叩たたく。

「そんなこといわれてもなぁ」

「もうっ……この調子だと、また改訂が必要ね。次のタイトルはどうしようかしら？」

　この前からスケジュールがどうのとかいっていたのは、そういうわけだったのか。

「だいたい、いまはみんながかけてくれる付与魔法エンチヤントに合わせるだけでも精せい一いつ杯ぱいだし」

　女子たちが面白がって、いろいろ肉体強化の魔法をかけてくれるのだが、慣れない身ではその魔力に振り回されてしまって逆効果となってしまう。むしろ、生身で勝負したほうがマシな気もしたが、それでは魔法演武の意味がないだろう。

「どんな魔法をかけてもらっているの？」

「とりあえずハンナに頼んで、結界で物理防御を高めてもらっている。魔法のボールでノックアウトされたら堪たまらないからな」

「また、ハンナに面倒をかけて。男なんだから、そんなの平気でしょう？」

「おまえは男という生き物を勘違いしている。俺だって壊れ物なんだから、大だい事じに扱ってくれ！」

「へえ、ハンナは大事にしてくれるっていいたいんだ？」

「そ、そういうことじゃなくて……」

　なんだか夏花のいいかたには、ひっかかるものがある。

　どうやら俺とハンナが一緒にいることが、夏花としてはあまり気に入らないらしい。

　そりゃあ、ハンナはクラスでは物静かで大人おとなしいと思われているから、俺みたいなのと関わらせたくないと思っているのかもしれないが。

「まあいいわ。それで他ほかにはどんな魔法を？」

「筋力増強とか、反射速度の強化とか……前もって、いろいろ魔力付与をしてもらってる。当日の準備だと間に合わないからな」

「うわ～っ、それなんか楽しそう。私は付与魔法って苦手だから、あまり使ったことないけど、話を聞いているとやってみたくなるわね」

　そういうと、突然、夏花は俺の背中を指で触り始めた。

「うひゃ、なっ、なにするんだ！」

「ちょっと動かないでよ。いま、あなたに炎避よけの魔法陣を描いてあげてるんだから」

　夏なつ花かは俺おれの頭を押さえて、じっとさせようとする。

「おまえに、そんな器用なことできるのかよ？」

「炎系なら得意だからなんとか……」

　そういって、夏花はさらに俺の背中を指でなぞるのだが――

「ひゃ、わひゃひゃ！　やめて、やめてくれ！」

　なぜだかわからないが、夏花に触られると無茶苦茶くすぐったい気がする。

　肉体的というより、精神的に。

「これで私がくしゃみをしても焦がさないで済むんだから、我慢しなさい」

「そんなの、おまえがしっかり魔法風か邪ぜを治せばいいんだ！」

　身もだえしながら逃げようとする俺だが、夏花は背中にまたがるようにして押さえつけ、さらに魔法陣を書き続ける。

　だが、俺にとってはくすぐり責めと変わりない。夏花が指で触れるたびに、俺は身もだえして、息も吸えないほどだった。

「ほらっ、これでおしまいよ」

　最後に俺の背中をパーンと叩たたいて、ようやく夏花は許してくれた。

「は～、息が止まるかと思った」

　俺はぐったりとうつぶせのままダウン。

　いまは、あるキーワードによって付与された魔力は封じられているのだが、身体からだの内側がずっとモゾモゾしている。それはまるで着慣れない服を着ているような感じだった。

　そんな俺の背中の上に乗ったまま、夏花はグラウンドのほうを眺めている。

「あ～あ、練習したいなぁ」

　あちらでは柚ゆ月づきがゴムまりのようにコートの外野を跳ね回り、ひとりで内野陣を包囲していたり、ハンナが四方八方から襲ってくる弾丸のようなボールを、その場から動くこともなく同時に受け止めていた。

　まさに魔法演武に相応ふさわしい超常的な光景。

　なんというか、とても俺がついていけるレベルではない。

　だが、夏花はそんな練習をうらやましそうにしている。

「ねえ、そろそろ私も――」

「だ～め～だっ」

「なんでよ～、練習したい、したい、し～た～いっ！」

　夏花は駄々っ子のように俺の背中をポカポカ叩くが、俺は相手にせずに起き上がった。

「ようやく魔法風邪が落ち着いてきたところだろ。いま無理をしたらぶりかえして、当日休むことになるぞ」

　風か邪ぜと同じで、魔法風邪も治りかけが大だい事じなはず――たぶんだけどな。

「ぐぬぬっ」

　両手を組んで、夏なつ花かは俺おれのほうをにらみつける。

「怒っても駄だ目め」

「うわん」

「泣いても駄目」

　なにをされても知らん顔をしていると、夏花もさすがに諦あきらめたのかしばらくむすっと練習風景を見物していたが、やがてまた口を開いた。

「ねえ、きみは練習に行かないの？」

「いや、いまはおまえが心配だから」

　俺はじっと夏花の横顔を見つめながら答える。

「だから、大丈夫だってば……もう熱もないし……」

「本当か？　なんか、顔が赤くないか？」

　俺は何気なく夏花のおでこに手を当ててみた。

「ひやっ!?」

「ん～、微熱が……あるかないかぐらいかな」

　手のひらに感じたのは、少し火ほ照てっているぐらいの体温。

　俺が熱があるのかどうか判断を迷っていると、いきなり夏花は俺の脇わき腹ばらに張り手をしてきた。

「どっ、どっ、どすこい！」

「ぐふぅ!?」

　不意を打たれて、俺はゴロゴロとベンチから転げ落ちる。

　俺は地面に仰向けに倒れたまま、驚いて夏花のほうを見上げる。

　すると、張り手のポーズのまま、夏花は耳まで真まっ赤かにしていた。

　やっぱりまだ熱があるらしい。

　おそらくは、この奇行も魔法風邪の影響であろう。そう思えば、腹も立たなかった。

「うん、その元気があれば大丈夫だな」

　俺は大人おとなの態度を示しつつ、また夏花の隣にドカリと腰を下ろす。

「な、なんなの、きみ……なんかちょっと変じゃない？」

　夏花はそんな俺から少し横にずれて、ベンチの端に座り直す。

「だから、おまえが心配なんだって」

　そんな夏花を追いかけて、俺はさらに横に座り直す。

　ゲヘナの究極の門であるトースを手に入れたとなれば、次に狙ねらわれるのはゲヘナの鍵かぎを持つ夏なつ花かであることは必然である。

　あの晩以来、俺おれは夏花から目を離さないようにしていた。

　学校でも、自主練習でも、食事のときも、夏花のそばにいて見守ってきた。まあ、風ふ呂ろと寝ているときは、すぐそばにいるわけにはいかなかったが侵入者の警戒はしていた。

　普段の夏花ならばいざ知らず、いまは魔法風か邪ぜのせいで魔法の制せい御ぎよが効かない状態である。彼女ひとりで、あの公認魔女ハウンドウイツチから身を守れるか不安であった。

「そ、それは嬉うれしいんだけど……なんか、積極的すぎ……というか、強引みたいな？」

　小さな声でモソモソと呟つぶやきながら、夏花はさらに半分だけ身体からだをずらす。

「なあ、なんでそんな隅っこに座ってるんだ？」

「いいの、ここでいいの――って、わわっ!?」

　案あんの定じよう、バランスを崩して、夏花はベンチから落ちそうになる。

「だから、危ないって」

　俺は夏花の腕を取って、自分のほうに引っ張ってやる。

　思ったより夏花の身体は軽くて、勢い余って抱き寄せるような形になってしまった。

「き、きみきみ……？」

　俺の腕の中で、夏花がかすれた声で呼びかけてきた。

　その息づかいが腕を通じて感じられ、夏花の呼吸が首筋をくすぐる。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはその姿勢のまま固まってしまい、夏なつ花かを抱きしめた腕を離すことができなくなってしまった。

「きみ……？」

　もう一度、夏花が呼びかけてきた。

　俺はぎこちなく返事をする。

「な、なんだ？」

「すっごい見られてるんだけど……」

　そんな夏花の言葉に、俺は視線をチラリと横に動かした。

「あははー、こりゃあ熱すぎて、もう夏が来ちゃったみたいだなー」

「おおっ、男……そこからキスするのか？　キスをしてしまうのか？」

　ベンチのすぐ側にしゃがみ込んで頬ほお杖づえをつきながら、柚ゆ月づきと刻とき代よが俺たちのことをしげしげと観察している。

「そ、そんなんじゃない。俺はただ夏花のことが心配で――って、いてっ!?」

　突然、後ろから誰だれかに髪を引っ張られた。

「二人きりで、なにをしているんです？」

　いつのまにか委員長が俺の背後に回っていた。しかも、その手には俺の髪の毛が何本か握られている。

「痛いって、委員長！」

「えっ、私がなにかしましたか？」

　俺が怒鳴ると、委員長は髪の毛を持った手をさっと隠して、さも驚いたような顔をする。

　なんだか、あの優しかった委員長が、どんどん黒くなっているような……

「な～んだ、もうおしまいかよ～」

「どうした、男……私たちのことなら気にしないでもいいんだぞ？」

　柚月と刻代は不満そうに俺の膝ひざをつつく。

「ほらほら、もうおしまいです。練習に戻ってください！」

　そんな二人を、委員長が俺と夏花の間から顔を突き出して追い払った。

「つまんないの～」

「男と女の交接が見られると思ったが……残念」

　なにやら恐ろしいことをいいながら、二人はグラウンドに戻っていった。

「練習もせずに、あなたはなにをしているんです？」

「夏花の具合が心配だったから」

「あなたが見てても、よくなったりはしませんから」

　俺たちの前に回った委員長は、腰に手を当ててぴしゃりといった。

「でも、委員長が夏花を見張っていろって」

「そ、それは、そういったかもしれませんが……むしろ、あなたと二人きりにさせておくほうが心配になってきました！」

「な、なんで――」

「理由を説明させたいのですか？」

　片眼鏡モノクルを直しながら、委員長がずいっと顔を近づける。

「いや、あれは……その……」

　そういわれると、俺おれはさっき夏なつ花かを抱きしめていた自分のことを思い出して、言葉に詰まってしまう。

「というわけで、朝あさ倉くらさんは買い出しにつきあっていただきます」

「なんだよそれ!?」

「魔法演武が終わったあとの、クラスの打ち上げ用のお菓子を前もって買いに行きたいんですが？」

「だから、俺は夏花のそばに――」

　反論の途中で、委員長は夏花には聞こえないように、俺の耳元で囁ささやいた。

「あなたの正体、ここでばらしましょうか？」

「なっ!?」

「夏花にあまり近づかないでください」

　俺を見つめる委員長の目に、冗談の色はない。

　なにか思い詰めたような真剣さと、こちらを射すくめるような、静かな迫力があった。

　やはり魔女狩りウイツチハンターの俺を夏花のそばにいさせたくないということなのだろうか。

「……わかった」

　そういわれては、従わざるを得ない。

　俺はベンチから立ち上がりながら、グラウンドに他ほかのみんながいることを確認する。

　学園の中ならば、さすがにあの公認魔女ハウンドウイツチだって手出しはできないだろう。いくら凄すご腕うでの魔女とはいえ、クラス全員の魔女が相手では分が悪いはずだ。

「買い出し、つきあってやるよ」

　そうだ――これは委員長と二人きりでじっくり話をするための機会ともいえる。

　俺を魔女狩りウイツチハンターと知ってどうする気なのか。

　ここできっちり、委員長の真意をただす必要があるだろう。



◆◇◆



　以前、夏花とも歩いた、バスターミナルの裏にある商店街。

　両側に並ぶ店舗の他にも、路地には出店や屋台が立ち並んでいるため車は中に入れず、自然と歩行者天国のようになっている。

　俺おれと委員長は打ち上げのお菓子の買い出しにやってきていた。

「つばきちゃん、ちょっと寄ってきなさいよ。賢者の石が新入荷なの。これは正しよう真しん正しよう銘めいの本物。今度は嘘うそつかないから！」

「あらら、誰だれなの。その連れの男の子は？」

「つばき、二人の運勢を占ってあげようか～」

　委員長はここの顔なじみらしく、行く先々で店の人に声をかけられて、ひとりひとりに愛想よく応えている。

「ずいぶん顔が広いんだな」

「ええ、私は生まれたときから、ここに住んでいるから」

　そういえば委員長は、セイラム生まれのセイラム育ちであった。

　外で魔女と認定されて、強制移住をさせられた住人が多いセイラムでは、委員長のようなパターンは珍しい。なんでも祖母の代からセイラムに住んでいるというのだから、ここは委員長にとっての故郷ふるさとというわけだ。

「外には出たことはないの？」

「私はここが好きだから。この街も、ここに暮らしている人たちも」

　言葉だけを聞けばなんの問題もないのだが、それは逆をいえば、外の人間は嫌いというようにも聞こえる物言いだった。

　しかし、それはしかたあるまい。

　魔女たちにとって、自分たちをセイラムに閉じ込めているのは、外の普ヽ通ヽの人間たちなのである。

　そして、俺はそれを実行する魔女狩りウイツチハンターだ。

　その正体がばれれば、この街にはいられまい。

　俺のセイラムでの運命は委員長にかかっている――

「って、委員長、どこ行った？」

「こっちです。ちょっと寄りましょう」

　商店街の途中にあった小さな店で、委員長が手招きをしている。

「俺はさっさと用事を済ませて帰りたいんだけど」

「でも、掘り出し物があるみたいなんです。ちょっとだけ、ねっ！」

　その店は古びた雑貨やアクセサリーなどの小物が並べられた、可愛かわいい雰囲気のアンティークショップであった。店内に並べられているものは、ヨーロッパ風のものが多い。

「こういうのが好きなんだ」

　意外というほどではないが、高校生には少し大人おとなびた趣味の店である。

「ここの店はヨーロッパのセイラムからの輸入品を取り扱っているの。ここの商品は、どれも魔法がかけられた魔具なのよ」

「えっ、これが全部そうなのか？」

　魔法特区セイラムは世界中にある。

　中でも世界初の魔法特区として名高いアメリカ東海岸と、魔女の本場であるイギリス、ドイツのセイラムは有名で、日本よりもずいぶん魔法文化が進んでいるともいわれている。

「海外に持ち出せるようなものは、ほとんどおまじないレベルの魔法なんだけどね。でも、古い銀には魔力が定着しやすいから、付与魔法エンチヤントの練習にはうってつけなの」

　そういって委員長は古びたシルバーアクセサリーを手に取ると、魔力が見えるという愛用の片眼鏡モノクルで鑑定をする。

　商品の半分ぐらいは値札がついていないが、ついているものの価格を見ると、ちょっと驚くような数字が書いてあった。とても気楽に手を出せるようなものではない。

「ちょ、ちょっと、委員長……ずいぶんと高い店みたいなんですけど？」

　その価格に気け圧おされて、思わず敬語になってしまった。

「ああ、この店は学園のツケが効くから大丈夫なの」

「ツケって……」

「錬金術部の予算で買うってこと。それに、ここでは練習で魔力を付与した魔具の買い取りもしてくれるから。割と稼いでいるのよ、私たちの部活って」

「へぇ、そうなんだ」

　委員長が買うかどうか迷っている小さなロザリオの値札に書かれたゼロの数を数えて、俺おれはまたギョッとする。普通のサラリーマンの月給を超えているような……

　どうやら委員長の所属する錬金術部は、なかなかしたたかなところがあるらしい。

「魔具は魔法規制も甘いから、お守りとか危険性のないものは外に販売することもできるの。それでも、警察とかレスキュー隊みたいな特殊な仕事をしている人しか持つことは許されていないみたいだけど」

　あまり知られてはいないが、災難避よけの魔具が危険な任務に従事する公務員に支給されているという話は、俺も聞いたことがある。それらの効果は統計的にも立証されており、魔具の流通を監視するマクダフ機関のサイドビジネスとなっているそうな。

　マクダフ機関が、自分たちで規制をしている魔法を利用して小銭を儲もうけていることは釈然としないが、そうした外と魔女のつながりは大だい事じにすべきものだろう。

　魔法医ウイツチドクターを目指す綾あや音ねの言葉を、俺は思い出していた。

「じゃあ、委員長の魔具が、外の誰だれかを守ってあげているのかもな」

　外と隔離されたセイラムであるが、人に役立つところでつながりを保っている。

　それはきっと外の連中が、セイラムの魔女たちに歩み寄るきっかけとなってくれるはずだ。

　ところが、委員長は俺おれの言葉に顔を曇らせた。

「いいえ、私は魔具を作れないから」

「ああ、そういえば、委員長は魔具に付与された魔力の鑑定が仕事なんだったな」

　夏なつ花かに連れられて錬金術部に体験入部したとき、そうだと教えてもらったことがあった。

「うん……そうなの」

「でも、それだって立派な仕事だろ。みんなの作った魔具を、縁の下で支えてるってわけなんだから」

　だが、それでも委員長の表情が晴れることはなかった。

　いきなり無口になってしまい、そのままなにも買わずに外へ出て行った。

「……委員長？」

　俺はその背中を追いかけながら、さっきの委員長の言葉にわずかなひっかかりを感じていた。

　委員長は「魔具を作れない」といった。

「作らない」ではなく「作れない」だ。

　いつも触っているパズルで、それまでどう考えても動くとは思えなかったパーツが、なにかのはずみでスルリとゆるんだときと似たような感覚。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　俺はそのひっかかりの正体を確かめるべく、先を歩く委員長を足早に追いかけていった。



◆◇◆



　賑にぎやかな商店街を、委員長は無言のまま歩き続けた。

　そして、途中にある小さな花屋に入っていく。

　ただ、その店の入口には「closed」という札が吊つるされてあった。

「委員長、入っちゃっていいのか？」

　そう尋ねながら、俺も中に入る。

　店内は薄暗く、人の気配はない。

　そんなところに物言わぬ色とりどりの花が静かに並んでいる様子は、きれいというよりはちょっと不気味に感じられた。

「大丈夫よ、ここは私の家なんだから」

「えっ、委員長の家って花屋だったのか？」

　委員長が俺たちのような寮ではなく、実家で暮らしていることは知っていたが、花屋をやっているというのは初耳だった。

　もちろん、セイラムにだって魔法に関係しない店はたくさんある。

　花屋ぐらいあっても不思議ではないだろう。

　ただ、そういった普通の店は表のバスロータリーに面した場所に多く、この裏路地の商店街には珍しい気もする。

　すると、委員長は俺おれの疑問を察していたかのようにいった。

「昔は錬金術の店だったの。魔力を付与した魔具や、錬金術に使う素材とかを取り扱っていたのよ。祖母はセイラムでも名の知れた錬金術師だったから」

　そういって委員長は、俺に背を向けたまま壁の写真を指差した。

　少し色あせた写真は、長い白髪の老婦人がアンティークチェアーに腰を下ろしているもので、その膝ひざには小さな女の子が乗っかっている。

　婦人は委員長と同じ片眼鏡モノクルをかけており、きっと彼女が委員長の祖母なのだろう。

　孫を膝に乗せて穏やかな笑みを浮かべてはいるが、顔立ちは凛り々りしく、精気に溢あふれた目をしている。委員長のいったとおり、きっと強い力を持った魔女だったのだろう。

「なんだか委員長より、夏なつ花かに似てるかもな」

　俺は冗談めかしていった。

　だが、委員長はこちらを振り向くことなく、黙って片眼鏡を外すと、レジのあるカウンターに置いた。

　ジギタリスを見抜いた魔具。

　俺の心眼サード・アイと同じ力を持つ魔具を生み出すとは、この写真の老婦人はかなりの腕前だったのだろう。その片眼鏡のことをマクダフ機関が知れば、札束を持って押しかけるはずだ。

「でも、なんで花屋に？　せっかく委員長も錬金術部で頑張っているんだから、そのまま店を続けていればよかったのにな」

　俺の軽い気分での問いかけに、委員長はたっぷりと間を置いてから答えた。

「私のせいよ……」

　それは店内の暗がりを、さらに色濃くさせるような深く重い声。

「なんで？」

　俺はそんな委員長の重苦しい雰囲気に飲み込まれ、短い言葉で問いかける。

　なにか喋しやべらないと息苦しい気がした。

「私に気を遣ってくれたの」

「それは……？」

　どういう意味なのか。

　俺は言葉を続けることができなかった。

　いままで店の奥を向いていた委員長が振り向き、俺をにらんでいた。

　その表情に込められたものは嫌悪。

　激しい嫌悪感であった。

　魔女を捕らえるとき、魔女狩りウイツチハンターの俺おれに何度となく向けられてきたものと同じ表情であったが、委員長のそれは少しだけ異なっていた。

　その嫌悪を向ける相手は俺ではなく――己自身のようであった。

　内に込められた、激しい自己嫌悪。

「祖母と母はね、魔法の使えない私に気を遣ったのよ」

　俺の頭の中で、さきほどゆるんだピースが抜け落ちた。

　これでパズルは解けた。

　この俺も、いままで気づけなかった。

　委員長は――魔ヽ女ヽでヽはヽなヽいヽ。

　ただ片眼鏡モノクルの力で魔力が見えるだけの、普通の人間なのだ。

　それで、錬金術部で魔具の鑑定しかしていなかったことも、魔法演武のときの妙な態度も納得がいく。

「私も祖母や母のような立派な魔女になれると思っていた。けど、いつになっても魔法が使えることはなくて……」

「でも、それは珍しいことじゃない」

　魔女の能力は、絶対に遺伝するというわけではない。

　たとえ二代続いた魔女の家系であっても、委員長のように普通の子が生まれるケースはよくあることだ。

「私は嫌だったのよ。魔女でないことが――外の人間と同じだということがっ！」

　委員長はカウンターを強く叩たたいて叫んだ。

　その拍子に片眼鏡が床に落ちる。

「だからこの片眼鏡を使って魔女のふりをしてきたの。魔力の構築は苦手でも、魔力の分析が得意な魔女ということで錬金術部に居場所もできた」

　魔女だからといって、夏なつ花かのように自由自在に魔法が使えるほうが珍しい。中には魔女でありながら、魔法が苦手で自分から使おうとはしないものもいる。

　柚ゆ月づきだって占星術に頼るだけで、自分から魔法を使うことはできなかった。

　委員長が魔女のふりを続けることも、それほど難しいことではなかったろう。

　むしろ問題は――

「ずっとみんなを騙だましてきたのよ」

　委員長は眼めを細め、過去のことを思い出すように呟つぶやいた。

　そう……問題は、それで自分自身を許せるかということだ。

　何年も、何年も、その秘密を胸に秘めて。

　いま目の前にいる委員長の姿――痛々しく傷だらけに見えるその姿から、それがどれだけ彼女にとって辛つらいことだったかわかる気がした。

「でも、どうしてそれを俺おれに？」

「こんな気持ちも、これで最後だから。もうすぐ、私も魔女になれるから！」

　突然、人が変わったかのように委員長が叫んだ。

　両手を広げ、晴れ晴れしい顔つきで、こう叫んだ。

「みんなが魔法を使える世界になるのよ！」

「なっ……!?」

　俺はその言葉を前に聞いたことがある。

　すべての人が魔法を使えるよう望んだ夏なつ花か。

　そんな夏花が、あのときいったのが、この言葉だ。

「まさか、ワルプルギスの夜かっ!?」

「その通りよ」

　委員長は口元に笑みを浮かべ、いつもハの字の眉まゆが挑発的につり上がる。

　いつも困ったようだった……

　遠慮するようだった……

　誰だれかに詫わびているようだった委員長の表情が、この上もなく嬉うれしげなものに変化した。

「今いま頃ごろ、彼女がワルプルギスの夜を起こしている。そして魔力が満ちあふれ、誰もが魔法を使える世界となる」

「騙だまされるな、ワルプルギスの夜はそんな生なま易やさしいものじゃない。あれはこの世界をゲヘナと同化させてしまうもの……人間の手に余るものだ！」

「魔女狩りウイツチハンターのあなたと、魔女の彼女のどちらを信じると思うの？」

「いったい誰だ、そんなことを吹き込んだのは!?」

「ケザイア・メーソン……素晴らしい力を持った、偉大な魔女よ」

「なっ、なんだって!?」

　その名を聞いたとき、俺は身体からだが震え、足が萎なえ、意識して気を強く保たねば、その場に崩れ落ちそうであった。

　それは、もう世界に存在しないはずの名前。

　かつて、仲間を奪われ、魔力を奪われ、名前までを奪われた魔女がいた。

　星ほしの智ち慧え派はの教祖。

　いまはロンドンの魔女としか呼ぶことを許されない、恐るべき存在。

　マクダフ機関が、多数の公認魔女ハウンドウイツチと、ジギタリスの魔女狩りウイツチハンターである俺をイギリスに送り込み、最終的には切り札である血の沈黙エターナル・サイレンスまで使用して捕らえた稀き代だいの魔女。

　その名こそが、ケザイア・メーソン。

　俺の知る限り、夏花の魔力をもしのぐ、最強の魔女である。

「馬ば鹿かな……ロンドンの魔女はもう……」

　血の沈黙エターナル・サイレンスによってゲヘナの鍵かぎを奪われ、ケザイアは廃人と化したはず。

　なにしろ、俺おれはその現場に立ち会ったのだ。

「来ているのよ、このセイラムに。あなたのジギタリスのことも、彼女は覚えていたわよ」

　もはや、委員長の言葉は俺の耳には届いていなかった。

　萎なえる足を奮い起こして、外へ飛び出そうとする。

　夏なつ花かの元に駆けつけるために。

　ところが、まるで俺の手足は鉛のように重く、一歩踏み出すのがやっとであった。

「な……なんだ、足が……？」

「魔法は使えなくても、魔具の扱いなら誰だれにも負けないわ」

　いつのまにかカウンターには、青銅製のカラスの像が置かれていた。

　恐ろしく古びた気配と、込められた強力な魔力を感じさせるその像は、一目でそれが魔具であることはわかったが、俺が注目したのは、そのくちばしにくわえられているものだった。

「グラウンドでもらった、あなたの髪の毛よ」

　まるで餌えさをくわえるように、カラスの像のくちばしには数本の髪の毛が挟まっていた。

「安心して、これはあなたを金縛りにするだけ。ワルプルギスの夜が終わるまで、ここで大人おとなしくしてくれればいいの。それがあのかたの望み」



    

  
    
      



    

  
    
      「やめろ、騙だまされているんだ！」

「魔女は人を騙したりしない。騙すのは、いつも普通の人間のほうよ」

「なにをいっているんだ」

「だって、そうでしょう？　あなたも、私も、みんなを騙してきたじゃない」

　委員長の言葉には魔女への憧あこがれ――いや、崇すう拝はいに近いものが感じられた。

　自分だけが魔女ではないという疎そ外がい感かんと嫌悪感は、自身を貶おとしめると同時に、相手を高みの存在へと持ち上げたのだろう。

　委員長にとって魔女とは素晴らしきものであり、普通の人間こそが嫌悪すべきもの。

　それは歪ゆがんだ選民思想。

　まさか普通の人間である委員長が、そんなものに取り憑つかれていたとは皮肉なことである。

「すべてはケザイア・メーソンが仕組んだことか……トースを召喚したのも、『エイボンの書』をセイラムに持ち込んだのも」

「そうよ、そして私たちを導いてくれる聖なる魔女は夏なつ花か――ああっ、私の夏花がこの世界を変えてくれる。これで一緒になれる！」

　そのとき、青銅のカラスがキリキリと音をたてて動き始めた。

　首を左右に動かし、こわばった身体からだをほぐすように何度か翼をはためかせる。

「えっ……どうしたの？」

　いきなり動き出したカラスに、委員長は驚いたように手を伸ばす。

　ところが、カラスは青銅の翼でその手を振り払った。

「きゃあっ!?」

　鋭い刃のような羽根は委員長の手を切り裂き、カラスはその身体を返り血に染める。

「委員長、近づくな！」

「なんで……？」

　かなりショックを受けたらしく、委員長は顔面を蒼そう白はくにして、震えながら血の流れる手を押さえている。

「それは【自動殺人器マーダー・ゴーレム】――人殺しのための違法魔法だ」

　対象のサンプルを与えれば、自動的に暗殺を遂行してくれる恐るべき魔具。

　その製作も所持も、厳重に禁じられた違法魔法の産物である。

「くそっ……！」

　俺おれは必死に左手を持ち上げようとした。

　自動殺人器を止めるには、サンプルである俺の髪の毛を奪い取るか、魔力そのものを破壊するしかない。

　しかし、身動きのとれないこの状況ではどちらも難しい。

　足止めをして、とどめを刺す。

　この単純ながら確実な攻撃方法からは、トースをさらった公認魔女ハウンドウイツチのやり口を思い出す。

　まさかあの公認魔女が……ケザイア・メーソンだったのか？

「こんなの嘘うそよ。あの人は、ただ金縛りにするだけの魔具だって！」

「だから騙だまされたんだ。魔女も普通の人間も変わりはない。悪いやつも、いいやつもいるってことだ」

　そんなわかりきったことが最さい期ごの言葉になるのかと考えながら、俺おれは無表情でこちらを狙ねらっている青銅のカラスを見つめる。

　そいつは大きく翼を広げると、宙に舞い上がり、その鋭いくちばしを俺の心臓に突き立てようと襲いかかってきた。

　その迫り来る死の使者への恐怖から、俺は思わず目を閉じた。

　ところが――いつまで経っても、やってくるはずの激痛が襲ってくることはなかった。

「…………ん？」

　恐る恐る目を開けてみると、青銅のカラスはまるで蜘く蛛もの巣にでも捕らわれたように、空中でバタバタともがいていた。

「危ないところでしたね」

　入口から店内に入ってきたのは、公認魔女の証である大きな三角帽を被った人物だった。

「おまえは……？」

　驚く俺の顔に人差し指を当てて、公認魔女は小声で囁ささやいた。

「し～っ、魔法演武の練習が役に立ちました」

　その言葉に俺はホッとする。

「なんだ……おまえか」

　帽子のせいで顔はわからないが、それはハンナであった。

　カラスが動きを止めたのは、ドッジボールのときと同じようにハンナの結界に閉じ込められたせいだった。こうしてみると、なかなか汎はん用よう性の高い魔法である。

「正体を明かすわけにはいきませんので、このままで」

「でも……なんでここに？」

「そ、それは、あなたと委員長が二人きりで出かけるのを見て、怪しいと思って、その……そのぉ……とにかく、なにか嫌な予感がしたからですっ！」

　よくわからないが、ハンナはヒソヒソと囁きながら、ひとりで怒っている。

　だが、今回ばかりはハンナの判断に感謝するべきだろう。

「いったいなにがあったのですか。こんな危険な魔具を、どうして若わか宮みやさんが……？」

　どうやら外にいたハンナには、俺たちの会話の内容までは聞こえていなかったらしい。

「説明はあとだ。とにかく、そのカラスがくわえている髪の毛を取ってくれ」

「ああっ、そうでした！」

　慌ててハンナはカラスのくちばしから髪の毛を抜き取る。

　その途端、カラスはまた動かぬ像へと戻り、代わりに俺おれの身体からだを縛り付けていた魔法が解けた。

「ありがとう、助かった！」

　俺は自由になった身体で、ハンナを抱きしめた。

「ちょっ、ちょっと、こんなところで！」

　そして、両手で肩をパンパンと叩たたいて、ハンナに頼み事をする。

「じゃあ、委員長のことをよろしく頼む。怪ケ我ガの手当をしてやってくれ」

「えっ、どこに行くつもりですか？」

　外に飛び出そうとする俺の背中に、ハンナが声をかける。

「俺にはやらなきゃいけないことがあるんだ！」

　すべてに決着をつけるために、俺は学園を目指して駆け出した。

　俺がすべきたったひとつのこと。

　夏なつ花かを守るために。





    

  
    
      　

第六章　ワルプルギスの黄昏たそがれ





「夏花はどこだっ!?」

　学園のグラウンドに戻った俺は、まだ自主練習を続けていた綾あや音ねたちに尋ねてまわる。

「さ、さあ、まだ帰ってはいないと思うけど……」

　俺の勢いに驚いた様子で、綾音は首を傾かしげた。

「夏花なら、さっきまでそこで退屈そうにしていたぞ……」

　刻とき代よは夏花が俺と一緒に練習を見学していたベンチを指差した。

　だが、いまは誰だれも座っていない。

「たぶん、どっかにいるんじゃない？」

　確かに夏花の性格なら、誰にも告げずにひとりで寮に帰るとは考えづらい。

　あれだけ練習したがっていたのだ。俺がいない間に、これ幸いと練習に参加していてもおかしくないぐらいだ。

「となれば、まだ学園にいるはずか」

　俺おれはあたりを見回して、夏なつ花かの行きそうな場所の心当たりを考える。

　委員長の目的は俺の足止めだった。

　ケザイア・メーソンは俺のいない隙すきに、夏花を狙ねらうはずである。のんびり探し回っている時間はない。

「考えろ……考えろ……」

　俺は別れる前に夏花のいっていた言葉を思い出す。

　そしてひとつの答えを導き出すと、俺は校舎へと駆け出した。

　目指すは男子魔法部の部室。

　そうだ、きっと夏花ならそこにいる。

　不思議と、俺にはそう確信できた。
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　俺は男子魔法部の部室のドアを開ける。

「あっ、きみきみっ、いいところに来てくれたね！」

「やっぱりここだったか……」

「いま、きみの特訓スケジュールの調整をしているところなの」

　そういって、夏花は机に開いていた『続・男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・どすこ～い』を見せた。

　練習の見学をしていたとき、スケジュールの消化に不満そうだったので、きっとここで手直しをしていると予想したが、どうやら的中してくれたようだ。

「それで、なにもなかったか？」

「なにもって、なんのこと？」

「とにかく、ちょっと来てくれ。ここは危ないかもしれない――」

　夏花の手を取ろうとしたとき、俺は名めい状じようしがたき気配を背後に感じた。

「なっ!?」

　反射的に振り向こうとした俺だったが、それは間に合わなかった。

『すべての罪を背負え――【贖罪の十字架ジーザス・スタンプ】』

　魔力の方向付けをするための呪じゆ文もんが聞こえたかと思うと、あまりに圧倒的な力が、俺を押しつぶす。

「ぐわっ!?」

　身体からだ全体をつかまれ、床の下に引きずり込まれるようだった。

　とても立っていることなどできない。

　それどころか、床にうつぶせに倒れたまま、身動きすることも無理だった。肋ろつ骨こつが軋きしみ、呼吸さえ難しい。

　無理矢理に首だけを動かして夏なつ花かのほうを見ると、俺おれと同様に床に突つっ伏ぷしている。

「だ、大丈夫か……夏花……？」

「う、ううん……」

　俺の呼びかけに、夏花はわずかに呻うめくだけ。

　とても声の出せる状態ではないのだろう。

「あなたの罪はどんなものなのかしら？」

　俺たち二人が床に伏した部室に、何者かがコツコツと硬質な足音を立てて入ってきた。

　顔を上げることもできないので、俺の視界には顔が映るほどピカピカに磨かれた黒いブーツだけしか見えない。

「誰だれだ……？」

「こんにちは、お邪魔するわよ？」

　そのブーツの主ぬしは、俺の髪をつかんで強引に顔を持ち上げる。

　おかげで、その人物の姿が見えた。

　そいつは公認魔女ハウンドウイツチの帽子を被り、その手にはトースの入ったハシバミの鳥カゴを持っていた。

「こらっ、貴様、しっかりしろ！」

　鳥カゴの中からトースが叱しつ咤たしてきたが、俺はとても返事のできる状態ではない。

　無理に顔をのけぞらされて、気道が潰つぶれかけている。

「ひさしぶりね、こんなところでまた会うなんて」

　公認魔女はトースの鳥カゴを床に置くと、しゃがみ込んで俺と視線の高さを合わせる。

　しかし、帽子の魔力のせいで、俺には顔は判別がつかない。

「もうこれは必要ないわね」

　それに気づいたのか、公認魔女は帽子を脱いだ。

　魔力が解けて、ようやく俺にも素顔が見える。

　澄んだ光沢を持つ銀色の髪をした、白人の美女。

　真っ黒いツナギのライダースーツに身を包み、胸元を大きく開けている。

　胸の谷間には、アンクと人の目を描いた入れ墨。それはエジプトに伝わるまじないのホルスの目に似ており、まるでこちらを見つめているようだった。

「やはり、おまえは……」

　間違いない。俺は彼女を知っている。

　ロンドンの魔女、ケザイア・メーソン。

　星ほしの智ち慧え派はの教祖。

　マクダフ機関にすべてを奪われたはずの魔女。

　二十歳ぐらいに見えるが、実際の歳はまったく不明。一六九二年の魔女裁判の記録に、その名が記されているともいわれている。

　その姿はギリシア彫刻にも通じる、白人としての完かん璧ぺきな容姿。

　ただ、胸元に見える肌は血の気を感じさせない冷たい大理石のよう。

　そこから首筋に視線を移して、さきほどから余裕たっぷりの台詞セリフをいっている唇には、金属質な輝きを持った黒い口紅が塗られている。

　首筋と唇に絡みつくのは、イバラの蔓つるを思わせる、ウェーブのかかった銀髪。窓からの光を受けて、キラキラと幻想的な輝きを見せていた。

　だが、なによりも印象的なのは、その漆しつ黒こくの瞳ひとみであった。

　瞳どう孔こうも虹こう彩さいもない黒一色で、それはまるで闇やみ夜よにつながる門ゲート。のぞき込めばそこには宇宙の星々まで見えるようで、気を許せば真空に吸い込まれそうな気がする。

「私のことを覚えていてくれて、坊や？」

「…………かはっ！」

　返事の代わりに、俺おれは肺から最後の一息を吐き出した。

　さっきから呼吸ができない。

　耳の奥がジンジンと痛み、見開いた目から眼球が飛び出しそうだ。

「まったく礼儀のなってない」

　ケザイアはそんな俺に呆あきれたように呟つぶやくと、乱暴に髪から手を離した。

「ぐっ！」

　受け身も取れずに、俺はあごから床に落ちた。

　その拍子で口を切ってしまったらしい。血の味が口の中に広がる。

　だが、そんなことは構わず、俺は「ひゅー、ひゅー」と喉のどを鳴らしながら必死に呼吸をした。

「なんとも情けない姿ね」

「なんで……おまえが？」

　俺はうつぶせの姿勢のまま、上うわ目め遣づかいにケザイアをにらみつける。

「これからワルプルギスの夜を行うのよ。究極の門と鍵かぎが揃そろったことだしね」

　まるで休日の予定でも話すかのような気楽な口調で、ケザイアは語った。

「委員長を利用したな……？」

「あの魔女になりたがっていた子？　あなたの足止めもできないなんて、あんまり役に立たなくてがっかりだわ」

「わかっているのか。ワルプルギスの夜は、世界を壊すものだ……」

「もちろん、知っているわよ。でも、あくまでワルプルギスの夜は手段――本当の目的は、セイラムに仕込まれた血の沈黙エターナル・サイレンスの魔法陣を発動させること」

「やっぱり、そっちが本命か……セイラムに暮らす魔女たちから、ゲヘナの鍵かぎを奪い取るつもりか」

「よくご存じだこと」

　このセイラムの街並みは、全体でひとつの巨大な魔法陣を構築している。

　それは血の沈黙エターナル・サイレンス。

　魔女から、その魔力の源であるゲヘナの鍵を奪い取る魔法。

　その魔法陣を発動させるには尋常ではない膨大な魔力を必要とするが、この世とゲヘナをつなぐワルプルギスの夜ならばそれは可能となる。

　以前、俺おれと夏なつ花かでその血の沈黙が発動することは阻止したのだが……いまだ街並みに仕込まれた魔法陣は健在であり、魔力を供給されることを待ち続けている。

「ふん……だが、それは無理な話だな」

「なんですって？」

「いまのトースは魔力を失っていて、究極の門を維持することはできない」

　ワルプルギスの夜とは究極の門であるトースに、夏花のゲヘナの鍵を合わせて行う儀式。

　ただし、究極の門の維持には、トースの魔力が必要となるらしい。

　一度目のワルプルギスの夜でトースは魔力を使い果たしてしまっており、二度目はほんの一瞬、究極の門を顕現させたに留まった。もっとも、二度目はそのおかげで俺は助かったのだが。

「あら、そうなの」

「ここは出直すんだな」

　ケザイアとマクダフ機関の関係。

　そして、血の沈黙とマクダフ機関の関係。

　どちらも気がかりではあったが、いまはとにかくケザイアの行動が無駄であることをわからせ、この場をひかせることが最優先だ。

　この状況でも、まだ俺には何枚かの手札が残っている。

　なんとかここは切り抜けて、態勢を立て直さねば。

　すると、ケザイアは優しげな――いや、むしろ哀あわれみに近いものを孕はらんだ口調で尋ねてきた。

「坊や、もしかして、自分は賢いと思っているでしょう？」

　ただ、ケザイアが少し前にかがみ込んだとき、胸元の目の入れ墨だけは、俺に冷ややかな視線を向けている気がした。

　そして俺の答えなど待たずに、さらに言葉を続ける。

「他人の手のひらで踊らされていると感じたことは？」

「死よりも深い絶望に出会ったことは？」

「すべてが無駄だったと嘆いたことは？」

「命より大切なものを失ったことは？」

「圧倒的な存在に屈したことは？」

　まるでそれは魔女狩りウイツチハンターの使う、圧縮尋問法のようであった。

　たくさんの質問で、問われる者の精神を揺さぶる技術。

「知識は行き先を教えるだけ。どんな人間も、経験しなければ賢くはなれない」

　俺おれは床に伏したまま、そんなケザイアの言葉に聞き入っていた。

　彼女の言葉はなぜか心に染み入り、共感を覚えさせる。

　まるで信頼すべき教師か、聖職者の言葉のように。彼女の胸元の入れ墨はすべてを見通す、神の瞳ひとみであるかのよう。

「だから、このケザイア・メーソンが、いまからそのすべてを経験させてあげるわ」

　それは実際、無知なる者になにかを説くような態度だった。

　ケザイアがなにを考えているのか読めずに、俺が無言のままでいると、さらに変わらぬ口調で語り続けた。

「ひとつ、究極の門の魔力は復活している。占星術師にかぶれた子が落とした、射手座の矢ラス・オブ・サジタリウスの魔力を飲み込んだことでね」

「なにっ……！」

　俺は無理に顔を上げて、鳥カゴの中にいるトースを見た。

　すると、トースはばつの悪そうな顔をしてそっぽを向く。

「秘密にして、油断させておったのに……この痴しれ者ものめ」

　そういえば、射手座の矢からセイラムを救ったあと、トースはずっと満腹そうであった。あれは魔力が満たされていたということなのだろうか。

「そして、もうひとつ――」

　ケザイアは言葉を続ける。

　焦りのため、俺の鼓動が激しくなる。押しつけられた身体からだで心臓が急激な運動をしたため、キリキリと刺すように痛んだ。

「彼女からゲヘナの鍵かぎを奪うことは、私にもできるのよ」

「くっ！」

　それは俺の隠していた、もう一枚の大だい事じな切り札。

　夏なつ花かからゲヘナの鍵を顕現させるには、すでに失われた魔道書『エイボンの書』並みの魔力か、俺のジギタリスが必要である。たとえケザイアといえど、そう易やす々やすとできることではないはずだった。

「もっとも、これは私の力というわけではないんですけどね」

　もったいぶった動作で、ケザイアは床に突つっ伏ぷした俺の目の前に、手のひらをかざして見せる。

　そこには赤い紋様が描かれていた。

　手のひらをナイフで刻み、にじみ出す血で描かれた複雑な魔法陣――俺おれはその意味を知っている。

「それは血の沈黙エターナル・サイレンス……」

「マクダフ機関のとっておきよ」

「まさかそれで……!?」

「この私の魔力でも、こんな小さなものを維持するのが精せい一いつ杯ぱい。それでも、その子の胸から、ゲヘナの鍵かぎをむしり取るぐらいのことはできるのよ」

「やめろ、そんなことをしたら！」

「魂が砕かれてしまうって？　そんなの知ってるわよ。二年前、あなたたちが私にしてくれたことじゃない」

　ケザイアの言葉に、俺は息を飲んだ。

　星ほしの智ち慧え派は殲せん滅めつ作戦で、俺はただひとり彼女と対たい峙じした人間である。

　そして、俺の目の前でケザイアは血の沈黙によりゲヘナの鍵を奪われ、そのまま廃人と化した。

　俺は血の沈黙が発動するまで、ケザイアの足止めをして時間を稼ぐ役割であったのだ。

「ねえ……あのときのあなたは、もっと凄すご味みがあった気がしたけど。なんだか、少し腑ふ抜ぬけたんじゃなくて？　これならいろいろ回りくどいことはせずに、最初からこうすればよかったわ」

　ケザイアはかざしていた手のひらで、俺の顔面を掬すくい上げるように鷲わしづかみにした。

　細い指先が俺のまぶたをまさぐり、目をこじ開けようとする。

「う、うぐぐっ……」

「ふふふっ、このまま両目をくり抜いてあげたい気分……」

「やめてっ！」

　夏なつ花かの叫び声。

「おや、元気なお姫様だこと」

　それを聞いたケザイアは、俺の顔から手を離した。

　左目が痛みで開けられない。

　俺か霞かすむ右目だけで夏花のほうを見る。

「夏花、無事か……？」

「なんとか……動けないけど……」

　徐々に視界がはっきりしてくると、夏花の表情が見て取れた。

　いつも強気な夏花が、まるで泣き出しそうな顔でこちらを見ている。

「あなた、異い名みよう持ちですってね。油断して妙な魔法を使われたりする前に、さっさと済ませてしまおうかしら」

　そんな夏なつ花かを見下ろしていたケザイアは、血の沈黙エターナル・サイレンスが刻まれた手を握りしめる。

　すると、握られた手から、真しん紅くの魔力が粘性の高い液体のように流れ出した。

　間違いない、あれは血の沈黙が発動した証。

「やめろ、なんでおまえがそんなことを！」

「これが終われば、あなたにもわかるわ。経験は人を賢くするといったでしょう？」

　それだけ語ると、ケザイアは俺おれに背を向けて夏花のほうへと歩み寄る。

「夏花……夏花っ！」

　俺は夏花に呼びかける。

「優ゆう人と……？」

「……大丈夫だ、夏花。こいつに『絶対勝つぞ』」

　その俺の言葉を聞いた夏花は、それまでの表情を一転させ、笑みを浮かべながら小さくうなずいた。

「うん……わかった」

　ケザイアはそんな俺たちの会話に苦笑する。

「ふふふっ、絶対なんて言葉がこの世にないことも学びなさい」
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　ケザイアが背を向けている隙すきに、俺はゆっくりとトースが捕らえられている鳥カゴへと這はいずった。

「貴様……動けるのか？」

　トースは驚いた顔をしながらも、ケザイアに気づかれないように小声で囁ささやく。

「特訓の成果ってやつだ」

　ケザイアのかけた魔法は、おそらく肉体にかかる重力を増加させるもの。

　柚ゆ月づきにかけられていた質量変化の魔法と逆で、いまの俺の体重は、普段の数倍になっているはずだ。

　だが、それならば力尽くで動くことも可能。

「……貴様、魔力付与を受けているな？」

「このためってわけじゃないんだけどな」

　魔法演武のために女子たちがいろいろ肉体改造をしてくれたおかげで、俺はケザイアの魔法の影響下でも、なんとか身体からだを動かすことができた。

　その魔法を発動させるキーワードは、クラスの合い言葉――『絶対勝つぞ』である。

「それでどうする気だ？」

「おまえを逃がす」

「ふん、あの魔女がワルプルギスの夜を起こすというのなら望むところだ。この世はゲヘナと化し、ワシの目的は達成される」

「思い出せ、究極の門から流れ込む魔力は、すべて血の沈黙エターナル・サイレンスの構築に転化される。おまえの望むようにはならないんだ」

　マクダフ機関の最終目的はワルプルギスの夜ではなく、その結果、ゲヘナから流入する膨大な魔力にある。

　その桁けた外はずれの魔力で、セイラムの街すべてを覆い尽くすほどの、巨大な血の沈黙を構築するのだ。

　それが引き起こす悲劇は――考えたくもない。

　俺おれの話を聞いて、トースは口をとがらせうなずく。

「ふん、いいだろう。さっさとここから出せ」

「ああ、任せろ」

　俺が鉛のように重い腕で、なんとか鳥カゴの部品に手をかけたとき、ケザイアがこちらを振り向いた。

「なにをしているの!?」

「さあな」

　俺はケザイアを無視して、鳥カゴに手をかける。

　この鳥カゴを組み立てたのは、俺自身。

　要となる部品をたったひとつ抜き取るだけですぐに壊れることは経験済みである。

「――なるほど、確かに人を賢くするのは経験だ」

　そういって、俺は鳥カゴの部品を抜き取った。

　同時に自動車にはねられたような衝撃が襲い、俺は反対側の壁まで吹き飛ばされる。

「がはっ！」

　壁に背中を激しく打ちつけられ、俺は口から血を吐いた。

「あら、内臓でも破裂した？　そりゃあそうよね、いまのは手加減なしだったもの」

　そんな俺の無ぶ様ざまな姿に、上機嫌でケザイアは笑い声を上げる。

　俺はそんな笑い声を遠くに聞きながら、痛みで霞かすむ目で鳥カゴを見る。

　案あんの定じよう、部品を失った木の枝がバネのように跳ねて、あっという間にバラバラになった。

「こらっ、貴様。大丈夫か!?」

　鳥カゴの残ざん骸がいを押しのけて、トースが飛んでくる。

「……ほら、さっさと逃げろ。もう捕まるなよ」

「ワシを逃がすために……」

「おまえを鳥カゴに入れるなんて、最初から気が進まなかったんだ……気にすんな」

「この痴しれ者ものがっ！」

　トースは俺おれの両りよう頬ほおをつかむと、なにを思ったのかキスをしてきた。

　小さな小さなトースの唇が、俺の唇に触れる。

　まるで小鳥についばまれたようなささやかなキスであったが、おかげで身体からだの痛みが消えるような気がした。

「あら、おかしい。ゲヘナの魔人が、人間に別れの挨あい拶さつ？」

　そうしている間にも、ケザイアが近づいてくる。

「逃げろ、トース！　逃げてくれ！」

「ふん……なぜこの究極の門たるトース様が、人間ごときを相手に逃げねばならぬ？」

　俺から唇を離したトースはニヤリと笑うと、その瞳ひとみを虹にじ色いろに輝かせた。

　そんなトースの変化に呼応するように、部室全体がギシリと軋きしむ。

「こ、これは……」

　俺は我が目を疑った。

　部屋の壁や床が、まるでパズルのようにバラバラと分裂していくのだ。

　単に部屋が崩壊しているわけではない。

　その証拠に窓ガラスは、外の風景と一緒に裂けて、その奥にはトースの瞳と同じ虹色の光に満ちた空間が見えている。

　さすがのケザイアも、この部屋の変化には動揺しているようだった。

「空間を壊したわね？」

「貴様のちゃちな魔法ごとな」

　俺の心眼サード・アイが捉とらえた光景は、さらに信じがたいものだった。

　部屋の裂け目から無秩序に魔力が流れ込み、また別の裂け目へと飛び込んでいく。

　それは単なる魔力ではなく、意志を持ったなにかのようにも見える。おそらくは召喚獣に近いものかもしれないが、その性質はとても理解不能な代しろ物ものだった。

　悪霊や精霊といったイメージに近い。

　あの裂け目の奥は、きっとゲヘナよりもさらに異質な世界。

　これが空間を操る魔人トースの力なのか。

　そんな無秩序に飛び交う魔力は、部屋の中に網の目のように構築されていたケザイアの魔法をずたずたに引き裂いた。

　俺のジギタリスなどとはまったく違う。

　それは台風のように激しく、そして荒々しかった。

「さすがはゲヘナの魔人――にしても、これはやり過ぎじゃないかしら？」

「魔力を回復したうえ、優ゆう人ととゲヘナの鍵かぎを交えたワシにもはや不可能はない」

　さっきのキスは別れの挨あい拶さつではなく、トースが自身の魔力を高めるものだったのだ。

　洗練はされていないが、この滅茶苦茶な魔力ならば、あのケザイアを圧倒できるかもしれない。

「確かにあなたのいうとおり。でも、そんなあなたとまともにやり合うつもりはないわ」

　吹き荒れる魔力の中で、ケザイアは不敵な呟つぶやきを漏らす。

　さきほどの動揺は、すでにその笑みの内側に消えていた。

「殊勝な心がけだ。ならば大人おとなしく異界の果てへと消えるがよい」

「――それはこちらの台詞セリフよ」

　ケザイアは大きく開いた胸元から、古びた紙を取り出した。

　それは長い年月を経ても、決して朽ちることなく在り続けた魔道書――あの『エイボンの書』と同じ魔力が感じられる。

　そして、その紙には赤い魔法陣が描かれていた。

「エイボンの書の魔力を、あなたの召喚魔法サモンに利用させてもらったわけ――でも、正しよう真しん正しよう銘めい、これが最後の一枚」

　そういってケザイアは、エイボンの書の一ページに描かれた魔法陣を破り捨てた。

　舞い落ちる紙は、床に落ちる前に内側から吹き出す自らの魔力で焼かれ、黒い灰となって散り散りになった。

「貴様、つまらぬ真ま似ねを……」

　トースの苦々しい呟き。

　見るとトースの身体からだがテレビノイズのように乱れている。

　召喚に使用された魔法陣が消え去ったことで、いままで安定していたトースの魔力が、風に吹かれる灯ともし火びのように揺らめいていた。

「誰だれがあなたを召喚したと思っているの。当然、追い払う手段だって用意しているわ」

　ケザイアは肩をすくめながら、足あし下もとに舞い散ったやや大きめの灰を踏みつける。

「――――っ！」

　その途端、トースは消滅した。

　あまりにも呆あつ気けなく、なにも言い残すことなく、この世界のどこにもいなくなってしまった。

「ト―――スッ！」

　反射的に俺おれは叫んでいた。

　召喚されたモノが、いつかいなくなることは当たり前のこと。

　それなのに、俺は寮でトースと一緒に暮らしたときのことを思い出していた。

　いつもふわふわと気持ちよさそうに空中を漂っていた。

　偉そうな口を利きながらも、間の抜けたところもあった。

　なぜかゲームが大好きで、そのことを語り出すと止まらなかった。

　そんなトースは、いま消えてしまった。

「なあに、それほどゲヘナの魔人にご執着？」

　トースがいなくなり、なにもない中空を呆ぼう然ぜんと見つめる俺おれを、ケザイアはせせら笑った。

　だが、俺にはなにも言い返せない。

　確かにトースは、俺たちとは異質のゲヘナの魔人。

　感情移入をするほうがおかしい――はずなのだが。

「それでも……俺にとっては寮に暮らす仲間のひとりだったんだ」

　俺は呻うめくようにいいながら、床に手をついて立ち上がろうとする。

「おやおや、あのジギタリスが滑こつ稽けいなことを。やっぱり、潜入任務で腑ふ抜ぬけたのかしらね？」

「うるさい、ジギタリスなんて関係ない」

「無理しないほうがいいわよ。さっきの衝撃波で、あなたの中身はぐちゃぐちゃのはず」

　忠告をするようでありながら、それは俺のことを煽あおっているように聞こえた。

　トースのおかげで、この部屋を覆っていた質量変化の魔法は解けている。

　壁に手をつきながら、ゆっくりと時間をかけて両足で身体からだを支えた。

　そんな弱った姿を、あえてケザイアに見せつけるように。

「あらあら、ずいぶんと頑張るのね――」



『輪になって駆け回れ――火焔猫フレイムキヤツト！』



　ケザイアのあざけりの言葉を断ち切る、鋭い叫び。

　何度も聞き慣れた、夏なつ花かの召喚魔法サモンであった。

「うにゃにゃん！」

　いつもの鳴き声を上げながら、四本の足と尻尾しつぽを持った火の玉が、ケザイアを取り囲むように駆け回る。

　ゲヘナの火焔猫。

　勇ましい彼らは、炎の軌跡を残しながら円を描いて走り回る。

　すると火焔猫たちはつながり合い、ドーナッツのような炎の輪となって、完全にケザイアを包囲した。

「夏花、無事か？」

　俺はケザイアの背後に立つ夏花に呼びかけた。

「なんか身体がギシギシするけど、それ以外は平気よ」

　俺への質量変化の魔法が解けたということは、当然、夏花も同様のはず。

　自由を取り戻した夏なつ花かは、まるで指揮者のように火焔猫フレイムキヤツトたちを自在に操っている。

「さあ、時間稼ぎは終わりだ」

　いままでもたれかかっていた壁から、すくっと身体からだを起こすと、俺おれは左手の手袋に手をかける。

「どうして……あの衝撃波を受けて平気なはずはないのに？」

「ウチのクラスの女子は優しい魔女ばかりでね。防ぼう御ぎよ用の結界魔法も万全さ」

　心眼サード・アイを持たないケザイアにはわからないだろうが、いまの俺の身体はハンナ特製の結界魔法に包まれている。これも魔法演武に備えての用意であった。

　おかげで、さきほどのケザイアの衝撃波も蹴けり飛ばされた程度のダメージで済んだ。

　あの吐血は、床に押しつぶされたときに飲み込んだ血だ。それがケザイアを騙だます小道具となってくれたのは、不幸中の幸いである。

「事情はよくわからないけど、大人おとなしくしなさい。警察に突き出してやる」

　夏花はケザイアを警戒しながら、俺のそばに歩み寄って、口の血を拭ぬぐってくれた。

「警察ですって……ふふふっ、これは妙なことをいうわね」

「なにがおかしいのよ」

「突き出すというのなら警察ではなくて、マクダフ機関にでしょう。あなたに衝動の紅炎インパルス・ルージユなんて素敵な異い名みようをくれた、セイラムの管理者――知っているでしょう？」

「うるさい、どっちでも構わないでしょ！」

　ケザイアの口にしたマクダフ機関という名に、夏花が動揺しているのが傍はた目めにもわかった。

　それは、しかたあるまい。

　マクダフ機関こそは、夏花をはじめとした魔女たちをセイラムに閉じ込めている組織。

　異名を与えられ、街の外へ出られなくさせられた憎むべき相手である。

「ちょうどいいわ、そこにマクダフ機関の魔女狩りウイツチハンターがいる。彼に私を引き渡せば？」

　両手を上げて降伏した仕し草ぐさを見せつつ、ケザイアはあごで指し示した。

　夏花の隣にいる俺を。



「えっ、嘘うそ…………？」



　ケザイアの告発を聞いた夏花の表情は、どちらかというと笑っているようだった。

　つまらない冗談に苦笑いをするような顔つきで、俺のほうを見つめている。

「ジギタリスの魔女狩りウイツチハンターといえば、それなりに知られた名前よ。彼の左手に埋め込まれた魔具が、その名の由来」

　俺は無意識のうちに、左手の手袋を夏花の視線から遠ざける。

「きみ、魔女狩りウイツチハンターだったの？」

　恐れや嫌悪よりも、夏なつ花かの表情に浮かんでいたのは驚きであった。

　それが逆に、俺おれには堪こたえる。

　なぜなら、それだけ夏花のことを完全に騙だましてきたということだからだ。

　そして、それが本当だと気づいたとき、夏花は恐れも嫌悪も倍増させることだろう。

「そのとおりだ、俺はジギタリスの魔女狩りウイツチハンター。マクダフ機関の一員だ」

　だが、もはや言い逃れるつもりもなかった。

「ケザイア、おまえを捕まえる！」

　そうすれば夏花を狙ねらうものもいなくなるはず。

　確証はないが、いまはそう信じて戦うしかない。

　そうだ――まだケザイアは降伏したわけではないのだから。

「これで二度目ね……ジギタリス。血の沈黙エターナル・サイレンスの用意がなくても大丈夫？」

「そんなものは必要ない！」

　俺は夏花の見ている前で、左手の手袋を取り去った。

　手の甲に埋め込まれたジギタリスが光を浴びて発芽する。

「ふふふっ、ムキになって可愛かわいいこと。でもね、自分が魔女狩りウイツチハンターだと認めるというのなら、そんなものを私に向けるのはお門かど違ちがいよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんだと？」

「忘れたの、いまの私は公認魔女ハウンドウイツチ。あなたのお仲間……」

　まるでこちらを誘惑するような甘い口調で語りながら、ケザイアはあの三角帽子を頭に乗せた。

　俺おれがあえて追及を避けていた疑惑。

「そんなわけがあるか……あのロンドンの魔女が、公認魔女だなんて」

　公認魔女とは、魔女でありながら魔女を追うマクダフ機関の猟犬ハウンド。

　その名を口にすることすら禁じられるほどの、稀き代だいの魔女ケザイア・メーソンが大人おとなしくそんなものに成り下がるとは考えられない。

「あら、過大評価をありがとう。でもね、この世には魔女を従わせる絶対的で残酷な魔法があるのを知っておきなさい」

「そんな魔法が……？」

　そう呟つぶやいたのは、俺ではなく夏なつ花かのほうであった。

　確かに同じ魔女として、それは聞き捨てならない言葉だったろう。

「ジギタリスの坊やは経験しているはずよ。その忌いまわしい魔法の名は――血の沈黙エターナル・サイレンス。魔女からゲヘナの鍵かぎをむしり取り、都合のよい操り人形と化す」

　ケザイアは両りよう肘ひじを上げて、人形のようにぎこちなくカクカクと動かした。

「じゃあ、おまえも……？」

「血の沈黙は、魔女からゲヘナの鍵を奪うだけの魔法ではない。その鍵を使って、魂を打ち砕かれた魔女を自由に操る魔法。不思議なものよ。くだらないことだとは思いながらも、鍵の持ち主ぬしの命令に逆らう気だけはしなくなる」

「マクダフ機関はおまえになにを命じた！」

　すると、ケザイアはおどけるような笑顔のまま、カクンと首を傾かしげる。

「街に仕込まれた血の沈黙を使って、この街全員の魔女からゲヘナの鍵を奪うこと……さて、いったい何体の操り人形が生まれるかしら」

「馬ば鹿かな、そんなことあるはずがない」

　いくらマクダフ機関とはいえ、そこまで非人道的な計画を立てるはずが――

「私ほどではないけど、きっと高く売れるわよ？」

　いや、すでにここにひとり、その犠牲者がいるではないか。



　ひとりだったら許される？

　でも、千人では駄だ目め？

　それは数の問題なのか……いやっ、そんなわけがあるまい！



「もっとも、この計画でマクダフ機関が手に入れようとしているのは、そんな小銭ではなくて、武力としての魔女――もしかして、魔法兵団なんてものでも夢見ているのかしら？」

　イレギュラーな存在である魔女を、軍隊として組織した国はない。

　それは、まさしく夢物語だ。

「そんなものを抱えて、いったいなにをするつもりだ」

「連中の妄想なんて、私の知ったことではないけど、強い力を持ちたくなるのは人間として当然のことなんじゃないの？」

　ケザイアは帽子を脱ぐと、そのまま俺おれの左手を指し示した。

「あなただって、魔女たちが恐れる力を持っているじゃない？」

「これは……」

　望んで得た力ではない。

　貴重な心眼サード・アイの持ち主ぬしだからといって、無理に植え付けられた忌いま々いましい魔具。

　しかし、俺は黙ってケザイアの言葉を受け入れた。

「いや、そうだな……いまは感謝しよう、俺に力があることを」

　ジギタリスを光にかざし、腕全体に魔力の根を張り巡らさせる。

　その激痛も、魔女狩りウイツチハンターの名も、すべて受け入れて、俺は叫んだ。

「俺に夏なつ花かを守る力があることを、このジギタリスに感謝する！」

「そんな気取った台詞セリフは、私を倒してからにしなさい」

　ケザイアの足あし下もとの影が泡立つように膨れあがった。

　それは闇やみから生まれ出でる、牙きばを持った小さき獣たち。

「ブラウン・ジェンキン！」

「私のネズミは、猫だって襲うわよ？」

　キイキイと耳障りな鳴き声を上げながら、無数のブラウン・ジェンキンが火焔猫フレイムキヤツトに飛びかかった。

「うにゃ!?」

　火焔猫の燃え上がる毛皮がブラウン・ジェンキンたちの身体からだを焼け焦がすが、それにひるむようなことはなかった。

　一匹が燃え上がっても、次の二匹がその屍しかばねを乗り越えて飛びかかる。

　ケザイアを包囲していた火焔猫の動きが乱れる。

　もはや、完全な乱戦だった。

　背中から炎を立ち上らせて威い嚇かくする火焔猫に、津波のように押し寄せるブラウン・ジェンキンたち。

　一匹ずつならば猫とネズミ。相手にもならないのだが、あまりに数が違いすぎる。

　劣勢になった火焔猫のうち、一匹がケザイアに飛びかかった。

　相手の数が多いのなら、それを召喚した主人を攻撃しようというのだろう。

「うにゃあっ！」

　火焔猫フレイムキヤツトの燃え上がる尻尾しつぽが数倍の長さとなり、ムチのようにケザイアに振り下ろされる。

　ところが炎はケザイアに触れた途端、一瞬で消滅した。

　俺おれを何度も黒こげにしてくれた火焔猫の攻撃は、ケザイアの銀髪一本すら焦がすことはなかった。

「私を焼きたいのなら、煉れん獄ごくの炎ぐらい用意しなさい」

　まったく動じることなく、ケザイアは冷たい目で火焔猫を見つめる。

「にゃ……」

　さすがの火焔猫たちも、相手が悪いと悟ったらしい。

　互いに顔を見合わせると、慌てて窓から外に飛び出していった。

　そんな火焔猫たちを、ブラウン・ジェンキンたちは黒い波となって追いかける。

「さぁて、邪魔は消えて、ここにいるのは魔女の敵がひとり――」

　ケザイアは外に出て行ったブラウン・ジェンキンを呼び戻そうともせずに、余裕の態度で唄うたうようにいった。

　それに応じるように、俺も半歩だけ前に出る。

「ひとりなのは、いつものことだ」

　魔女弾圧の咎とが人びととしてスケープゴートにされた魔女狩りウイツチハンターに、味方などいない。いつでも汚れ役を引き受けさせられてきたのだ。

「くらえっ！」

　俺はしゃがみ込んで床に手をつき、ケザイアに不意打ちで足払いを仕掛ける。

　付与魔法エンチヤントにより俊敏さも増強されている。

　身体からだが思った以上に勢いよく動いて、手を軸にしてキリキリと床で二回転――まるでブレイクダンスのような派は手でな動きとなった。

　ところが、ケザイアは軽い動作で飛び上がると、俺の足払いをやり過ごす。

「なっ？」

「腕尽くなら勝てると思った？」

　さらに空中に飛び上がったまま、ブーツのつま先で俺のあごを蹴けり上げる。

「ぐっ!?」

　上半身をのけぞらせてかわそうとしたが、それでも少しつま先がかすった。

　俺は体勢を立て直しながら、心眼サード・アイでケザイアの魔力を確認する。

　いつのまにかケザイアの身体には、俺と同様の付与魔法による肉体強化が施されていた。

　あの身のこなしからして、俺にかけられた魔法以上のものだろう。

「なら、その魔法を破壊する！」

　さらに心眼サード・アイで付与魔法エンチヤントの構造を読み取ろうとするが、俺おれは我が目を疑った。

「どうぞ、いくらでも壊せば？」

　ケザイアの胸元にある入れ墨から、無む尽じん蔵ぞうに魔力があふれ出していた。その魔力は瞬時に組み上げられ、無数の魔法がケザイアを幾いく重えにも取り巻く。

　とても構造の分析が追いつかない。

　それに、たとえひとつやふたつ、魔法を破壊したところでこれでは意味がない。

「私を誰だれだと思っているの。ケザイア・メーソンよ？」

　やがて床や壁にまでケザイアの魔力が根を張るように伸びて、さらに複雑な紋様を描き始める。

　ひとつひとつが発動をいまかいまかと待ちわびている、強大な魔法である。

　いったいどれだけの魔法が構築されているのか、もはや把握することはできない。ざっと見て、百種以上の魔法が発動寸前のところで待機している。

「ほら、どうしたの？　かかってきなさい」

　そんな圧倒的な魔力に取り囲まれながら、ケザイアは優雅に手招きをした。

　まるでイバラの森に身を委ゆだねる女王。

　踏み込めば、傷つくのはこちらのほう。

「のんびりしてていいのかしら。そろそろ胸が苦しくなってきたんじゃない？」

「くっ……！」

　ケザイアのいうとおり、左手のジギタリスはすでに肩あたりにまで、その魔力の根を伸ばしていた。やがて、それは心臓にまで達することだろう。

　ケザイアはジギタリスの特性をすべて知ったうえで、時間切れになるのを待ヽっヽてヽいるのだ。

「いったでしょう？　あなたには、圧倒的な存在に屈することを経験させてあげると。それからゲヘナの魔人を再召喚して、盛大にワルプルギスの夜を楽しむとしましょう」

　どこまでもこちらを見下した態度。

　しかし、それは油断からではなく、自信から来たもの。

　俺のジギタリスは、すでにケザイアに攻略されている。

　なんとかして、あいつの意表をつくしかない。

　懸命に策を練っていると、俺は背中に熱気を感じた。

　俺はケザイアを警戒しながら、後ろを見る。

「夏なつ花か、なにをしてるんだ!?」

　背後に立っていた夏花の右手には、燃え上がる炎の槍やりが握られていた。

　夏花の得意魔法、紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユ。

　いつもは夏花の背丈を超えるほどの天槍ランスであるが、いまは室内のためやや小振りであった。しかし、そこに秘められた魔力はすさまじいものがある。

　夏なつ花かによってその熱量の大部分は封じ込められていながらも、漏れ出す炎は空気を焦がし、野獣の唸うなり声ごえのような不気味な音をたてている。

「あら、この子ったら、なにを怒っているのかしら？」

　紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユの発するオレンジの光に、その端正な顔と銀色の髪を照らされながら、ケザイアはさもおかしそうにいった。

　そして、優雅に自分を指し示しながら問いかける。

「まさか、この私に？」

　さらに、天を指差す。

「それとも、マクダフ機関の計画に？」

　最後に、俺おれのことを指差していった。

「もしかして、そこにいる魔女狩りウイツチハンターに？」

　俺はそんなケザイアの挑発に口を挟むこともできず、夏花を見つめていた。

　ケザイアのいうとおり、いまの夏花には怒りが宿っていた。

　表情は静かなものであったが、それは内に秘めた思いを押し殺したもの。

　それは何に向けられたものなのか……

「なんで……？」

　俺の疑問を封じるように、夏花が問いかけてきた。

　そして、天槍ランスを投げ槍やりのように、肩の上に構えた。

　いままで燃え盛っていた炎が螺ら旋せんを描き、槍の中に収縮していく。

　その一方で、天槍の輝きはよりいっそう増して、炎のオレンジから、太陽の白い光へと変化した。

「さて、その天槍――どちらに投げるつもりかしら？」

　俺の心眼サード・アイには、ケザイアが身に纏まとっていた炎を防ぐ結界魔法が強化されていくのが見えた。身振りも呪じゆ文もんもなしに、あれほど強固なものを発動させるとは、さすがとしかいいようがない。

　おそらく、あれならばたとえ天槍の火焔であろうが防ぎきることができるだろう。

　そのことを夏花に忠告すべきかどうか考えている暇はなかった。

「なんで、ひとりだとかいうのっ！」

　炎を纏った紅炎の天槍は、この俺に目がけて投げられたからだ。
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　衝撃はそれほどなかった。

　軽く突き飛ばされたぐらいの力。

　だが、その直後、炎の舌が俺おれを舐なめ尽くす。

　天槍ランスの内部に封じ込められた魔力が一気に解放され、空気すら燃え上がる超高熱が俺を包み込んだ。

「これはこれは、なんと意外な結末……いいえ、魔女狩りウイツチハンターなら、自業自得の最さい期ごといえるかしら？」

　轟ごう々ごうという炎の燃え盛る音に紛れて、ケザイアの嘲ちよう笑しようが聞こえた。

　それは人々が想像する、甲かん高だかい魔女の笑い声。

　俺はその声を頼りに、よろよろと足を踏み出すと、紅ぐ蓮れんの炎と陽炎に揺らぐ向こう側に、ケザイアの輝く銀髪を見つけた。

「あら、せめて私を巻き添えにしようってつもり？」

　ケザイアの狂喜の嘲笑は止まらない。

「抱きしめてあげてもいいわよ、ジギタリス。あなたの情熱が、煉れん獄ごくの炎よりも熱ければ、私のハートを焦がすかもね」

　自分の結界に絶対の自信があるらしく、炎に包まれた俺が近寄っても、ケザイアは身をかわす素そ振ぶりも見せない。

「苦しむ顔が、炎に隠れて見えないのが残念だわ」

　むしろ迎え入れるように手を広げている。

　最後までその力の差を誇示するつもりなのだろう。

　炎の輝きを受けて、ジギタリスは最大限まで生長を遂げている。魔力の根が、左腕全体に黒い紋様のように浮かび上がり、俺の心臓は締め付けられ悲鳴を上げている。

「ケザイア……」

「なあに、ジギタリス？」

　不快な猫なで声で応えるケザイアの懐ふところを目指して、俺は一気に踏み込んだ。

　ひと呼吸の暇も与えず、俺とケザイアの距離はゼロとなる。

　だが、ケザイアの身体からだを包み込む結界は、俺を覆い尽くしていた炎の進入を許すことはなかった。

　突風に吹き消されるように、炎はケザイアに届くこともなく飛び散っていく。

「あら、残念――あなたの情熱は届かなかったみたいよ、ジギタリス？」

　だが、それは俺の予想していたこと。

　そもそも、この炎はケザイアを焼くためのものではない。

　俺の左手が届く距離に近づくための目くらましだ。

「その名で俺を呼ぶなっ、ケザイア！」

　俺はジギタリスの左手を、ケザイアの胸元に刻まれた入れ墨に突き立てる。

「なんですって……!?」

「フェイタルピース――おまえのゲヘナの鍵かぎを破壊する！」

　心眼サード・アイに意識を集中。

　ケザイアの入れ墨の奥に潜む、歪いびつな多面体の形状をした魔力の源をジギタリスで鷲わしづかみにする。

「なぜ……その炎の中で平気なの……？」

　ケザイアの整った顔に、初めて驚きの表情が浮かんだ。

「夏なつ花かのかけてくれた炎避よけの結界のおかげだ。悪く思うなよ、これで俺おれの切り札は最後だ」

　俺は躊ちゆう躇ちよすることなく、ケザイアのゲヘナの鍵を抜き取ると、一握りで砕いた。

　シャンデリアが落ちて砕けたような音と共に、左手からは粉々になった魔力の欠片かけらが、砂のように流れ落ちる。

　ケザイアは俺の両肩に手をかけ、身を預けるようにしながら、握りしめられた俺の左手を見つめていた。

「魔女狩りウイツチハンターのくせに……魔女に頼るなんて……ずるくないかしら？」

「同感だ。ずるい男だと思っているよ」

　すると、ケザイアは薄く笑みを浮かべて呟つぶやく。

「ふふっ、魔女狩りウイツチハンターから、女殺しとでも改名しなさいな」

　最後にあの挑発するような表情を取り戻したケザイアは、そのまま床に崩れ落ちた。

　ジギタリスが魔女に恐れられる所以ゆえんとなった、最も忌いまわしい技――フェイタルピース。

　それは魔女の胸の奥にある、ゲヘナの鍵を破壊すること。

　鍵を触られただけで、魔女は魔法風か邪ぜになるのだ。それを破壊された反動は、魔女の肉体に多大な影響を与える。

　血の沈黙エターナル・サイレンス同様――下へ手たをすれば、その魔女は廃人と化す。

　いま床に倒れるケザイアが、もう一度目を覚ますかどうか。

　それは誰だれにもわからないこと。

　ただ、この技を使ってしまった俺の左手が汚けがれていることだけはわかっている。

　それから目をそらすつもりはない。

　俺は、いまだ魔力の根を伸ばし続けるジギタリスを見つめていた。

　もうじき、それは心臓に達することだろう。

　それでも、俺は手袋をつけ直す気になれなかった。

　ジギタリスの痛みが消えれば、別のもっと激しい痛みが襲ってくるような気がしていたからだ。
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「きみきみっ、これがいるんじゃないの？」

　夏なつ花かが俺おれに手袋を差し出してくれた。

「…………」

　それを受け取ろうともせずに俺が無言でいると、夏花はジギタリスが隠れるように手袋を被して、その上から手を握りしめてくれた。

「…………悪かった」

　そんな夏花に、俺は長い沈黙の末に、ぽつりと一言謝った。

「そうよ、悪いわよ……」

「すまないと思ってる」

　夏花に左手を握りしめられたまま、俺はただ謝り続ける。

　光を失ったジギタリスは、魔力の根を霧散させていく。

　それにつれて腕の痛みは消えて、夏花の手のひらの感触がわかるようになる。

　ほっそりとした柔らかな指が、しっかりと俺の手をつかんでくれていた。

「許さないんだから」

「おまえを守りたかった……一緒にいたかった……だから……だから、魔女狩りウイツチハンターであることを隠しておきたかった……」

　それはいいわけではなく、本心からの言葉だ。

　いま気づく。

　俺がセイラムにいたかったのは、マクダフ機関の任務だからではない。

　過去に夏花を魔女だと告発したことへの贖しよく罪ざいでもない。

　ワルプルギスの夜を阻止するためでもない。

　もっと……もっと単純なこと。

　ただ、一緒にいたかったのだ。

　夏花の真まっ直すぐな瞳ひとみ。

　活いき活いきとした声。

　輝くような笑顔。

　それをそばで見ていたかった。

　夏花に「きみきみっ」と呼びかけられたかったのだ。

「けれど、もうこれでおしまいだな」

　俺は左手を離そうとするが、それに気づいた夏花は両手で力ちから一いつ杯ぱい握りしめてきた。

「魔女狩りウイツチハンターだなんて、どうだっていい。私が怒っているのはそんなことじゃない！」

　そして、夏花は俺の左手を抱えるようにして、俺の胸に頭を押しつけた。

「えっ？」

「なんで、ひとりだなんていうのよ」

「それは……俺おれが魔女狩りウイツチハンターだから」

　このセイラムで魔女狩りウイツチハンターが受け入れられるはずがない。

　だが、それなのに夏なつ花かの体温がとても心地良くて、無意識のうちに俺は右手をその背中に回していた。

「そんなんで、きみはいいの？」

「いいわけないだろ」

「ねえ、きみはひとりじゃないでしょう？」

「わかってる。みんなのおかげだ。ひとりではなにもできなかった」

　クラスの女子たちの魔法に助けられ、夏花の魔法に助けられた。

　そうでなければ、最初の一手で俺はケザイアに敗北していた。

「ジギタリスの魔女狩りウイツチハンターなんて呼ばれていても、その程度のものさ」

「そんな名前、私は知らないよ……きみは、私の知っているきみなんでしょう？」

「ああ、そうだな。ずっと知らないでくれていい」

　その名にまつわる話は、どれも魔女にとって忌いまわしいものでしかない。

「ねえ、きみのままでいてくれるんでしょう……これからもずっと、ずっと」

　魔女狩りウイツチハンターと呼ばれても、ジギタリスと呼ばれても。

　俺は俺自身であり続けたかった。

　だから、俺はジギタリスから解放される方法を求めて、このセイラムにやってきたのだ。

「ずっと、そうでいたかった」

「みんな一緒でしょう？」

「ああ、一緒にいられて楽しかった」

　結局、ジギタリスから解放される方法はなかったが、セイラムでの暮らしは忘れることのできない思い出となってくれた。

「違う、違うっ！　過ぎたことみたいにいわないで」

「だけど、俺は魔女狩りウイツチハンターで……」

「だから、そんなことはどうだっていい！」

「おまえたちを騙だまして……」

「だから、そんなことはどうだっていいの。私は、もっときみのことを知っているもの。きみはキザで、偉そうで、鈍感で、スケベで――」

「おいおい」

「でも、優しくて……みんなを守ってくれたこと、知っているもの」

「俺のことを……知ってくれている……？」

　すると、そんな俺おれの呟つぶやきに答えるように夏なつ花かは顔を上げてこちらを見上げる。

　その印象的な赤い瞳ひとみが、涙でにじんでいた。

　俺はジギタリスの魔女狩りウイツチハンターと呼ばれ続け、それが嫌で朝あさ倉くら優ゆう人とという偽ぎ名めいを使いセイラムに潜入してきた。

　だが、どちらもそれは単なる呼び名でしかない。

　立場でしかない。

　夏花のいうとおり、俺は俺なのだ。

　俺自身が望めば、どんなやつにだってなれるはず。

「きみは私の英雄ヒーローだよ」

「それって……」

　夏花の英雄――それはまだ彼女がセイラムに来る前、憧あこがれていた幼なじみのこと。

　その英雄にもう一度会いたくて、夏花はセイラムから何度も脱走しようとしたという。

　そして、なんの運命の悪戯いたずらか、その英雄とは俺のことだった。

　だが、その事実を俺は隠してきた。

　なぜなら、俺は英雄どころか、夏花を魔女と告発してセイラム送りにした張本人なのだ。とてもいまさら名乗ることなどできるわけはない。

　いままではそう考えていた。

　しかし、夏花の言葉が、俺の背中を押してくれた。

「夏花……おまえに伝えたいことがある」

　俺は夏花の両肩に手を置いて、正面からその顔を見据えた。

「う、うん……？」

　いつも真まっ直すぐにこちらを見つめている目をそらせて、夏花は小さくうなずく。

　頬ほおを赤く染めて、身体からだをこわばらせている夏花は、いつもと様子が違っていて、なぜか俺のほうまで妙に緊張してきた。

　別に愛の告白をするわけでもないのに――って、まさか？

　もしかして夏花のほうは、そうだと勘違いしているのでは。

　客観的に状況を確認して、俺は背筋がぞわぞわ～っとした。

　確かに、これは告白するシチュエーションと誤解されてもしかたがない……ということは？

　夏花がこんなふうに大人おとなしく俺の言葉を待っているのは、告白されても構わないと思っているからか？

　それはつまり、オッケーということだろうか。

　嫌なら、こんな態度を取らないだろう。

　いやいやっ、なにを俺は考えているんだ。

　こうしているのは告白するためじゃなく、過去のことを告白――ええい、それはそっちの告白ではなくて……!?

　俺おれの頭はグルグルと混乱して、いったい自分がこれからなにをしようとしているのかすらわからなくなってしまった。

　すると俺の頭の上に、もふっとなにか重みを感じた。

「うにゃ～ん」

　聞き覚えのある鳴き声。

「あっ、火焔猫フレイムキヤツト！」

　夏なつ花かが俺の頭に乗っているものを見て、声を上げた。

　すると、窓の外から火焔猫の編隊が飛び込んできた。

「みんな、怪ケ我ガはない？」

　夏花の呼びかけに、火焔猫たちは揃そろって応える。

「にゃにゃにゃにゃ～ん」

　火焔猫たちは元気いっぱいに部室の中を飛び回り、夏花や俺にじゃれつき始めた。ブラウン・ジェンキンに追われて外に逃げ出したが、どうやら無事だったらしい。

　俺は頭に乗っかっていた火焔猫を腕に抱いて、その背中を撫なでてやる。

　思いの外ほか、その毛並みは柔らかく、ふわふわの羽毛を撫でているような手触りだった。

　いつもは焼け焦がされてばかりだが、こうやって大人おとなしくしていると実に愛らしい姿をしている。夏花が気に入っているのも納得だった。

「きみきみっ、それでさっきの続きは？」

　夏花は何匹もの火焔猫を両手で抱えながら、顔をぐいっとこちらに近づけて問いかけた。

　真まっ直すぐな瞳ひとみをキラキラとさせたその表情は、さっきよりもずいぶんとリラックスしていて、いつもの夏花らしさが戻っている。

　それにつられて、俺もだいぶ心がほぐれた。

　そして答える。

「絶対、セイラムの外に連れて行ってやるからな」

　それを聞いた夏花は、一瞬、きょとんとしていたが、すぐに輝くような笑顔でうなずいた。

「うんっ、楽しみにしてる！」

　その笑顔こそ、俺がこのセイラムに残って、いつまでも見ていたいと思ったもの。

　どんなことがあっても守りたいと思ったこと。

　情けないが、告白はもう少し先延ばしだ。

　いまは夏花の笑顔を黙って見ていたい。

　いつかこのセイラムから夏花を自由の身にすることができたら、そのときこそ伝えよう――って、俺おれはどっちの告白のことをいっているのだろうか？

「あれっ……あれっ？」

「きみきみ、どうしたの？　なんか顔が赤いよ。魔法風か邪ぜでもひいた？」

　夏なつ花かが俺の額に手を当てて、首を傾かしげる。

「なっ、なんでもない、なんでもない！」

「なによ、待ちなさい。私のことはあんなにうるさくいったくせに！」

「大丈夫だって！」

「いいから、ちょっとおでこを出しなさいってば」

　火焔猫フレイムキヤツトを引き連れて、夏花が俺を追いかけてくる。

「うにゃにゃ～ん！」

　その毛皮にまた炎を纏まとって、まるで楽しい遊びが始まったといった様子。

「みんな、捕まえて！」

「うにゃあっ！」

「おわっ、うおっと！」

　宙を駆けて飛びかかる火焔猫たちを、俺はすれすれで身をかわす。

　これもドッジボールの特訓の成果だったりして。

「ほらっ、待ちなさい！」

　俺の逃げる方向へ先回りした夏花が、両手を広げて待ち構えていた。

「にゃにゃ～ん！」

　事前に打ち合わせていたのかと疑いたくなるようなチームワークで、火焔猫が俺の背後から押し寄せる。

　逃げ場を失った俺は、そのまま夏花と正面から抱き合うようにしてぶつかった。

　そのまま、俺は夏花と至近距離で見つめ合う。

「きみ、この前、聞いたよね？」

「なんのことだ？」



「やっぱりね――私、きみとキスしたいのかも」



    

  
    
      　

終章





　それから一週間後。

　御み津つ門かど学園にて開催された魔法演武は、俺おれの想像以上に盛大なものであった。

　校庭には裏路地の商店街から出張してきた出店が立ち並び、生徒も部外者も自由気ままに楽しんでいる。

　学園の行事というよりは、校庭を解放して行われるお祭りといったほうがよいだろう。

　もちろん、その騒ぎの中心となるのは、メインイベントである魔法ドッジボール大会である。

　クラス対抗のトーナメントになっており、一年生から三年生まで入り交じって競い合う。

　もちろん、上級生のほうが魔法には慣れているのだが、そこはそれ。

　魔法演武という性質から、凝った魔法を使おうとして自滅するクラスもあり、番狂わせは当たり前という混沌としたトーナメントになっている。

　そもそも、新入生たちに魔法の楽しさを伝えるためのイベントである。

　勝ちを目指すというよりも、魔法で盛り上がることが優先ということなのだろう。

　とはいえ、試合を盛り上げつつ、さらに勝利まですればそれが最高なわけで、それをどん欲に狙ねらうクラスもある――俺のクラスのことだ。



「うーふふふふっ、あとひとつ勝てば決勝よ～！」

　ブルマー姿で赤い鉢巻きをなびかせ、コートの中央で腕組みをするのは、我がクラスの切り込み隊長、夏なつ花かである。

　その圧倒的な魔力で上級生をなぎ倒し、下級生を容赦なくびびらせまくって、ここまで勝ち進んできた。

　正直、大人おとなげないし、空気があまり読めていない。

　しかし、そうでありながら俺たちの試合が、場内を盛り上げているのもまた事実であった。

　なにしろ、夏花の魔法は空を飛んだり、炎を身に纏まとったりと、とにかくみんなの目を引く派は手でなものばかり。

　そして、不本意ながら俺自身もその盛り上がりの一因となっていた。

　魔法演武に参加する唯一の男子というだけで注目度は抜群。

　そんな俺が相手の攻撃と、夏花の暴走――むしろ、こっちのほうが危ない――に、右往左往する姿は、観客として来ている部外者のお姉さんたちになぜか大受けしていた。

　どうも年下の男の子が慌てふためいている姿が、彼女たちにとっては堪たまらないご馳ち走そうらしい。ちさ先生もそうだが、魔女というのはサドな性格の持ち主ぬしが多いのだろうか？

「朝あさ倉くらく～ん、頑張って～！」

「その苦しそうな顔にゾクゾクしちゃうわ～！」

「今度こそ脱衣を！　服が破れ散って、彼が涙目になる展開を激しく希望！」

　なにやら微妙に嫌な歓声も交じってはいたが、俺おれは手を上げてそれに応える。

　こういう賑にぎやかな場所は慣れておらず苦手だが、だからといって仏ぶつ頂ちよう面づらをして、せっかくの祭りに水を差すわけにはいかないと思ったからだ。

「なによ、デレデレしちゃって。もっと試合に集中しなさい！」

　そんな俺の努力をまったく理解することなく、夏なつ花かは肘ひじで脇わき腹ばらを突いてくる。

「いや、おまえこそ、もう少し加減をしたほうが……」

「なにいってるのよ。魔法風か邪ぜは完治したし、いまの私は絶好調よ！」

　夏花は鼻息荒く、がに股またで「ふんふんっ」と突っ張りの素そ振ぶりをしている。

　いつものことながら、せっかくの美少女が台無しだ。

「そうじゃなくて、相手のために手加減をしてやれっていってるんだよ」

「きみきみっ、次は準決勝なのよ。そんなこといっていられると思うの？」

　そのとき、俺たちの頭上に影が下りた。



「はーっはっはっはっ、そのとおり。衝動の紅炎インパルス・ルージユ、あなたの覇道もここでおしまいなんだからね！」



　高らかな笑い声と共にコートに入場してきたのは、身長三メートルはあろうかという巨大なゴーレムであった。

「準決勝は、このボトリン二世がお相手いたす！」

　ペットボトルを組み上げて作られたエコロジーな人型ゴーレム。俺たちが自主練習をしている間、ブルーシートに隠されて密かに造り上げられた秘密兵器。

　そのボトリン二世の背中に飛び出たバイクのシートのようなものにまたがるのは――

「えーと、えーと……確か、錬金術部の子だったよな？」

「いい加減、名前を覚えてよっ！」

　俺があやふやなことをいっていると、ゴーレムの上から錬金術部の子がギャーギャーわめいた。

　彼女とはこの学園に転校してから、なにかと縁があるのだが……どうもまだ名前が覚えられない。クラスも違うし、なんというか他ほかの女子に比べるとキャラが薄いんだよな。外見も、尻尾しつぽみたいに長い後ろ髪ぐらいしか特徴がないし。

「すまん、今度こそちゃんと覚えるから……なんて名前だっけ？」

　俺おれが片手で拝むようにして頼むと、錬金術部の子は「ぐぬぬぬっ」と歯をむき出しにして怒りを露あらわにした。

「わ、私の名前は――！」

『吹き飛ばせ――大地を砕く火山のごとく！』

　錬金術部の子が自分の名を叫ぶ前に、ボトリン二世は白い蒸気を噴き出しながら崩壊を始めた。

「なっ、のわあぁっ!?」

　大量のペットボトルの残ざん骸がいに――えーと、錬金術部の子が埋もれていく。

　なんか前にも見たことのある光景だな。

「その名で私を呼ぶなって、何度もいってるよね？」

　ボトリン二世を一撃のもとに轟ごう沈ちんさせた夏なつ花かは、全身に炎を纏まといながら、ペットボトルの中でジタバタしている錬金術部の子を見下ろしている。

「ご、ごめんなさい……」

　夏花の迫力に圧倒されたのか、錬金術部の子はシュンと小さくなった。

　すると、ホイッスルをけたたましく鳴らしながら、ちさ先生がコートにやってきた。

「こら～っ！」

　ちさ先生は、今日きようのドッジボールの審判を任されている。

　教師なのに女子生徒たちと同じく、体操着にブルマー姿。

　たぶん部外者の多くは、ちさ先生が教師であるとは思っていないことだろう。

「なんですか、ちさ先生？」

「まだ試合開始のホイッスルを鳴らしていないぶー」

　そういって、夏花のお腹を指で突いて注意する。

　背丈に差があるので、まるで妹が姉と喧けん嘩かをしているようにも見える。

「いやぁ、これはただのウォーミングアップのようなもので～」

　夏花は頭を掻かきながら誤ご魔ま化かす。

「ウォーミングアップで、うちのクラスの主力を壊されたら堪たまらないわよ！」

　錬金術部の子のクラスメイトたちが一斉に反論する。

　そりゃあそうだろう。錬金術部の子のチームは、あのボトリン二世のおかげで勝ち進んできたといっても過言ではない。

「ご、ごめんなさい……」

　さすがに夏花も反省したのか、指をモジモジさせながら首をすくめた。

　しかし、相手のクラスは大幅戦力ダウンである。

　このまま魔法演武を続けることに大いに不満顔だ。

「うーん、これはちょっと協議してくるぶー」

　そんな錬金術部の子たちの様子を見たちさ先生は、他ほかの先生たちと相談すべくコートを離れていった。



◆◇◆



　夏なつ花かの暴走の結果、魔法演武はしばし中断。

　先生たちによる協議が行われている。

「失格にならなければよいのですが」

　グラウンドから少し離れたベンチで俺おれがひとりで休憩していると、ハンナがスポーツドリンクを持ってやってきた。

「どうぞ、差し入れです」

「ありがとう」

　よく冷えたペットボトルを受け取って、俺はグラウンドのほうを眺める。

　向こうでは、バラバラになったボトリン二世の残ざん骸がいの清掃が続いていた。

　罰ばつとして夏花も手伝わされている。

　まあ、あのぐらいして当然だろう。

「事後処理、任せちゃって悪かったな」

「いいえ、あのケザイア・メーソンを捕らえただけで、あなたは役目を十分以上に果たしました」

「あれは、みんなのおかげだよ」

　マクダフ機関が、ケザイアを使って行った計画。

　それは組織の総意ではなく、強硬派による暴走ということで決着がつきそうだった。

　国際的な巨大組織であるマクダフ機関の内部は、当然、一枚岩ではない。

　各国の支部ごとに政治的な思おも惑わくもあり、同じ組織内で激しく争うこともある。

　今回の事件の影響で、上層部の人間の首がかなりすげ替えられるらしい。俺にとってはどうでもいいことだが、そのせいでマクダフ機関の内部は大騒ぎだそうな。

「きっと、これで組織の方向性は魔女擁護派に傾くはず。あなたはセイラムの魔女だけでなく、これから生まれる魔女も救ったんですよ」

「やめてくれ、そんないい方。身体からだがかゆくなる」

　ハンナがあまり大おお仰ぎようなほめ方をするので、俺は苦笑いをする。

　それに俺自身は、いまだマクダフ機関のことを信用しているわけではない。

　いくら上層部の強硬派が企んだところで、セイラムの街全体に血の沈黙エターナル・サイレンスを仕込むような大がかりなことができるだろうか。

　きっと、強硬派は最初からこの街にあったものを、自分の計画に利用しただけ。

　血の沈黙エターナル・サイレンスは保険なのだ。

　万が一、魔女が反乱を起こした際の、最後の切り札。

　結局、マクダフ機関は魔女を根本的に信用していないというわけだ。

「それで、これからあなたはどうするのですか？」

「組織内部の騒ぎが収まるまで、当分の間は現状維持だろうな」

「それはよかったですね……といって、よろしかったでしょうか？」

「ああ、もちろんだよ」

　このセイラムから離れて、また他ほかの任務につくことなんてごめんであった。

　今回の件では、マクダフ機関に大きな貸しができた。

　俺おれは強硬派の更こう迭てつのきっかけを作った功労者だ。

　しばらくは、わがままも通用することだろう。

　その点だけは、あのケザイアに感謝するとしよう。

「そうですか……よかったです」

「よかった？」

「いえ、別に変な意味ではなく……あなたがいれば、私も仕事が楽だからという意味で」

　ハンナは手をパタパタさせて、ひとりでなにやらいいわけしている。

　俺はそんなハンナに、ずっと気がかりだったことを尋ねた。

「それで委員長は……？」

　あの日、俺はケザイアから夏なつ花かを守るため、委員長のことをハンナに預けてしまった。

　俺だけで処理できれば、柚ゆ月づきのときのように、マクダフ機関へは報告せずに胸にしまっておくこともできたのだが……

　結局、その後、委員長は病欠ということで、ずっと学園に登校してきていない。

　ケザイアに利用されたとはいえ、実行犯のひとりである。どのような処分を受けるのか心配であった。

　すると、ハンナは眉まゆを上げて、俺の顔を見つめた。

「若わか宮みやさんは、今日きようも欠席ですけど？」

「いや、そういうことじゃなくて」

　俺はまわりに誰だれもいないことを確認してから、ハンナに顔を近づけて囁ささやく。

「マクダフ機関のほうでは……どうするといってるんだ？」

「なんのことでしょう？」

「だから……」

　俺がじれったくなってさらに顔を近づけようとすると、いままで正面を見ていたハンナが、不意にこちらに顔を向けた。

「若わか宮みやさんとマクダフ機関に、なんの関係があるんですか？」

「えっ……もしかして……？」

「私はなにも知りません。だから、なにも報告していません」

　ハンナはそういってまた正面を向く。

　そんなハンナの唇の端は微妙にぴくぴくと持ち上がっていて、なにか笑みが浮かぶのを堪こらえているような表情だ。

「やってくれたな、ハンナ」

「どこかの誰だれかさんの真ま似ねをしただけです」

「じゃあ、委員長は……？」

「彼女も、自分の中で整理したいことがあるのでしょう。でも、いずれ私たちのところに戻ってきてくれると思います」

「そうか……」

　あの真面目まじめな委員長のことだ。

　いくらケザイアに騙だまされたとはいえ、すぐに気持ちを切り替えることができないのだろう。ハンナのいうとおり、委員長のほうから学園に戻ってくるときまでそっとしておくのが優しさといえるかもしれない。

　時間だけが解決できることもあるのだ。

「私だって、若宮さんのクラスメイトです。彼女がそのまま逃げ出すような人でないことは知っていますから」

「そうか――ありがとうな、ハンナ」

「ですから感謝されるようなことは、なにも……ってぇぇっ？」

　俺おれはハンナの両手を握りしめる。

　この感謝の気持ちを、上う手まく伝える方法が思いつかない。

「俺の気持ち、本当にわかってくれてるか？」

　不器用だとは思ったが、俺はとにかく思っていることを言葉にする。

　黙っていても伝わるというのは、都合のよい考えかただと思っているからだ。

「えっ、ええっ……気持ち……気持ちですか？」

　ハンナはいつになく取り乱しながら、目をあちこちにさ迷わせている。

　やはり、あまりこちらの気持ちが伝わっていなそうだ。

「ハンナ、俺は――」

「こ、こんなところで……」



「おおっ、ぶちゅーっといくのか？　いってしまうのか!?」

　なにやら頭の上から、聞き慣れた声がしたような。

「んっ？」

　俺おれが顔を上げると、コロコロと後頭部のほうに転げ落ちる気配が。

「こらっ、痴しれ者ものめ！　いきなり頭を動かすな」

「このやりとりは……前にも……」

　慌てて声のしたほうを振り向くと、そこにはアラビア風の衣装を着た、小さな女の子がふわふわ浮かんでいた。

「トース!?」

「ほれほれ、そんなことより、いまが攻略のチャンスだぞ。一気にデレさせろ！」

　トースがブンブンと腕を振り上げながら興奮していると――



　パンッ！



　ハンナが両手でトースを叩たたきつぶした。

「いやいや、ハンナ……いくらなんでも、それはやり過ぎでは？」

　すると、ハンナはすごい目で俺をにらんできたので、これ以上はなにもいえなくなってしまった。

　なんか怖い――ハンナが怖い。

「トースはゲヘナに帰ったはずでは？」

　ハンナがゆっくりと手を開くと、ぺっちゃんこな二次元の姿になったトースが、ひらひらと俺の膝ひざの上に舞い降りた。

「ふにゅ」

「お～い、しっかりしろ～？」

　目をグルグルさせているトースを指で突く。

「うーん、あいかわず、この小娘はツンデレだのぉ」

　空気を吹き込まれたようにポンッと元の三次元の姿に戻ったトースは、俺の膝で寝っ転がったままぼやいた。

「おまえ、なんでここに？　ケザイアに消されたんじゃないのか？」

「うむ、一度はゲヘナに戻ったが、また遊びに来たぞ」

「そんな簡単に……」

　あまりにあっさりした返答に、俺は脱力した。

「ワシは究極の門たるトース様だぞ。こちら側に来ることなど自由自在」

「ゲヘナに帰るのに、あれだけ騒動を起こしたくせに」

「安心しろ、今度はワシの意思で来たのだ。もう、ワルプルギスの夜を引き起こすつもりはない」

「本当かよ」

「本当だ、キスまでした相手を、そう疑うものではないぞ？」

　そういって、トースはひょいと宙に浮かぶと、俺おれの鼻先に軽くキスをした。

「なっ!?」

　それを見たハンナが驚いたような声を上げたので、俺は説明をする。

「いやいや、変な意味はない。ただ、ゲヘナの鍵かぎを交わらせただけだってば」

「そうだそうだ、貴様もしたであろう。『ゲヘナの鍵を交わらせただけ』ならな」

　トースも俺のことをフォローしてくれる。

　なぜか「ゲヘナの鍵を交わらせただけ」という部分を妙に強調してはいたが。

「それでも……あれは私の初めての……」

　ハンナは両手を膝ひざの上に乗せて、顔をうつむかせながらブツブツとなにやら呟つぶやいているが、それよりもいまはトースのほうが先決だった。

「それで、なんで戻ってきたんだよ？」

「ふむ、まだ攻略していないゲームが残っているからな」

「そんな理由かよ……」

　それだけが目的なら安心なのだが。

　すると、トースは俺のことを上うわ目め遣づかいに見て、鼻を少し掻かいた。

「うむ……まあ、それ以外の理由もあるがな……」

　思わせぶりなことをいいながら、トースはクルクルッと俺の目の前でターンして、ちょこんと肩に腰を下ろした。

　そんなトースの動作が可愛かわいく思えて、俺は自然と笑みが浮かんだのだが――気づくと、ハンナがうつむいていた顔を上げて、こちらを不機嫌ににらんでいる。

　やはりゲヘナの魔人であるトースを危険視しているのだろうか。

　ハンナに無言で見つめられていると、あまりに落ち着かないので、俺は恐る恐る問いかけてみる。

「あの、ハンナ……さん？」

「さっきの続きは？」

　なぜかハンナは俺ではなく、肩に乗っているトースのほうをにらみつけながら問いかけてきた。

「続きというと？」

「あなたの気持ちを伝えてくれるんじゃなかったですか？」

　ハンナはじりじりと真剣な表情で迫ってくる。

　ただし、相変わらずトースのほうをにらんでいるのだが。

「ほーう、それは興味深い話ではあるな」

　一方、トースのほうも両手を組んで、挑発的な笑みを浮かべながら、ハンナのほうをにらみ返している。

　二人の視線の間には、激しい火花が飛び散りそうな勢い。

　なんか当事者の俺おれが蚊か帳やの外のような。

「なにをいがみ合っているんだ、おまえら？」

　わけがわからず、俺が問いかけると、二人は同時にこちらを見た。

　そして、声を合わせて詰め寄ってくる。

「誰だれのせいで、そうなっていると思っているん

です！　

のだ！」

「お、俺のせいなのか？」

　予想外の反応に後ずさりすると、今度は後ろから誰かに怒鳴られた。

「そうよ、あなたのせいよっ！」

「なっ、夏なつ花か!?」

「人が働いているというのに、あなたはこんな人前でイチャイチャイチャイチャイチャイチャと……」

「だっ、誰がそんな――」

「そんな……私たちは……」

　俺が反論しているというのに、なぜかハンナのほうは顔を赤らめてうつむいている。

　いやいや、なんでそんな誤解を招くような態度をするんだ？

　すると、トースも続いて、なにやら妙な口調で弁解をする。

「ワ、ワシらは別に……そんなんじゃないんだからねっ！」

「……おまえ、絶対に楽しんでいるだろう？」

「まあ、楽しいことには違いないな。やはりこちらに戻って来てよかった」

　肩に乗っているトースは、俺の頬ほおをペチペチと叩たたいて上機嫌で笑った。

「それで、夏花――って、あれ？」

　なぜか夏花の背後には、錬金術部の子をはじめとした対戦相手のクラスの女子たちが集合している。

「もういいっ、わかった。あなたの性根、私がこの魔法演武で叩き直してあげる！」

「はーっはっはっ、衝動の紅炎インパルス・ルージユが味方になれば、我がクラスの優勝は決ま――イタッ！」

「だからっ、その名でっ、呼ぶなとっ、いったはずよっ！」

　言葉の句切りごとに、錬金術部の子の横腹にドスドスと突っ張りを入れる夏花。

「イタッ、ごめんなさい、イタッ、イタッ！」

　あれは地味に効くので、錬金術部の子も涙目で謝っている。

　しかし、何度も懲こりないヤツ。俺おれが名前を覚えないのを責められないんじゃないのか？

　と、そんなことよりも、いまなにかとんでもないことをいったような。

「なっ、なんだよ、夏なつ花かが味方ってどういうことだ？」

「壊されたボトリン二世の代わりに、彼女をウチのクラスにトレードさせてもらったの」

「ええーっ！」

　俺とハンナは声を揃そろえて驚いた。

「というわけで、これからは敵同士。昔の仲間とはいえ手加減はしないわよっ！」

　そういって夏花の指差す先が、俺のほうにピタリと向いているのはなぜだろう？

「そんな無茶な……」

　なんだかんだいっても、夏花は俺たちのクラスのエースだ。抜けた穴は大きすぎる――と思っていたら、そうは考えない者もいたようだ。

「ほっほ～う、そういうわけなの……これまで裏方をしていたけど、夏花が相手というなら話は別だわ」

「やはり出たわね、綾あや音ね」

　いままで俺へのドーピング係と、救護班の班長を務めていた綾音が、不敵な笑みを浮かべて登場した。

「また、ややこしいのが来た……」



    

  
    
      



    

  
    
      　なにやら彼女が現れた途端、風が強まったような。

　夏なつ花かと綾あや音ねがにらみ合う姿は、まるで荒野のガンマンの対決シーンである。

「これまでの決着をつけるときが来たようね」

「ふふん、望むところよ」

　おいおい、なんだか悪役っぽいぞ、夏花。

「夏花、あなたには負けないわよ――いろいろな意味でね」

「えっ、どういう意味で？」

「はんっ、だからあんたは鈍いのよ」

「なによ、それっ！」

　なにか隠し事をしているかのようにほくそ笑む綾音に、夏花はキャンキャンと噛かみついている。

　すると、そんな二人の間にハンナまでが割って入った。

「わ、私も負けませんからっ……！」

　みんなの前では大人おとなしいハンナにしては珍しい強引さである。

　そんなハンナを見て、綾音は肩をすくめる。

「ふふふっ、どうやらライバルは多いようね。これから大変よ、夏花？」

「ふん、誰だれが来ようが、絶対に勝つ！　そうよね、きみきみっ!?」

　勢いに任せて、夏花は俺おれの肩に手を回そうとするのだが……

「いや、俺も敵だから」

　俺はぴしゃりと拒絶する。

　そのへんの線引きはしっかりしないとな。

「なっ、なによ～!?」

　夏花は手をジタバタさせて抗議しているが、こればかりはしかたあるまい。

「さあさあ、行きましょう。あなたには、ボトリン二世の代わりにバリバリ働いてもらうからね～！」

　錬金術部の子がそんな夏花を連行していく。

　グラウンドではちさ先生がホイッスルを吹いていた。

　どうやら試合が開始されるらしい。

「じゃあ、行くとするか！」

　俺はハンナと綾音、そしてトースを連れてグラウンドに向かう。

　観客席にはセイラム中の魔女たちが集まり、入場する俺たちに歓声を上げていた。

　そして、ほんのわずかではあるが、この街に暮らす男たちの姿も見える。

　彼らも、この魔法演武を見学しに来たのだろう。

　他ほかの魔女たちに交ざって、一緒に歓声を上げていた。

　それは外の世界ならば、当たり前のはずの光景。

「あれっ……？」

　歓声に包まれながらコートの中に立った俺おれは、観客席に知った顔を見かけた。

　眉まゆをハの字にして、年代物の片眼鏡モノクルをかけた女の子――

　でも、いまは彼女を捜すことはやめた。

　たぶん……いや、きっと……明日には教室で会えるはずだから。

　そうしたら、ひとつ伝えたいことがある。



　委員長が魔女でないことを、ずっと前から夏なつ花かは気づいていたこと。



　だから、俺が委員長に魔具を作ってくれといったとき、あんなに慌ててやめさせようとしたのだ。

　だけど、夏花にとって、そんなことはなんの問題でもなかったのだ。

　なにしろ、俺が魔女狩りウイツチハンターであることさえ受け入れてしまうやつなのだから。

　みんなが夏花のように――いや、ここで俺たちを応援してくれている人たちのようになれば、やがてセイラムの内と外なんてものはなくなってしまうに違いない。

　たとえ、夏花の目指すような、誰だれもが魔法を使えるような世界にならなくても。

　それは決して、夢物語などではないはずだ。

おわり



    

  
    
      

あとがき



　いつも強気な女の子が、風か邪ぜをひいてポーッとしている姿って、不謹慎ですけど、なんかドキドキしませんか？

　どうも、不謹慎なことが大好きな、内うち山やま靖やす二じ郎ろうです。



　強力無比な魔女の夏なつ花かが、風邪をひいたせいで魔法の制せい御ぎよができなくなって、さあたいへん。しかも、タイミングの悪いことに、そんな夏花を狙ねらう、謎なぞの公認魔女ハウンドウイツチまで現れて……どうする、優ゆう人と!?

　――といった感じの、シリーズ第三巻。

　とうとうこれまでの事件の黒幕も登場して、シリーズもクライマックスです。

　けれど、クライマックスを迎えれば、物語も終演するのが当然のこと。

　ちょっと寂しくもありますが、この巻で「わるぷるキス！」シリーズは完結となります。

　とはいえ、キャラクターたちのセイラムでの生活は、これからも続くことでしょう。

　同様に、みなさんの心にも彼らのことが少しでも残ってくれれば嬉うれしいです。



　おっと、この三巻を手に取って、初めて「わるぷるキス！」の存在を知ったかた。

　これで完結ですから、長くもなく、短くもなく、一気にまとめ読みするにはちょうどよいシリーズですよ。

　さあ、近くに並んでいる「わるぷるキス！」の一巻と二巻を手に取って、レジへ持っていくのです。

　ついでに、他ほかの私の小説も買ってくれたら、さらによし。



　さて、このシリーズを執筆するにあたって、多くの皆さんにご協力をいただきました。

　SUZUNE先生には、お世話になりっぱなしですみません。本当に感謝しております。

　イラストを描いていただきましたニリツ先生、お身体からだには気をつけて。

　そして、このシリーズに最後までおつきあいいただきました読者のみなさま、本当にありがとうございます。

　また、どこかでお会いできることを願っております。

内山靖二郎

作者サイト「ひきだしの中身」

http://homepage3.nifty.com/hikidashi/
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